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　刹せつ那な。呼吸をするのも忘れていた。

　身体からだを駆かけ巡めぐる血液が、ざわざわと騒さわがしく鳥とり肌はだを立てていく。

（逃にげなきゃ──！）

　そう本能が訴うつたえているというのに、立ち尽つくしたまま一ミリも動くことができなかった。

　目にしてしまったものから視線をそらしたいのにもかかわらず、怖こわいものへの好こう奇き心から逆にまじまじと見入ってしまう。

　透すき通るような女の白い肌はだ。その首筋にしっかり喰くい込んだエナメル質の歯し牙が。

　明らかに人のものではない獣けものを思わせるその牙きばは、吸い上げたばかりの鮮せん血けつで染まろうとしていた。

（これは、夢……!?）

　唐とう突とつに空想物語の世界に迷い込んだような、足元の不確かさを感じる。とても現実離ばなれしたできごとに、夢を見ているのかと疑ってしまうのも無理からぬことだった。

　けれどもドクドクと高鳴る心臓の音が、夢ではないのだと激しく訴えている。

　女の肌に吸い付いた唇くちびるは血のぬめりで真っ赤に染まり、つやつやとして艶なまめかしく見える。白い肌と赤い唇が鮮あざやかな対比を織りなして、とても扇せん情じよう的だった。鼓こ動どうがさらに早はや鐘がねを打つように響ひびく。

　やがて女の首筋から唇が少し離れると、白い室内灯が男の姿を浮うかびあがらせた。

　瞬しゆん間かん、湿しめったような闇やみが揺ゆらぐ。

　無造作に伸のばしたような男の前まえ髪がみがはらりと一ひと房ふさ流れ、造作の整った面相が露あらわになった。

　荒あら々あらしく険しい表情をしているが、その顔は美び貌ぼうと呼ぶにふさわしいものだ。道を歩けばたいていの者が目を奪うばわれるような、極ごく上じようの部類。

　そんな男が赤い舌を伸ばし、口の周りの血液を自ら舐なめ取る。

　その禽きん獣じゆうのような仕草を見ては、また心臓が大きく跳はねた。

　怖いはずなのに、逃げ出したいと思っているのに、男の姿態を見て昂たかぶってしまっている。自分が次の標的にされるかもしれないというスリルが、余計に神経を敏びん感かんにさせているようだ。

　そんな自分を知って、恐きよう怖ふと興奮は背中合わせなのだと実感する。しなやかな男の中に官能的なエロスが混在しているのを嗅かぎ取ってしまっていた。

　口の端はしに残る赤い血を見ては、ゾクッと背筋に冷たいものが這はう。

　──そう、まさしく目の前の男の姿は、人間の生き血をすする吸きゆう血けつ鬼きそのものだった。
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「こら、駒こま井い」

　夕方をすぎた頃ころ、駒井准じゆんは眠ねむ気けに襲おそわれそうになって目をしばたたかせていた。春しゆん眠みんをとうに過ぎた秋だが、季節にかかわらず眠いときは眠いのだと心の中で愚ぐ痴ちを言っていた頃だ。

　厳しい声を聞いた途と端たんに意識がしゃんとし、眠気が一気に吹ふき飛ぶ。

　駒井の肩かたがビクッと過か剰じように揺れたのを、先せん輩ぱい薬やく剤ざい師しは見過ごしていないだろう。

「わ、西にし沢ざわさん」

　声のかけられたほうを見上げると、そこには駒井より七年先輩の薬剤師、西沢がいた。駒井が薬剤師になるきっかけを与あたえてくれた人だった。

　駒井が高校一年生の時、この喬きよう木ぼく病院に母親が入院した。父親は仕事が忙いそがしく、妹の梓あずさは受験生だったため、看病のためにしばらく通っていたことがある。

　そのとき親身になってくれたのが、この西沢だった。

「──ああ、当直明けだったね。まだ慣れないか」

　西沢は新人の駒井を見やってくすっと笑った。

　それが子供だと言外に言われているようで恥はずかしくも思う。夜よ更ふかしの苦手な駒井にはあまり触ふれて欲しくない話題だった。

「そんなことないですよ」

　しれっとした表情を作って言うが、そんな駒井の内心も西沢には見破られているだろう。学生時代の駒井を知っている西沢には、いつになっても駒井が子供に見えているようだった。

　微かすかに西沢が笑ったのを見ると、駒井は小さく咳せき払ばらいをして白衣の襟えり元もとを正す。白衣といってもこの喬木病院の場合、患かん者じやが医師との区別をつけやすいようにとの配はい慮りよのためか、薬剤師は淡あわく緑がかったものを着用していた。ちなみに看護師は薄桃、技師は薄青といった感じである。

　駒井の細身の体に爽さわやかな色で染められた白衣を纏まとうと、その身の清せい廉れんさがぐんと増すようだった。

　小こ振ぶりの頭はすっきりと毛先まで整えられ、そこからのぞく項うなじはほの白い。生まれてから今まで一度も染めたことのない髪かみは肌と同様に色素が薄く、見るものに柔やわらかなイメージを抱いだかせる。

　淡く色づく唇や黒目がちの瞳ひとみに、青年と呼ぶにはどこか躊躇ためらわれるものがあった。

　わりと潔けつ癖ぺきで生き真面目まじめなところのある駒井だったが、この線の細いところが彼を偏へん屈くつに見せることなく好感を持たせている。大なり小なり病気を抱かかえて神経が過か敏びんになっている患者や家族を相手にする職場において、駒井はその優やさしげな容姿に救われていた。

「夜の仕事なんて、あまり慣れたいものじゃないんですけどね」

　駒井に当直が回ってくるのは月に三度程度だが、そのたびに終業時間が近くなるとこうして眠気と闘たたかう日々だ。ミスをしてしまわないよう、あの手この手を使って必死に眠気をこらえている姿は、同どう僚りようたちの微び笑しようを誘さそっていることを駒井は知らない。

　西沢などは当直明けでもしっかり業務をこなし、その上で飲みに行くことすらもあるという。そろそろ三十になるというのに、その体力に感服するばかりだった。

「当直以外はすぐに慣れたみたいだったのにな。落ち着き払はらって新人らしからぬ新人だという評判だったけど」

「それは、この薬局に見知った顔が多かったからですよ」

　自分が高校生の頃、母の見み舞まいや看病をしに喬木病院へ通っていたことを思い出す。二十人はいる薬剤師の三分の一はその当時のままだった。

　あの頃──学生服姿で心こころ許もとなげに病びよう棟とうを歩き回っていた駒井に声を掛かけてくれたのが、西沢をはじめとする薬剤師の面々だった。

　薬剤師は医師や看護師のように直接患者と接することは少なく、その存在も目立ったものではないけれど、間接的に治ち療りように携たずさわり、時には病に冒おかされて心細くしている患者や縁えん者じやの話し相手になってくれる。

　駒井も家族に言えなかった心細さを西沢が感じ取ってくれたことで、ひどく救われたのを覚えている。

　その時の病で母は亡なくしてしまったが、そんな彼らの仕事ぶりを見たことによって、駒井は薬剤師を目指すことに決めたのだった。

　今でも役職が上へ行けば行くほど、その頃から馴な染じんだ顔が多くある。

　仕事中でもたまに「准くん」などと子供に対するように呼びかけられて、恥ずかしい思いをすることがしばしばあった。

「落ち着いているのはきみの地でしょう。まったく好対照な兄妹きようだいだ」

「梓がまた、なにか？」

　一つ年下の妹の名前を出されて、駒井は怪訝けげんな表情で西沢を見上げた。

　妹の梓はこの春に短大の看護科を卒業し、喬木病院へ看護師としてやってきていた。看護師を目指した理由は駒井と同じで、母親の入院をきっかけに喬木病院へ通っていた際に白衣の天使に憧あこがれたからだった。

　しっかり者と評される駒井と正反対な梓は、昔からおてんばをしては兄をひやひやさせている。二人は同時期に入職したこともあり、病院という小さなコミュニティーで駒井兄妹はちょっとした有名人だった。

「また……って、ずいぶん信用のない妹だな」

「そりゃあ生まれた時からの付き合いですからね」

　それは、奔ほん放ぽうな梓をフォローしてきた駒井の歴史を物語る。

　梓のいたずらが親に見つかって叱しかられようものなら、駒井は頃ころ合あいを見計らって梓を連れ出した。自分がやったと嘘うそをついたこともある。

　親から全面的な信しん頼らいを受けていた駒井だからこそ可能な助け船だった。

　けれども梓はそれに気付くことなく、またすぐ叱られるようなことをしでかし、駒井の行動は報むくわれることはない。母親を亡くしてからもその性格は変わらず、幼い頃からずっとその繰くり返しだった。

　二十歳を過ぎた今ではさすがにいたずらをすることもなく落ち着いているようだったが、奔放な気質は昔からそれほど変わらないように思える。

「可愛かわいいものじゃないか。大先生の件にしたって」

「やめてくださいよ、恐おそろしいこと言うのは」

　つい先日も梓は、喬木病院の医師や職員から『大先生』と呼ばれる初代医院長へ「おじいちゃん」と呼び掛けて周囲の人間の肝きもを冷やしたものだ。

　しかし、おじいちゃんと呼ばれた大先生本人はなぜかその呼こ称しようを気に入ったようで、それ以来頻ひん繁ぱんにナースステーションに現れるという。

　そんなことが笑い話で済まされてしまうのは、相手が天然の梓だったからだろう。

　自分には決して真似まねできないことをいとも簡単にやってのけてしまう梓のことが、駒井には羨うらやましくもあり、かけがえのない存在でもあった。

「それより、妹がなにか？」

「いや、特に問題を起こしたわけじゃないけど、楽しい話を聞いてね」

「楽しい？」

「恋こいの到とう来らいってやつかな？　春にはまだ遠そうだけど」

　この言葉を聞いて、またかと内心で思う。梓にとってこの手の話は昔から尽つきないもののひとつだった。

　他校の生徒に惚ほれては変装して男子校に侵しん入にゆうしたり、自衛隊員募ぼ集しゆうのポスターに写っていた男に一目惚れしたと言っては入隊しそうになったこともあった。

　とにかく惚れっぽいというか、恋に恋しやすいのだろうと思う。

　同じ環かん境きようで育っていても、駒井は未いまだに浮ういた話のひとつもない。幼い頃から病気がちだった母に代わって家事の一いつ切さいを担になっていたため、恋をしているような余よ裕ゆうはなかった。

　高校時代に母が亡くなってからは、なにかと問題の多い妹をまっすぐに育てなければいけないという責任感に取りつかれていて、普ふ通つうの高校生のような明るく楽しい思い出など一つもない。

「今度の相手は誰ですって？」

　一応尋たずねてみた。

　興味があるというよりは、むしろ相手に迷めい惑わくをかけないよう見張るためというのが正しいかもしれない。梓に見み初そめられた相手を密ひそかに気の毒にも思う。

「門かど倉くら先生だよ。昨夜の当直、一いつ緒しよだったんじゃないか」

「門倉先生？」

　名前を言われて、顔と専門を思い出そうとする。しかし、頭をひねってみたものの、それらしき人物に思い当たらなかった。

　なにしろ喬木病院は二十もの科からなる総合病院だ。まだ入職して半年にも満たない駒井には知らない先生のほうが多い。とはいえ、面めん食くいでミーハーな妹が追い掛ける相手である、名前を聞いただけでピンと来るような人気のある人物なのだろう。

　まず顔だけは間ま違ちがいなくいいのだろうと、そんな予想を立てていた。

「ああ、知らないのか」

「門倉先生を、ですか？」

　西沢の言いかたにどこか含ふくんだものがあるように思えた。

　なにか問題のある人物なのか、それともこの病院を切り盛りする喬木一族の者なのかそのどちらだろうと考える。

「そう。元々の専門は心しん外げだったかな。先月入職して以来、ナースの間で人気急きゆう上じよう昇しようなんだけど」

「心臓血管外科……？」

「といってもちょっと変わってるようで、救命センターの当直にしかいないからね。きみが知らなくても仕方ない」

「当直にしかいない？」

　ありえない話ではないが、よくある話ではない。それでも、夜間にしか働かないと聞いただけで、どうしても風変わりな人だという印象を持ってしまう。

　一晩当直しただけで自分はヘロヘロだというのに、毎晩当直しているなんて考えられないことだった。それも、救命センターなんていう夜戦な現場で。

　それに、人が休んでいる間に働くことが体にどれほど負ふ荷かを与あたえるかということを、駒井はよく知っているつもりである。自分から望んで当直をしているというのなら、並外れた体力の持ち主なのだろう。

（それは、ちょっと変わっているでは済まないんじゃないかぁ？）

「救命ですか……」

　なにか一ひと癖くせありそうな気がして、駒井は知らず眉まゆをひそめた。綺き麗れいな柳りゆう眉びが片側だけつり上げられる。

「気に入らないって顔してる」

「そういうわけじゃないですけど……。救命の先生は立派だと思いますよ。生死の瀬せ戸と際ぎわに接しているんですから」

　かすかな灯ともし火びとなった命を輝かがやかせるには、手順を追った教科書どおりの診しん療りようなどしていられない。

　だからこそ荒あらっぽい人が多いのも事実である。まだ学生の頃ころの病院実習で、足手まといにしかならないひよっこたちに忌き憚たんなく怒ど声せいを飛ばしてきたのも救命の医師たちだった。

　それを思い出して、どうしても苦手意識を強く持ってしまう。

「それより、例の薬堤ですけど──」

　まるで妹が夢中になる相手を気に入らないと思う内心を見み透すかされたような気がして、駒井は素す早ばやく話題を変えた。







　門倉という医師のうわさは、注意しているとすぐに耳に入ってきた。

　病院という狭せまい社会のせいか、少しでも規格から飛び抜ぬけていたり、逆に外れていたりすると、いい話のネタになるのである。

　どれもこれもすぐに廃すたれていくようなうわさではあるが、人間観察に優すぐれた人種のこと。人を評価する類たぐいのうわさにはわりと信しん憑ぴよう性せいがあった。

　ナースたちに探さぐりを入れてみると、誰もがタレントの話をするようにはしゃぎながらあれこれ教えてくれた。まるで自分の知っていることを争うようにして話してくれるので、情報収集に関しては楽だったが、その人気の高さを思い知らされてたじろがずにはいられなかった。

　門倉堅けん森しん。二十八歳。独身。

　駒井も密ひそかにその姿を拝みにいったが、近寄りがたいほどの迫はく力りよくのある二枚目。その風ふう貌ぼうは好青年というよりは色男というのが相応ふさわしいもので、そういう男に夢中になっている妹を持つ身としては、なにか釈しやく然ぜんとしないものがある。また、外見だけでなく医師としての評価も高いと聞いて、面おも白しろくない気分だった。

　大学病院からの派は遣けんではなく、喬木病院に勤務する医師のツテでこの病院にやってきたらしい。救命の当直専門という奇き妙みような非常勤のスタイルも縁えん故こゆえにまかり通ることなのだろう。

　基本的に医師たちは大学病院から貸し出されるので、門倉はアウトサイダー的立場にあるともいえた。医局に在ざい籍せきしないというだけで、なんとなくその無ぶ頼らい漢かんぶりも想像できるというものだ。

　けれどもそんな、組織の一つに組み込まれることなく、自分の腕うで一本で生きているところがかっこいいとナース達には評判だった。

「かっこいい、有能な医者ねぇ……」

「何言ってんですか？」

　駒井の独り言を聞き漏もらさず、医事課の染そめ谷やが尋ねた。

「あ、いえ。有能な医者なんて誰もが羨む存在なのに、その上かっこいいなんて反則だなーと思って」

「ああ、門倉先生ですか……」

　つい愚ぐ痴ちっぽくなってしまった駒井のセリフに、染谷は門倉のことを言っているのだとすぐに言い当てた。

「やっぱり心配ですか、妹さんのこと」

「そういうわけじゃ……」

　妹の話は、いつの間にか医事課にまで広がっているのかと嘆たん息そくする。

「でも、大だい丈じよう夫ぶですよ、門倉先生なら。モテる方らしいですけど、女性のトラブルは聞いてません」

「まあ梓もアイドルの追っかけのように、騒さわいでいるのが好きみたいですから。あんなに騒いでいてもなんとかなった相手がいた記き憶おくがないんですよね」

　そういえば、あれだけ大騒ぎするわりには付き合う男の数が少ないことに駒井は気づく。

　やはり、恋に恋しているようなものなのだろう。中学生のようなことをしている妹を、なんとなく微笑ほほえましいと感じる。

「それより、眺ながめてばかりいないで、これもお願いしますね」

　外来から回ってきたカルテを、染谷は無情にも駒井の目の前に積み上げた。その量の多さに驚おどろく。

「わ。大だい盛せい況きようですね、外来」

「行楽の季節ですからね。ほら、ふだん運動しないような人が張り切ってハイキングなんかに行ったりするんで怪け我がして帰ってくるんですよ。今日は整せい外げが満員御おん礼れいです」

「ああ、なるほどね。じゃあ今日は整外の前は避さけて通ります」

「それをお勧すすめしますよ」

　外科系の看護師たちは気の強い者が多いので、こんな混雑時はぴりぴりしているだろうことが予想つく。こういう時には彼女らと必要以上の接せつ触しよくを避けろというのが慣ならわしになっていた。

「ああ、そうだ」

　そのまま立ち去ろうとした染谷は、思い出したように足を止めた。

「最近エスポエチンの需じゆ要ようが多いですよね」

「エスポエチン？」

「ええ、この十日ほどで急に増えているので、薬屋さんが気にかけてましたよ」

　それを聞いて、駒井は首をかしげる。

　エスポエチンは貧血などに効果のある注射だ。流感に左右されるものではなく、需要が急に増えるというようなことはまずない。出入りの業者が医事課に立ち寄ったついでの話に上らせる程度にはおかしなことだった。

「そうですか。なんだろう？」

「この先も出るようなら、もっと補ほ充じゆうするって言ってましたから」

「分かりました。ありがとうございます」

　よく分からないまま染谷に礼を述べると、彼が立ち去った後にコンピュータへ向かった。今聞いたことを忘れてしまわないうちに調べておこうと思ったのだ。

　単なる勘かんでしかないが、どうも嫌いやな感かん触しよくがしていた。

　前月に使用した薬品をコンピュータから打ち出す。そこにエスポエチンの名前を見つけて駒井はハッとなった。確かに染谷が言ったとおり、エスポエチンの使用量は少なくはない。

　たまたま自分がその注射箋せんを手にすることはなかったので、これほどまでに急増していると思わなかった。

「なにか、妙みようだな……」

　ためしに前々月の詳しよう細さいを呼び出してみる。すると、その数は先月のものに比べて三分の一程度しかなかった。

　これが大おお雑ざつ把ぱな人間だったら、大して気にかけはしないだろう。

　けれども駒井は責任感の強い人間だった。染谷から急に使用量が増えているという話を聞いていて、無視することなんてできない。曲がったことの嫌いな自分の性格を時折面めん倒どうに思うものの、いまさら大陸的な性格になることはできなかった。

　駒井はコンピュータの前に腰こしを下ろすと、薬品名を入力して検けん索さくをかける。

　エスポエチンを処方した患かん者じやの名前がいくつもヒットした。その中に見覚えのある患者の名前を見つける。

　この患者のカルテならまだ薬局内にあるはずだと、積み上げられたカルテの中から目的のものを捜さがし出す。もう長いこと通院しているその患者のカルテは、まるで本のように厚く、手に取ってみるとずっしり重かった。

　速記のように書かれた用箋の上の文字を注意深く目で追い、その中に比ひ較かく的てき読みやすい文字を見つけて視線を留めた。

「エスポエチン……」

　そこだけぽつりと違ちがう人の書いた文字で薬品名が付け加えられてある。記入したであろう医師のサインはない。

　だいたいこの患者はかなりの高こう齢れいだ。普ふ段だんから血圧の高い人間に、この注射を打っては心しん筋きん梗こう塞そくや脳のう梗塞を引き起こす可能性がある。

　明らかに、後から適当に書き加えられたものだろう。

　念のためにコンピュータで患者の薬歴を呼び出してみると、それも綺き麗れいに上書きされているようだった。

（カルテの改ざん？）

　真っ先に思ったことは、薬の横流しである。

　治ち療りように使うような薬は薬局で厳重に管理されているものだが、それを医師が人目を忍しのんで売りさばいていたニュースは、つい先日も世間を騒がせていたばかりだ。手に入りにくいものだけに需要はかなりあるらしく、また結構な額になるようだった。

　まさかと思いながらも、それを疑わずにはいられない。

（けれども、エスポエチンなんて、誰が欲しがるんだ？）

　エスポエチンはたしかに劇薬の指定がされている。しかし神経系を侵おかすような効力は全くなく、高値で取り引きされる薬とは思えない。

　その奇妙さに、ますます首を捻ひねるばかりだ。

　駒井は医事課に頼たのんで、他ほかのカルテを取り寄せた。どれも皆みな、同じ筆ひつ跡せきで後からカルテに書き足した跡あとがあった。

　角ばった右上がりの文字。その相手を突つき止めるべく手当たりしだいカルテを開いてみる。すると意外にも簡単に探していた文字は見つかった。

　既き存ぞんのカルテに後から書き加えたものではない。昨日急きゆう患かんで運ばれてきたばかりの入院患者のものだ。特とく徴ちようのある文字は明らかに同じ医師が書いたものだった。

　話題とされたエスポエチンの投薬はなかったものの、担当医のサインはしっかりされている。その名前を見つけると、まるで穴が開いてしまいそうなほど駒井はカルテをじっと見た。

（門倉……？）

　先ほど話題にしていたばかりの人物の名を目にして、ギョッとせずにはいられなかった。

　救命の門倉といったら、この喬木病院には一人しかいないはずだ。

　たしか、門倉が喬木病院にやってきたのは先月のことだ。エスポエチンの需要が伸のびたのも先月からである。

（この関係性はいったい……？）

　無関係とは思えない。状じよう況きようから考えれば、門倉になにか後ろ暗いところがありそうだ。

　門倉の名前を見つけてからというものの、この日は終業時間まで駒井は心ここにあらずだった。妹が夢中になっているという相手にこんな疑ぎ惑わくを持つことなど初めてのことだ。

　一通り作業をこなし、医事課に回すべきカルテをしばらく眺めてみる。

　大きめで決して綺麗とは言いがたいけど、はっきりと分かりやすい文字だった。曲がるところは曲がる、撥はねるところは撥ねるといった、コンピュータが読み取りやすそうな字だ。

　文字は人ひと柄がらを表すというけれど、こんなしっかりした文字を書く人が、本当に薬を横流ししたりするのだろうか。

　なにかの間ま違ちがいかもしれないし、自分の勘違いであってくれてほしかった。もはや言い逃れのできない状況であるけれど。

　考えていても仕方がないと思った駒井は、当直帯を待って行動に移すことにした。

（分からないことは本人に聞けばいい）

　門倉は当直にしかいないと西沢が言っていた。それならばと駒井は着き替がえも後回しに当直室に向かうつもりだった。

　面識のない相手に切り出しにくい話ではあるが、こんなことが続いて困るのはこちらのほうだ。ことが明るみに出た場合、門倉も困るに違いない。

　相手が医者であろうと、怯ひるむつもりはない。正面から意見をするつもりで当直室に足を向ける。手にはあらかじめ取っておいたカルテのコピーの束を持って。







　駒井の勤務する喬木病院は、あと少しで神奈川県に入ろうという東京都下、ニュータウン計画で森林保護された公園の近くにある。広い敷しき地ちの中にゆとりを持って建てられた施し設せつの中央には噴ふん水すいがしつらえられて、一見すると病院とは思えないような場所だった。

　設備の面で大学病院には多少劣おとるものの、医師たちの評判もよく、個人病院でありながら付近では随ずい一いちと世評は高い。

　明るく緑あふれる院内は病院の売りのひとつだったが、うっそうとした森の近くにあることもあって、深夜になるとその姿をガラリと陰いん湿しつなものに変える。漆しつ黒こくの闇やみに包まれた病院は、あまり心地ここちのよいものではなかった。

　その院内で、当直室は棟とうの外れに位置していた。

　まだいくらか薄うす明あかりが残っているものの、人気がないせいか廊ろう下かはひんやりとして薄気味悪い。カツカツいう靴くつ音おとがコンクリートの壁かべに反はん響きようして、いつまでも嫌な感じに耳へ届く。

　これが、医師や看護師ならサンダルのようなナースシューズやドクターシューズがパタパタと小気味よい音を響ひびかせるのに、きっちりと革かわ靴ぐつを愛用している駒井の足音は不気味に響いた。

　その自ら立てる音に、いい大人おとなにもなって背筋を緊きん張ちようさせてしまう。

　そのせいもあって、暗くて長い廊下に一筋の光が見えたときには、心の底からホッとしていた。

（あの部屋は……）

　その光は、当直室から漏もれてきているようだった。

　きちんとドアを閉めていないのだろう、部屋からの明かりがほんのわずかの隙すき間まからこぼれている。それは医師に用意された部屋で、門倉のいる可能性が高かった。

　起きているのなら、訪ねるのにちょうどいいだろう。

　駒井は束になったコピー用紙を胸の前でギュッと抱かかえると、足音を消して部屋に近寄った。

　ノックをする前に、部屋にいるのが門倉かどうか確かく認にんするように、無意識に視線が室内へ入り込む。そして、そこにいる人物の姿を捉とらえて、ノックするはずの手はそのまま下へ降りた。

　駒井の目に飛び込んできたのは、薄桃がかった白衣の看護師の姿だった。

　ただし、フロントファスナーで着ちやく脱だつできるナースウェアは大きくはだけてほとんど脱ぬげ落ち、袖そでだけがかろうじて腕うでに引っかかっているという有り様だった。

（えっ……）

　反射的に逸そらしてしまった視線をもう一度戻もどす。

　気のせいと思いたかったのに、たしかにそこにはしどけない看護師の姿があった。

　病室にあるものと同じ簡素なパイプベッドの上で、露あらわになった上半身を仰のけ反らせ、天てん井じようを仰いでいる。だらしなくも開き気味の唇くちびるは、赤く艶つややかに色づいていた。そして、その腰こしに腕を回すようにして身体からだを密着させているのは、白衣を羽織った医師の姿だった。

（門倉……先生？）

　何度か遠目で確認したことのある人物だ。

　窓からの月明かりが作る影かげのせいで表情を判別しにくくしているけれど、間違えるわけはない。他人と簡単に見間違えてしまうような凡ぼん庸ような容姿をしていなかった。

　外科系医師に向いたしっかりとした骨格は、白衣の上からでも良質の筋肉で覆おおわれていることがわかる。かといって決して無骨なわけではなく、しなやかで大人の男のクールさがある。

　ざっと手て櫛ぐしで整えただけだろう無造作なヘアスタイルも、門倉をどこか野性的に見せて魅み力りよくのひとつになっている。病院から支給されるブルーの術衣に白衣を引っ掛かけたような恰かつ好こうだというのに、思わず目を奪うばわれる華はなやかさがあった。

　荒あら々あらしいイメージに惑まどわされがちであるが、美び貌ぼうの持ち主だ。高い鼻び梁りようと口元のラインには高貴な品格すら滲にじんでいるようだが、目だけが不似合いなほど人に威い圧あつ感かんを与あたえた。あの切れ上がった目でひと睨にらみされたなら、大たい抵ていの人間は萎い縮しゆくしてしまうだろう。

「先生……焦じらさないで」

　吐と息いき交じりの声が聞こえた。

　男に甘える女の姿というものを初めて間近で見た駒井は、その鼻にかかったような声を聞いて、つい硬こう直ちよくしてしまう。あさましい姿に不快を感じ、そういう者を相手にしている門倉にすら嫌いや気けがさす。

「早まるなよ。おれは痕あとはつけない主義だ」

「アトって、やーらしーい」

　クスクスと笑いながら、看護師は門倉の首に両りよう腕うでを回す。

（あの二人って、まさか、そういう……!?）

　当直室でのこういったやりとりは小耳に挟はさんだことがある。

　それをまさか自分が目もく撃げきすることになろうとは──。

　なんとなく、門倉はそういう類たぐいの人間じゃないような気がしていた。いや、根こん拠きよもなくそう思いたかったのかもしれない。アウトサイダーだなんてみんながうわさするものだから、簡単に女性を寄せつけないのだと考えていた。硬こう派はな一いつ匹ぴき狼おおかみだろうと。

　なので、梓が夢中になっていると聞いてもどこか安心していたのだ。てんで子供な梓は門倉から相手にされることはないと。

　けれども、これではうかうかしてはいられないと気づく。あんな浮うわついた梓だったら、すぐに手玉に取られてしまうのが分かりきっているからだ。

　駒井は我に返ると、そっとドアの前から離はなれた。

　いくらなんでも部屋に踏ふみ込むような、無ぶ粋すいな真似まねをするつもりはない。手の早い男だったということを妹にとくと説明して、早く諦あきらめさせるに限る。

　しかし、ほんの二、三歩廊下を戻った時、短い悲鳴にも似た声が耳に入って足を止めた。場の空気が急に緊きん迫ぱくしたものに変わったようにも感じられる。

　駒井は少し迷い、けれどもすぐに当直室へ引き返した。

　もし、門倉が看護師に対して無体な真似を働いているのだったら、止める必要があると思ったからだ。駒井はそういう場面を見過ごせる人間ではなかった。

　再び駒井はドアの隙間から室内を窺うかがい見た。

　思い込みだけで部屋に踏み込んで行って、それが自分の勘違いだったらとんでもないことだ。

　けれども駒井はその時、思いがけない光景を目にしていた。

　視界に飛び込んできたのは、だらんと力なく垂れた女の腕だった。

　さっきは門倉の首の後ろに回っていた腕が、床ゆかに落ちている。ほのかに紅あかく染まっていた肌はだは、今では青いほど白い。

　その身体に顔を埋うずめるようにして門倉の顔があった。首筋の薄うすい皮ひ膚ふに吸い付いていた唇が、ほんの少し離れる。

（えっ……！）

　男の口元には、人のものとは思えないほど発達した犬歯があった。野生の狼でもこれほど立派ではないだろうと思えるような、まさしく牙きばと呼べるものである。

　エナメル質の尖先からは鮮せん血けつが滴したたり、雫しずくが床に落ちる前に自分の舌で舐なめ取った門倉は、嫌いやなものを口にしたように顔を歪ゆがめた。

（これ、どういうことだ？）

　見たままで判断するなら、門倉が首筋に牙を立てていたことになる。

　まるで映画で見たモンスターのように、その柔やわ肌はだに噛かみついてはいなかったか。そして、その皮膚を破って血液を……。

　吸、血、鬼──。

　これが人づてに聞いた話なら、当直時の寝ねぼけ話だと笑い飛ばしてしまうだろう。けれどもこれは駒井の目の前で起こった出来事だ。今のが単なる見間違いだと思えない。

　しかし強気で肯こう定ていできるほど確信があるわけではなく、駒井は珍めずらしく自分の記き憶おくに自信をなくして、その場に呆ぼう然ぜんと立ちつくした。

「……ひどい味だな」

　看護師に向かってそう呟つぶやいた門倉は、彼女の肢し体たいを無造作に剥はがすと、もう興味がなくなったようにナースウェアのファスナーを引き上げた。そして、自分のベッドの上から追い払はらう。

　あれほど積極的だった看護師は、門倉にされるがままストンと床に尻しりをついた。

「タバコとアルコールの摂とりすぎで飲めたもんじゃないな。おまえにもう用はない。戻れ」

　低い声がそう言うと、まるで命令に従うように看護師はのろのろと立ち上がる。門倉が出口を指差すと、ぼんやりした感じでこちらに近づいてきた。

　数分前まで生き生きしていた人間が、操あやつられるようにして。

（なんだか、様子がおかしい……？）

　焦しよう点てんの定まらない瞳ひとみは、何も映していないようだった。

　部屋を出た看護師は、廊ろう下かの壁に身を寄せた駒井に気づくこともなく、その場から離れていく。ぺたぺたと足を引きずるように、重い足取りで。

　駒井はその後ろ姿が角を曲がるまで見送った。

「あれは、いったい──」

　自分は夢を見ているのだろうか。

　目にしたものが信じられずに呆然としていると、緩ゆるんだ腕からコピー用紙の束がばさばさと音を立てて廊下に舞まい散った。

「あっ！」

　無む秩ちつ序じよに床に広がった紙の山を、しゃがみ込んでかき集める。

　すると、背後のドアがカチャリと開き「誰だ」と問う声がした。暗い廊下へ低く響ひびく門倉の声だった。

　用紙を拾う手を止めて、ビクッと肩かたを震ふるわせる。

　後ろを振ふり返るような勇気は駒井になかった。

「薬やく剤ざい師しか？」

　白衣の色から判断したのだろう。駒井はその問いにも返事をすることができず、しばしの沈ちん黙もくが流れる。

「まあいい。面めん倒どうになる前に入れ」

　門倉は廊下に散らばったコピー用紙を手早く拾い集めると、駒井を強ごう引いんに当直室へ引きずり込んだ。

　ぷんと部屋に充じゆう満まんする血の匂においをかいで、駒井はハッとなった。恐おそる恐る目の前の男を見上げると、ぞっとするような迫はく力りよくの存在感に圧あつ倒とうされてしまう。

　黒々として怯ひるむことのない瞳、うっすらと血の色をした唇くちびるは艶えん麗れいさを感じさせる。雄お々おしくも精せい悍かんな顔つきだったが、どこか気品のようなものが感じられた。

　遠目で見て分かっていたはずなのに、その容よう貌ぼうを目前にすると見入ってしまう自分がいた。

「あ、あなたは……」

「その質問はおれの名前を聞いているのか？　それとも、おれの正体を聞いているのか──」

　ゆらりと視界が揺ゆれた気がした。

　門倉に一歩間合いを詰つめられて、後ずさりしようにも体が動かない。

　太刀たち打うちできない相手と本能が察知して、ガタガタと細かな震えが湧わき起こった。

「なんだ。おれの正体は、教えるまでもなく悟さとっているのか」

　尋じん常じようではない怯おびえを露あらわにした駒井を見下ろして、門倉は面おも白しろそうに言う。酷こく薄はくな笑いは端たん麗れいな顔の造作をさらに冷たく際きわ立だたせていた。頭ひとつ分ほど背の高い門倉から見下ろされると、自分が非常に無力なことを実感させられる。

　駒井は必死で首を振った。「信じられない」と言葉にしたくても、喉のどが震えて声にならなかった。

「見たんだろう。おれがあの女の血を吸うところを」

「血……！」

　自分の目にした光景が夢ではないと知る。

　ということは、やはりあの血を好む魔ま物ものは……。

「そうだ、世に言う吸きゆう血けつ鬼きというやつだ」

「ひっ……！」

「さっきの女は健康そうな見た目を裏切って、汚きたない血液をしてやがった。質の悪いヤニとアルコールに汚お染せんされまくっていたからな。一番健康そうなやつを選んだつもりだったが、しくじったな……」

　ブツブツと文句を零こぼす苛いら立だった視線が、ふいに駒井の前で止まる。

　まるで値ね踏ぶみをするような視線を感じた。鋭するどい眼光が駒井の姿をざっと舐める。

　背筋に冷たい汗あせが伝い落ちていった。

（もしかして……ピンチ……？）

　生命をおびやかす危機に脳は警けい鐘しようを鳴らすが、恐きよう怖ふに強こわ張ばった体はピクリとも動かない。

「おまえのほうが、よっぽど……さっきの女よりはよさそうだな」

　男の鼻先が匂いを嗅かぐかのように駒井に近づいては離れる。ほんの一いつ瞬しゆんのできごとだった。

「口直しするか」

　伸のびてきた指が顎あごのラインを軽く撫なでる。

　駒井が怯えて硬こう直ちよくしてしまっているのをいいことに、喉もとのシャツのボタンが外された。

　露になった首筋を探さぐるように門倉の指が動く。

「ここが頸けい動どう脈みやくだ。男の血は懲こりてたんだが──」

　ドクドクいう動脈を指で強く押された。

（おれ……このまま、殺されるのか……？）

　目を見開いた門倉の瞳が不思議な色を帯びたように思える。見てはいけないと思いつつも、門倉の吸い込まれるような瞳を見ずにはいられなかった。

「おれの正体を知ったからには、タダでは済ませない」

　駒井が抗あらがう暇ひまもなく、首筋に牙きばを立てられた。

　硬かたく尖ったものが身体からだの中に突つき刺ささる。熱く擦すれる感かん触しよくが身体の奥へ痺しびれを伴ともなって伝わった。

「うっ……」

　痛みよりも熱い渦うずのようなものが体内に生じて、身体の中がうねりをあげる。

　衝しよう撃げきを受けたのは一瞬のことで、門倉に吸い付かれると、今度は急に沸ふつ騰とうした熱を吸い取られるように力が抜ぬけていく。

　まるで自じ慰いにも似た感覚だった。

　甘い痺れが全身に広まり、体の奥がキュッとなる。全身の血液がざわざわと騒さわぎながら逆流するようだった。微かすかに電気を帯びたような体は勝手に高こう揚ようし、射精感を呼び覚ます。

　体が浮ふ上じようするような陶とう酔すい感かんに身を任せて酔よっていると、その官能的な悦えつ楽らくに意識が遠のきそうになる。下着を汚よごしてしまいそうになって、慌あわててそこを手で覆おおった。

　自分の意思とは関係なく、あさましいまでに淫みだらな姿を門倉にさらしていた。

　しかし、急に昂たかまったかと思った身体は、空から落ちるような失速感と共に、また急に冷静さを取り戻もどした。

「あ……」

　ガクリと駒井の体が脱だつ力りよくすると、門倉は肌はだに深く埋うめた牙を抜く。舌先がその傷をなぞると、牙の抜けた痕あとは不思議にもたちまち消え失うせた。

（なんだ……これ？）

　初めて与あたえられる感覚に、駒井の思考はついていけなかった。今まで知らなかった刺し激げきに満たされて、戸と惑まどいが大きい。嫌いやな感じではなかったが、あれを気持ちよいと思ってしまう自分は頭がおかしいのだろうか。

　力の抜けてぐったりとなった駒井の体を、門倉はベッドに横たえる。

「おまえ……」

　言いよどむような言葉に駒井が薄うす目めを開くと、目の前には自分を検分するような表情があった。門倉はソムリエのように口内の残り香がをたしかめながら真面目まじめな口調になる。

「他人とセックスしたことがないのか？」

「なっ、なにを……っ」

　図星をさされて駒井はカーッと赤くなる。今まで脱力していたのが嘘うそのように、勢いよく上半身を起こした。

　だが事実、駒井にこれまで女性経験はない。社会人にもなって性的な経験がゼロというのは、男として恥はずかしいことだと分かってはいる。けれども気づいたときには母親の代わりに家事に追われ、その後は就職・仕事と恋こいにうつつを抜かしている暇などなく生きてきた。だから駒井は、恋れん愛あいに関しては人から聞いて集めた知識しか持ち合わせていない。

　かといって、異性に対しての興味が全くなかったわけではない。普ふ通つうにクラスメイトを可愛かわいいと思ったこともあったし、興味を惹ひかれる相手がいなかったわけでもなかった。けれど、現実的に付き合えるような時間も余よ裕ゆうもなかった駒井には、遠い憧あこがれとして眺ながめていることしかできなかった。

　そのことは、社会人になった今になってコンプレックスとして駒井の心に影かげを落としている。

　それを、初対面の相手に指し摘てきされようとは──。

「からかって言っているわけじゃない。もしそうなら今どき貴重な最高級品だ。他人と交わるほど血の味は落ちるからな。それに、喫きつ煙えん経験も全くない」

　口にした血液から全すべてが分かるのだろう。化学物質に侵おかされ、性の氾はん濫らんした現代で、これほど清せい浄じような血液も珍めずらしいのだと門倉は告げた。

　たしかに駒井は母親が生前自らの病気を機に、添てん加か物を含ふくまない食品を食しよく卓たくに提供しているのは知っていた。駒井はあまり興味のないことだったけれど、母親の徹てつ底ていぶりは相当なものだろうと感じていたほどだ。

　自分も薬学部に入り、化学物質の恐おそろしさを知ったことによって、極力ファストフードなどは利用しないようにしていた。けれども特別健康を気づかうようなことはしていない。

　不ふ遜そんなまでに駒井を見下ろした門倉は、さっき自分が牙を埋めた首筋を指先でなぞった。

「正直、おまえの血がこれほど美味うまいとは思っていなかった。純潔というのはおまえのような者を言うのだろうな。癖くせになりそうだ」

「純潔……」

　男の自分におよそ似合わない言葉を述べられて、駒井は軽いショックを受けた。純潔というのは、まだ性せい行こう為いの意味も知らない純じゆん粋すいな少女に使うような言葉じゃないのだろうか。

「意味が分かるか？　他人との交わりを知らない身体だ。まるで清らかな乙おと女めのようだな」

　にやりと笑いながら門倉は言う。

　小こ柄がらであるし、男にしては優やさしげな顔立ちだとも言われるけれど、決して女性的なわけではない。ずっとそう思ってきたというのに、一目で男らしいと分かる門倉からそう言われて、なけなしのプライドを砕くだかれたような気分だった。

　まだ珍しいものを見るような表情で門倉は駒井を見下ろす。そして、さっき牙を立てた場所を唇くちびるで探りだした。

　避さけようとしても、なぜか体が思うように動かない。敏びん感かんになっているその部分を柔やわらかく愛あい撫ぶされているようで、ピクッと肩かたが震ふるえてしまう。

「本当にセックスの経験がないのか？」

「あんたに答える必要は、な……い」

　これ以上はまずい気がして、わずかに動くようになった体を捩よじって抵てい抗こうする。けれども相手は一枚も二枚も上手で、ろくに歯向かえずにいる駒井の体をベッドに押さえつける。そして、両手首を頭の上にひとくくりにして動きを封ふうじこめてしまった。

「お前が答えないなら、身体に聞いてみるまでだ」

　門倉は空いているほうの手で駒井のシャツの裾すそをスラックスから引っ張りだし、器用な手つきでボタンを全て外した。

　前をはだけると、肌の手て触ざわりをたしかめるように手のひらを這はわす。

　ひんやりとした体温に触ふれられて、駒井はヒッと息を詰つめた。

「少し細いが、栄養のいきとどいた体だな。夜遊びもしない……か」

「えっ、ちょっと、ま……っ！」

　まるで触しよく診しんされているようだった。大きな手のひらが体の隅すみ々ずみを撫なでまわす。

　門倉の手が冷えた空気に触れてぷくりと尖とがった乳ち首くびを掠かすめると、陸に上がった魚のように体がピクッと跳はねた。

「やめ……っ」

「初めてのわりには感じやすいようだな。いい手ごたえだ」

　駒井の反応をしたり顔で眺め、しっとりときめの細かい肌を撫で上げる。

「うそつけっ」

「うそなもんか。おまえの体が証明しているぞ」

　駒井の様子を門倉が見過ごすわけがない。いっそう深みを帯びた声が面おも白しろがるようにそう言ったかと思うと、円を描えがくようにして胸をさする。

　それが意図を持った動きだということは明らかだった。

「あ……っ」

　じんわり広がる快楽に、乱れそうになる呼吸を整えようと努力する。

　こんな風に触られるだけで快感が這い上がってくるなんて駒井には知らないことだった。さっき血を吸われたときの感覚を思い出しては肌を粟あわ立だたせる。

　あんな快感をもう一度与えられたら、今度こそ我が慢まんできないだろうと思った。

「いやだって、やめ……」

　同じ男と、しかも職場でこんなことになってしまうなんて。抗あらがいたいのになぜか抗いきれなかった。口では嫌だと言うが、全身で門倉を拒きよ絶ぜつできてはいない。両手を拘こう束そくされているからということだけが理由ではなかった。男でも見入ってしまうほどの艶えん麗れいな顔に見つめられて、なにも感じないほど野や暮ぼではなかった。

「小さくて可愛い乳首だな。ここをいじられたことはないのか」

「か、可愛いなんてっ」

　二十歳もとうに過ぎた男が、体の一部であろうと可愛いなんて言われて、屈くつ辱じよくを感じないわけがない。

　硬かたく尖った乳首の先を指でくすぐるように撫でられる。まるで電気が通ったように、痺しびれにも似たぞくぞくするものが背筋を這い上がった。

「……っ」

　耳に届くか細い声を、駒井は自分の声とは思いたくなかった。耳を塞ふさいでしまいたいのに、両手は門倉に囚とらわれてしまっている。噛かみ殺してもあふれ出す声を聞くうちに、興奮の度合いが増してくるのが分かった。

　自分が置かれた状じよう況きようを想像するだけで、羞しゆう恥ちに震えてしまう。

「なかなかそそる顔をするな。悪くない」

「そんなの、うそ……だ」

　自由になる頭を振ふって抵抗する。けれども再び首筋に牙きばを立てられると、抗う気持ちは完全に失せてしまっていた。

　門倉に血液を吸われるたびに、今まで知らなかった快感が体を支配していく。必死でそれを逸そらそうとするものの、胸の尖りをつままれて息を呑のみ込んだ。指先でもまれると頭がおかしくなる。あまりにも強すぎる愉ゆ悦えつを与あたえられて、このまま行為が続けば脳が冒おかされてしまうような恐きよう怖ふと、同じくらいの疼うずきに襲おそわれていた。

　そういった経験のない駒井には流されるなと言うほうが無理な話である。

「んんっ……！」

　強く吸われるたびに、ざわざわと背筋にくすぐったいものが駆かけ抜ぬける。同時に乳首を円を描くように擦こすられて、血が沸ふつ騰とうするような苦しさを感じる。急激に走り出した身体からだに息が乱れると、強い眩暈めまいすら感じた。

　もう勘かん弁べんしてほしいと思うのに、そのもどかしい快楽をさらに期待してしまう。

　あてがわれていた唇が首筋から離はなれると、もの問いたげな視線を門倉に向けてしまうほどに、次の行為を待ち望んでしまっていた。

「止めるのが惜おしいって顔をしている」

「ちが……っ」

　門倉は食事は終わりとばかりに、手の甲こうで無造作に唇を拭ぬぐう。てらてらとした赤い血が手を汚よごした。濡ぬれた紅こう唇しんを見ると、総身の産うぶ毛げが逆立つような感かん触しよくを覚える。

「これ以上の摂せつ取しゆはおまえの体に響ひびく。だが、まだ足りないなら別の方法で満足させてやる」

　それはなにかと思う暇ひまもなく、門倉は再び首筋に口を寄せた。

　ただし、今度は牙を立てることなく唇で肌はだを舐なめる。薄うすい唇の皮ひ膚ふが探さぐるように押し当てられた。血を吸われることを上回る官能が、すごい勢いで駒井に押し寄せる。

（おかしくなる……っ）

　疼いた身体をどうにかして欲しくて、駒井は兆きざした下半身を宥なだめるように門倉に押し付けていた。わずかの刺し激げきと擦すれる感じがよくて、つい腰こしを揺ゆらしてしまう。

「感じるのか？」

「感じ……る？」

　駒井は分からないと言うように、なんども首を横に振った。どういう状態になれば感じるというのか、それが感覚的によく分からない。

「無意識にしているというわけか。正直な身体だな。気にするな、気持ちいいと思うなら、それでいい」

　門倉は口調の怪あやしくなってきた駒井を見ると、口元で笑う。

「い、いい……」

　言うつもりのない言葉を口にしていた。そんなことを言えば門倉を喜ばせるだけだと分かっているのに、強い視線で門倉に見つめられると本心を隠かくしきれなくなる。

「それなら容よう赦しやしないぞ」

　門倉は、空いている片手を駒井のバックルに這わせると、器用な手つきでベルトを外す。そして、スラックスのファスナーを下ろすと前をくつろげた。下着に手がかかる。

　そこまでされて駒井は、さすがに身を硬くする。

　けれどもそれも一いつ瞬しゆんのことで、ウエストから侵しん入にゆうしてきた手に性器を握にぎられると、甘い吐と息いきがこぼれた。この状態を早くどうにかしてほしいと願ってしまう。

「もうこんな風にしてたのか」

　硬く強こわ張ばり、蜜みつを溢あふれさせていた駒井のものをたしかめると、門倉はひそやかな笑えみを湛たたえた表情を見せる。何かを企たくらむような翳かげのある笑いだった。けれどもそれは甘い毒のように、じわじわと駒井へ浸しん透とうしていく。

「やっ、それはっ！」

「悪くないだろう。これからもっといい気分を味わわせてやる」

　そう言うと門倉は、今では邪じや魔まになったスラックスを下着ごと引き下ろす。

　ワイシャツに白衣という心もとない姿になった駒井は小さく震えるが、それは怯おびえだけでなく期待のような気持ちも入り混じっていた。けれどもそう思ってしまう自分の気持ちごと振り払はらうように、体を左右に大きく揺する。

「やめ、ろ……って」

「穢けがれのない体……か」

　じっとり湿しめった視線が注がれる。それは全体を舐なめ回すように見た後、体の中心で止まった。すでに勃ぼつ起きした性器を見られている。

「なかなか綺き麗れいな色だな」

　興味を持ったのか、門倉は駒井のペニスに指を這はわせた。ぬめりを帯びていたため反応は著いちじるしく、門倉が数回扱しごいただけでピクピクと跳ねる。

「いやだ……ぁ」

　頑かたくなに拒絶するよう背を丸めた駒井の両りよう膝ひざを割るようにして、門倉は無理やり自分の体を押し入れる。両りよう脚あしを広げられると、羞しゆう恥ち心しんからか駒井の先せん端たんはトロトロととめどなく蜜を零こぼした。

「嫌いやなやつが、こんな反応するものか」

　そう言って冷れい酷こくな声こわ色いろで笑われると、駒井はますます顔を赤らめてしまう。心を嬲なぶられる言動に居場所のなさを感じるものの、その分ひどく感じるようだった。自分は淫いん乱らんなのだろうかと思いながらも、身体の反応を我慢できそうもない。

「たしかに未開発な感じだな」

　赤みの強い部分を、指先が軽く撫なでる。他人の手に触さわられたことなどもちろん初めての経験で、予想もつかない刺激にこれ以上はないほど勃たち上がってしまう。堪こらえたいのに、そろそろ限界だった。

「うっ、や、放っとけっ……！」

「放っておいていいのか？　この状態で？」

「ううっ……」

「自分でやる時はどう触るんだ？　こんな感じか」

　恥はじらいを耐たえて、初うい々ういしい反応を見せる駒井を楽しそうに見やりながら、門倉は手の動きを速めた。吐息が聞こえるほどの静せい寂じやくな部屋に、クチュクチュという水音が卑ひ猥わいに響く。

　嫌だとうわごとのように言いながらも言葉を裏切って、駒井は門倉の手に擦こすり付けるようにして腰を揺らしていた。

（なんで、こんな……）

　初めて言葉を交かわす、しかも同性である男に、なぜこれほど翻ほん弄ろうされてしまうのか分からない。けれども引き返すことなどもうできなかった。

「いっ……あぁ」

　弾はじけそうになるのをグッと堪える。けれども高波をやり過ごしてホッとしている駒井の隙すきを突ついて、門倉は腫はれ上がったような先端の敏びん感かんな部分を擦りたてた。強い刺激を受けて、背中をしならせる。

（もう、我が慢まんが……っ）

　クッと堪えるが、未熟な駒井には無理からぬことだった。身体は気持ちを裏切って、欲望の放ほう埒らつをねだる。

「あ──」

　経験の少ない駒井が愉悦に堕おちるのは早かった。

　必死で耐えたものの我慢ができずに、白い粘ねん液えきを吐はき出してしまう。放出の瞬しゆん間かん、今まで感じたことのない狂きよう喜きがすごい勢いで身体を貫つらぬいた。

　はあはあと肩かたで大きく息をついて、呼吸を整える。

　その快楽の大きさに、しばらくは何も考えられないでいた。けれどもすうっと体温が下がるにつれ冷静さを取り戻もどした駒井は、一方的に高められた行為であったのに感じきってしまった自分を恥じる。

　屈くつ辱じよくだった。

　いくら初めてとはいえ、男の手に翻弄されて、呆あつ気けなく達してしまうなんて──。

「濃こいな。あまり自分でしないのか？」

「……っ」

　答えにくい質問を門倉はわざとしているようだった。駒井が恥ち辱じよくに顔を歪ゆがめる様を見ては、したり顔をしている。

　手首を緊きん縛ばくされている駒井が顔を覆おおえないでいるのをいいことに、指に飛び散った残ざん滓しを見せつけるようにして舐めた。

　やめろ、そんなものを舐めるんじゃない！　と心は叫さけぶが、拘こう束そくされた状態では手を払うこともできず、唇くちびるを噛かみしめるだけだ。

「ううっ……」

「味も悪くない。それなら後ろはどうなんだ」

　両手を戒いましめたまま、いとも簡単にくるりと体をうつぶせにされる。腰を高く上げられ、膝ひざほどまで長さのある白衣をめくられた。

「こっちも具合がよさそうだ。成人の身体からだとは思えんな」

「や……」

　秘部を観察されて、その羞恥に耐える。

　暴れたくても足を押さえられてしまっては、身動きが取れなかった。いや、たとえ手足が自由だとしても、門倉に逆らえたかどうか分からない。微び弱じやくな電流のようなものが見えない鎖くさりとなって駒井の身体を縛しばっているようだった。

　そして、恥ずかしい部分をじっくり見られているという事実が、駒井の身体をより熱くする。

「今日のところは潤じゆん滑かつ剤ざいがない。これで我慢しておけ」

　後ろの窄すぼまりに湿った何かがあてがわれたかと思うと、それが侵しん入にゆうしてくる。

「んっ、これ、なん……っ？」

「指だ」

「ぬ、ぬるぬるす……」

　耐え難がたい感かん触しよくに眉まゆをひそめる。感触より先に指が強ごう引いんに入り込んでいる事実を咎とがめるべきだろうが、思いもよらない場所に思いもよらないことをされて、駒井は軽いパニックに陥おちいってしまっていた。

「滑ぬめるのはおまえの放った精液のせいだ。すぐによくなる」

　一度奥まで入り込んだ指は、侵入を阻はばまれると入り口に引き返し、その縁ふちを円く撫でる。

「ふっ、んっ、や、やめろっ」

　嫌な感触がすると思ったのも、ほんの一瞬のことだった。異物感に息を呑のんだ身体も、内の襞ひだを探さぐられる頃ころには緊きん張ちようも少し弛ゆるんで門倉に絡からみつく。潤滑剤代わりに奥へ送りこまれた精液が、小さく濡ぬれた音をたてていた。

「んんー……」

　こんなこと望んでいないというのに、気持ちとは裏腹に感じてしまう身体を、唇を噛んで耐える。

「やはりきついな。本当に誰も銜くわえこんだことがないのか」

「ないって。ない、から。これ以上は……」

「勘かん弁べんしてほしい」という言葉は嬌きよう声せいに消えた。

　門倉の手は戒めを解くと駒井のペニスを擦こすり立てた。一度達した後の敏感な身体には、前と後ろからもたらされる刺し激げきは強きよう烈れつすぎて、それでも必死でしがみついている理性の壁かべから無理やり剥はがされそうになる。

「やだっ、な、なんだよ、これっ」

　両手が自由になったにもかかわらず、その手は意味もなく空を掻かくだけだった。嫌だ、やめてほしいと思いつつも、門倉を振ふり払えずにいる。

　初めて他人から施ほどこされる行こう為いに不安があるのに、根本的に嫌なことをされるわけではないと分かって、身体が勝手に開いてしまう。

「今まで手付かずだったとは思えないほど、感じやすい淫いん猥わいな身体だ」

「うう……」

　門倉は駒井の反応を満足そうに見やって、さらに奥をまさぐった。門倉の指の形を内ない壁へきが記き憶おくする。蠢しゆん動どうする体内を宥なだめるように、ぐるりと内壁を掻いた。

「ひあ……っ」

　指がある一点を探り当てると、駒井はひと際きわ高く声を上げた。

「ここか？　おまえのいいところは」

　ひそやかな笑い声が駒井の耳に届く。駒井が嬌声を上げた場所を門倉は執しつ拗ように責め立てた。

「そこ、やだ……っ」

　口をついて出たのは、甘さを含ふくんだ声だった。

　まるで急に人が変わったように門倉の前で媚び態たいをさらしてしまう。屈辱的な行為と頭の隅すみでは思っているのに、求めずにはいられなかった。

「なんで……」

　そんな自分に我慢がならず、涙なみだ目めになりながらいやいやと頭を振る。

「安心しろ。ここを触られれば、健康な男ならだれでもこうなる」

　同時に痛いほど勃たち上がった前を弄いじられると、脳が震ふるえるような快感が走った。狂くるってしまいそうな刺激を感じて、視界に靄もやがかかったようになる。

「そろそろヤバそうだな。おい、まだ果てるなよ」

　自分で扱しごきたてたくせに、門倉はそんな身勝手なことを言い放つ。そして、今にも爆ばく発はつしそうな性器の先をキュッと握にぎりこんだ。

　まるで封ふうじるようにされて、行き場のない気分を味わう。

「イクのはおれが挿いれてからだ」

「いれ……って、な、何を？　あっ」

　やわやわと揉もみ解ほぐすように体内を蠢うごめいていた指が抜ぬかれると、代わりにもっと硬かたい質感のものがあてがわれるのを駒井は感じた。

　しかし、駒井がそれをなんであるか理解して身を硬くする前に、門倉は自身の猛たけった先せん端たんを駒井の中にねじ込んでいた。

「うーっ……い、痛っ」

　急に襲おそわれた圧あつ迫ぱく感かんに耐たえるよう、駒井は息を詰つめる。門倉の侵入を拒こばむように背筋を張り詰めた。

「力を抜け。このままでは辛つらいのはおまえだ」

「そんな……こと、……っても……あっ」

　息が苦しく、会話もままならない。そんな状態の中、力を抜けと言われてもその術すべを知らなかった。この状じよう況きようがもっと楽になるのなら、門倉に言われなくてもそうしたい。

「初めてなら仕方ないか──」

　ぎゅっと強く握り締しめた手のひらに爪つめがめり込んでいる。門倉はそんな駒井の手に触ふれると、力を抜くよう解してやる。

「ゆっくり入ってやる。おれの形を覚えておけよ」

　門倉は駒井に教え込むようにして自身を呑み込ませた。

　熱く重々しいものが襞を捲めくるようにして徐じよ々じよに入り込む。門倉に言われずとも自分を貫く男の質量を忘れることはできないだろう。その脈動すら粘ねん膜まくを伝って感じられるようだった。

「ふ……ぁ」

　駒井は痛いと口にしなくなったものの、息苦しそうに喘あえぐ。どうやら混乱していて呼吸の仕方を忘れてしまったようだった。

「ほら、呼吸を整えろ。馴な染じむまで動かないでいてやる」

　門倉は呼吸のタイミングを教えるよう、駒井の背をさすった。

　それに合わせて息をつくたび、強こわ張ばった身体から余計な力が抜けていくのが分かる。その様子を見取って、門倉は萎なえてしまった駒井の性器に手を伸のばした。

「さっ、触さわるな……っ」

「いちいち面めん倒どうだな、処女は」

　そう言うわりにはこの状況を楽しむような声こわ色いろをしている。素す直なおに受け入れない駒井を目の前にして征せい服ふく心が煽あおられているようだった。

　ニヤリとした門倉は、駒井に見えないところでゆっくり舌なめずりをする。

「あ……」

　微かに笑ったような男の気配を感じて、駒井はざっと鳥とり肌はだを立てた。揺ゆり動かされるように体の奥からじんわりとしたものが這はい上がってくる。

「面倒なら、もう、やめ……」

　拒きよ絶ぜつの言葉は、しかしか細いものだった。震える駒井を見て、門倉は愉ゆ快かいな気分になる。

　なにより先ほどから熱く蕩とろけている奥が、駒井の言葉を裏切っていた。

「やめていいのか、その状況で」

　門倉は意地の悪い笑いを浮うかべると、グイッと腰こしを押し付けた。硬いものがさらに奥を抉えぐる。

「んっ！　動かないって、言った……っ」

「もう馴染んだだろう。こんな風にしてるくせに」

　気づけば駒井のものは勢いを取り戻もどし、先端から体液を溢あふれさせていた。こうなってしまえば、ここで中断されるほうが酷こくというものだろう。

　ゆさゆさと軽く揺さぶると、駒井は動きに応じるように声を漏もらす。その声色に艶めいたものが混ざり始めると、門倉は唇くちびるを引き上げた。

「どうだ。血を吸われるのもセックスも変わりはないだろう」

「……っ」

　苦しさより快感が勝まさって上気した肌はだがその答えだった。

　こんなのおかしいと思っているのに、男に責め立てられて腰を揺すってしまう自分がいる。淫いん蕩とうで卑ひ猥わいなことと分かっているのに、そんな自分を止めることができなかった。

「ひ……ぁっ」

　敏びん感かんな部分を探られて腰がはねる。蜜みつにまみれた後こう孔こうがキュッと男を締めつけるのが分かった。その感かん触しよくが恥はずかしくていたたまれなくなる。

「なかなかやるな」

「……ぁ、んっ」

　時折耳に届く嬌声も自分のものとは思いたくはない。

「は、はやく、終わりに……」

　初めて経験する強烈な行為に、これ以上は耐えられそうもなく首を振る。気持ちよさも自分の想像を超こえてしまうと、苦痛にも感じるのだと思う。

　とにかく、早く何もかも終わってほしかった。

「容量オーバーか。頭の中真っ白にして気持ちよくなってしまえばいいものを。……理性が強いのも考えものだな」

　触れ合ったほんのわずかの時間で駒井の性格を見み抜ぬいた門倉は、そう呟つぶやいた。けれども、浅い呼吸を繰くり返し、酸素の足りていない駒井の脳には、もう届いていなかった。

「これからがいいところなんだが、仕方ないか。──少し辛しん抱ぼうしてろよ」

　意識を手放しそうになる駒井に呼びかけ、門倉は突き上げる。その度たびに駒井の身体からだはベッドに深く沈しずみこむ。必死でシーツを掴つかむと、縋すがるように身体を支える。

「あっ、い、い……っ」

　何度か門倉に深い突き上げを繰り返されると、駒井の四し肢しが小さく震えはじめた。額をシーツにこすりつけて、その感覚に耐える。

「イキそうなら出しちまえ」

「っ……」

　駒井の表情に困こん惑わくを読み取ると、門倉は脱ぬぎ落としていた自分の白衣を手にして駒井のペニスを覆おおう。滑なめらかとは言いがたい布の感触に、駒井はビクッと竦すくみ上がった。初めて覚える絶頂が身体を貫つらぬいて門倉を締め上げる。

「あ……っん！」

　気き兼がねする暇ひまもなく、門倉の丸めた白衣の中に全すべてを放つ。

　そして、それに少し遅おくれて門倉も駒井の中に放ほう埒らつを吐はき出していた。







　シーツに身を伏ふせた駒井は、ほんのわずかの時間、意識を手放していた。

　体を仰あお向むけにされる感覚にゆっくり瞼まぶたを開き、ぼんやりとしながら自分に施ほどこされている行こう為いを見守る。

　てっきり行為が終われば用無しとばかりに追い払はらわれるのかと思いきや、汚よごれた部分を拭ぬぐってくれているようだった。下着やスラックスを元のように穿はかされ、かろうじて腕うでにひっかかっていたシャツと白衣を整えられる。

　なぜ自分がこんな目に遭あうのか分からなかった。

　血を吸われるだけでなく、男に抱だかれるなんて……。こんな目に遭うなんて、今まで想像したこともなかった。

　情事の余よ韻いんか失血のためか、ほんの少しくらくらする気はするが、貧血になるほどひどくはないようだ。

（吸きゆう血けつ鬼き……）

　門倉はその正体を吸血鬼だと言った。

　血を吸っている姿を見ただけならともかく、牙きばを立てられてしまった以上、信じるほかないだろう。

　血を吸われている時の感触は、経験者にしか分からない独特のものがある。急に高められ、そして急に落とされる感じを、たった今この身に覚えさせられたところだ。

（見た目は、普ふ通つうに人間なのに……）

　吸血鬼と聞いてイメージするような腺せん病びよう質しつっぽさも神経質っぽさも門倉にはなかった。

　半はん袖そでの術衣から伸びた腕は、ちゃんと日光に当たって薄うすく日に焼けたものだ。日の光を浴びると吸血鬼は灰になるというのに、門倉は平気なんだろうかと疑問に思う。

　やがて門倉は、駒井がじっと自分を見ていることに気づいたようだった。

「目が覚めたか。なにか飲むか？」

　無言で首を振ふる。

　漏れ出てしまう声を噛かみ締しめていたせいで喉のどは少し渇かわいていたけれど、馴なれ合うものかという意思表示だった。

　その意図に気づいたのだろう門倉は、強ごう情じような駒井をふっと笑う。

「挨あい拶さつはまだだったな。門倉堅森だ。普ふ段だんは救命にいる」

　そして門倉は、駒井の白衣の胸についているネームプレートを見た。

「駒井？」

　その名前に覚えがあったのか、門倉は顎あごに指をかけると記き憶おくを辿たどるように軽く目を閉とじる。

「──ああ。おまえ、あの新人ナースの兄妹きようだいか。面おも差ざしがそっくりだ」

「ナース……って、梓のことか？」

　掠かすれる声を振り絞しぼって、なんとか言葉をつむぐ。行為の最中さなかに抵てい抗こうしたせいで声を嗄からしたのか、喉がいがらっぽい感じがする。

「ああそうだ、そんな名前だったな。おまえは兄貴か。名前は？」

「駒井……准」

　フルネームを教える気はなかったが、ここで言い淀よどんでもすぐに分かることだと思い、目を逸らして嫌いや々いや答えた。

　けれども門倉はそんな駒井を見て、ニヤリと口角を引き上げる。

「准、ね。妹はしつこいくらい追いかけてくるのに、おまえはつれないんだな」

　まるで女を口説いているような白々しいセリフを聞いて、駒井はカッと頭に血を上らせた。

「別に、関係ないだろっ。妹は妹で、おれはおれだ」

「関係ないか。はたして、そうかな──」

　門倉の低い声がなにかを企たくらんでいるようにも聞こえて、駒井はゆっくり視線を戻した。

　血を吸われて、身体まで奪うばわれて、これ以上この男は駒井からまだなにかを搾さく取しゆしようというのだろうか。

「たとえば、今おまえにしたようなことを妹にしても、おまえは関係ないと言えるのか、准」

　思いもよらない展開に門倉の顔を見上げると、門倉は口元に無む慈じ悲ひな笑えみを浮かべている。有う無むを言わせないその薄はく情じような表情を見て、駒井は畏い怖ふの念を抱いだいた。

「なにを……？」

「おれの正体を知ったからには、タダでは済ませないと言ったはずだ。つまり、その報復をおまえでなく、妹の梓に求めると言ったら？」

　理解しがたい言葉を聞いて、駒井は愕がく然ぜんと門倉を見つめる。

　この男は自分だけでは飽あき足らず、妹までをも毒どく牙がにかけようというのか。理り不ふ尽じんな横暴さを垣かい間ま見みて、腹の中に沸ふつ々ふつと怒いかりがわき上がる。

「今のおまえと同じ、体だけの関係だ。同じＤＮＡを引いているのなら、妹の血も美味うまいだろう。そうだな、あっちの相あい性しようだっていいに違ちがいない」

　ピンと来ないでいる駒井に見せつけるように、門倉は舌で婀あ娜だっぽく唇くちびるを湿しめらせた。発達した犬歯が唇の間からチラリと顔を覗のぞかせる。

「やめてくれっ！」

　さすがに嫌いやな想像が頭をよぎって、駒井は跳はね起きた。その衝しよう撃げきで体内から男の放ったものがあふれ出し、駒井は「うっ」と息を呑のむ。

「どうした？」

　前かがみになった駒井の状態を見抜いたのだろう。にやにやとしながら、冷れい酷こくな口調で尋たずねてきた。本当に意地の悪い男だ。

「なっ、なんでもない」

　とろりと流れてくる生暖かい感触に、目の前の男に抱かれたことが事実であると思い知らされる。同じことを妹にされると思ったら、とても我が慢まんならなかった。

「……梓に手は出すな」

　問題の多い妹だけれど、駒井にとって梓は特別な存在だった。

　常識人の駒井ができないことを梓はこともなくこなしてしまう。そんな妹が駒井には憧あこがれでもあった。

「麗うるわしき兄妹愛だな。だったら、おまえが妹の代わりだ」

「えっ」

　代わりとは、どういうことなのだろうと顔を上げる。

「妹には手を出さない代わりに、おまえがおれに血を吸われ、抱かれる。それでどうだ？」

「どうだって、なに言って……！」

　むきになる駒井に対して門倉の口調は冷れい淡たんなものだった。

「別におれはどちらでも構わない。おまえが嫌だというのなら、明日にでも妹に誘さそいをかけるだけだ。あの調子なら喜んでついてきそうだな」

「黙だまれっ」

　梓を卑いやしめるようなセリフを吐く門倉を睨にらみつける。そんな駒井の様子を見て、門倉は昏くらい笑いを浮うかべた。

「そんなに妹が大事か」

「当たり前だ」

「けれども妹はおれに抱かれたがってるかもしれないがな」

「いっ……！」

　実の妹のそういった生々しい問題については、できれば考えたくはない。身内なだけに余計だ。けれども門倉のことが好きだというのなら、そういう欲求を抱いていてもおかしくはないことだった。

「それ以上はやめてくれっ。考えたくもない」

「いいだろう。それならおまえがおれのエサになれ。望みどおり妹には手を出さないでいてやる」

「おれ……？」

「ああ、男なら孕はらむ心配もないし。こちらも好都合だ」

　身勝手でひどいことを言われている。

　ベッド脇わきに立つ門倉を見上げると、怖こわいほどの眼光で見つめられた。顔立ちがいい分、この男の眼には迫はく力りよくがあった。

　威い圧あつ感かんに押されるように嫌とは言えず、沈ちん黙もくが二人の間に落ちる。逡しゆん巡じゆんしている駒井を救ったのは、電話の呼び出し音だった。

　急きゆう患かんだろう。当直医に持たされるＰＨＳが机の上で鳴っていた。

「呼び出しだ。おまえは明日の当直帯にまたここへ来い。おれは詰つめ所に立ち寄って来るから、時間を見計らってな」

「な……っ」

　駒井はとっさのことに返事もできず、声を詰まらせた。

「それと、その白衣、処分しておけよ」

　床ゆかに丸まった白衣を顎で示す。そこには駒井の放ったもので汚よごれた白衣があった。

　それを目にして固まっている駒井を残し、門倉はＰＨＳを掴つかんで当直室を後にした。
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　喬木病院の救命センターは、いわゆる三次救急にあたるものだった。救命における『最後の砦とりで』と呼ばれるような場所だ。

　ここへ来院する患かん者じやは救急車で運ばれてくるのが基本で、重じゆう篤とくと判断される患者が多い。それだけに医師には専門を超こえた手技量や判断力を求められる。

　例えば交通事故や脳のう血けつ栓せんなどの患者が運び込まれれば、そこはひとたび緊きん張ちよう感かんを孕み、患者の一命が取りとめられるまでは予断ない時間が朝まで続くこともしばしばだ。

　まだ開設して一年未満のこの救命センターは、手て探さぐり状態が続いているらしい。

　けれども若くして自信と統とう率そつ力りよくを持つ門倉という医師を得て、本来の機能を発揮できる機会が多くなっているようだった。

（若くして、ね……）

　門倉が喬木病院に訪おとずれてまだ日が浅いというのに、その名前はもう院内に浸しん透とうしているように思える。辣らつ腕わんの若手医師を称たたえるものがそのほとんどだった。

　けれども駒井は、門倉が単なるシニアレジデントではないだろうと思っていた。

　年ねん齢れいだって二十八歳といっているが、おそらく見た目通りの年齢ではない。医師としてのキャリアも長いのだろうと。

　実際に門倉と接してみて、そう思わせる落ち着きが感じられた。

　物もの腰ごしだけではない。手て馴なれた性技も、自分と六つしか変わらないとは思い難がたいものだった。

　なにしろ、身持ちの堅かたい自分があれほど乱されてしまったというのだから……。

　昨夜のあられもない痴ち態たいを思い出して、駒井は頬ほおを上気させた。

　初めてだという駒井を翻ほん弄ろうするように、門倉の愛あい撫ぶは激しく雄ゆう弁べんだった。おそらく今まで数え切れないほどの女を抱だいてきたのだろう。相手を組み敷しく門倉の手段には無む駄だも躊躇ためらいもなかった。

　そういえば、「男の血は懲こりてた」などと言っていたが、門倉は女も男もいける嗜し好こうの持ち主なのだろうか？　駒井を昂たかぶらせる行こう為いは慣れたもので、呆あつ気けなく男に乱されてしまった昨日の自分を情けなくも感じる。

　駒井はなかなか忘れられない昨日の行為を無理やり頭から追いやるため、朝から仕事に没ぼつ頭とうしていた。急いでやる必要のない仕事にまで取り掛かかって、時間を忘れようとしていた。

　もう少し、あと少しと、当直室に向かう時間を延ばしたかったのかもしれない。門倉と対たい峙じしなければいけない時間が、刻一刻と近づいていた。

　門倉の元へ行くということは、すなわち血を吸われて抱かれることを意味するのだ。

　初めて経験した性交は無理やりとはいえ最終的に快感を伴ともなうものだった。けれども、だからといって抱かれてもいいというわけではない。

　特に、今まで清く生きてきた身にとって、暴あばかれるような快楽は我慢しがたい恥ち辱じよくだった。門倉のそれは全身を掻かき回されるように強きよう烈れつで、駒井は自分が作り変えられてしまいそうな恐きよう怖ふさえ感じる。

　けれども駒井は、門倉の元から逃にげようとは思っていなかった。

　妹の梓をダシにされたせいもあるが、逃げたり途と中ちゆうで放り出したりすることは性に合わない。それに、昨夜門倉に聞きそびれたこともあった。

　駒井はチラッと時計に目をやると、深くため息をついた。そろそろ当直室に行かなければいけない時間になっている。重い腰こしを上げると、帰宅準備に取り掛かった。

「あれ、まだいたんだ」

　ドアの方から気安い口調で声をかけられる。

　振ふり返るまでもなく梓の声だということがわかった。

　案の定、薬局のドアへ縋すがりつくようにして梓が顔を見せた。

　スレンダーな梓は、門倉の言ったように駒井にそっくりだった。二人とも優やさしげな顔立ちの母親に似たのだろう。

（そういえば、今夜は梓が当直だったか）

　一いつ瞬しゆんドキッとするものの、梓は救命の看護師ではないので、普ふ通つうにしていれば門倉に会うことはないはずだと自分に言い聞かせる。また逆に、薬やく剤ざい師しである自分と門倉の関係を梓が疑うわけがない。

　昨日の門倉の口ぶりによれば、多少なりとも梓との面識があるようだったが、最悪のことを考えるのはやめにした。

「珍めずらしいね」

「なにが？」

「お兄ちゃんがこんな時間にまだ病院にいるなんて」

　梓の一言にひやりとさせられる。

　いつも駒井は就業時間が明けるとすぐに帰宅していた。特に趣しゆ味みらしい趣味もなくて、途中で寄り道をすることもなかった。

「ああ、ちょっとね。それよりおまえは？　払はらい出し？」

「そーよ」

　梓は夜間投薬が必要な患者の薬剤や注射を取りにきたのだ。薬局にはそれぞれの病びよう棟とう分のカートに、細々とした薬が並んでいた。

「おまえ、最近妙みようなことしてないだろうな？」

「妙ってなによ。人聞きの悪いこと言わないでよね」

　前例があるだけに駒井はやれやれと思うが、自覚のない相手に説教しても無駄なことは、過去の経験から分かりきっていた。

「んじゃ、おれもう帰るから、お先に」

　それ以上は特に馴なれ合うこともなく、むしろ素っ気ないとも思える態度で、駒井は薬局を後にした。

　妹に対してつれないのはいつものことで、そんな態度を梓は特に気にすることはない。だが、なんとなく今日は梓の前に居づらかった。

　それは、門倉の秘密を知ってしまったからなのか、それともミーハーとはいえ妹の想おもい人と関係を持ってしまったからなのか、どちらかは分からない。

　梓の視線をかいくぐって、駒井は当直室へと向かった。

（まったく、なんでおれがこんなこと……？）

　当直室への道すがら、なんど思ったことだろう。

　駒井は一度帰宅する振りをし職員用の通用口からいったん病院の外へ出て、大きく病棟を迂う回かいし、非常階段を上って当直室へやってきたのだ。梓の目を誤ご魔ま化かすには、そうする他ほかなかった。

　途中で不ふ審しん者と見み咎とがめられたらどう言い訳するつもりだったのか分からないが、真面目まじめが取り得な駒井の性格を考えれば異様とも思える行動をしている。

　妹には酷ひどいことをしているのかもしれない。

　門倉に憧あこがれるのはいつもの悪い病気だろうと勝手に思っているけれど、もしかしたら本気で門倉を好きなのかもしれないのだ。それをこんな風に邪じや魔ましてしまうのは、間ま違ちがっているのではないかとふと思う。

（でも、あれでは相手が悪すぎる──）

　門倉は吸きゆう血けつ鬼きなんていう生き物だ。そんな得体の知れない者に、梓が関かかわっていいわけがない。血を吸われ、獲え物もののように扱あつかわれるなんて、考えられないことだった。

　自分は男だからなんとか耐たえられるが、妹を同じような目には遭あわせたくはない。

　所しよ詮せんはそれも妹を思う身内のエゴだろうかと駒井は思いながら、目的の部屋のドアを見み据すえる。そして、上着のポケットを生き地じの上から押さえた。

　布ぬの越ごしにも伝わるゴツゴツした感かん触しよくはシルバー製のペンダントのものだ。駒井は梓の部屋にあったアクセサリー箱の中から、こっそり十じゆう字じ架かのペンダントを拝借してきていた。

　吸血鬼を倒たおすには十字架と相場は決まっている。

　吸血鬼──。

　駒井は昨夜家に帰ると、インターネットを駆く使しして吸血鬼に関する情報を集めていた。

　吸血鬼は人の血を糧かてとする怪かい物ぶつだ。日の沈しずんだ頃に活動し、その生命は永遠とされている。魔ま物ものの中でも最も知性が豊かで紳しん士し的だということだった。

　けれども、彼らにも苦手とするものがある。

　十字架・太陽・にんにく・聖水……。

　そのどれもがそれほど手に入れ難いものではない。こういったアイテムで門倉を倒せるというのなら安上がりだと考えた。

　なにもおとなしく門倉の言いなりになっている必要はないのだ。従うよりはやっつけてしまったほうが賢けん明めいではないかと考えた上の行動だった。

　ゴシック調のペンダントはなにやらムードも満点で、吸血鬼退治に使うにはうってつけのように見える。

　シルバーとアメジストでできているものだったが、吸血鬼は銀も苦手だというからちょうどいいだろう。

　門倉の隙すきを狙ねらって眼前に突つきつけるのだ。

　どの程度のダメージを与あたえられるかは分からないが、効果があるのなら防ぼう御ぎよ策さくは取れるはずだった。

　当直室の前に来て、ノックをするかどうか一瞬迷う。

　これから退治しようという相手にノックなんてするものだろうか。けれども最後のはなむけに礼節を尽つくしてやろうと、硬かたいドアを二度ノックした。

「開いてる。入れ」

　ノックの相手が誰かを問うこともなく、中から門倉の声が聞こえる。駒井が梓に接する時以上に無愛想な返事だった。

　部屋に入ると門倉はベッドの上に座っていた。青い術衣の上に羽織った白衣が真新しいのを知って、なんだか気まずい気分を味わう。

「──失礼します」

　昨日駒井が汚よごした白衣は、誰にも気づかれないようこっそり廃はい棄きした。その屈くつ辱じよく感を門倉は分かっているのだろうか。恨うらみがましい目つきで目の前の男を見る。

「今から自分を抱だく男の前で、そのセリフはないだろう。随ずい分ぶんと律りち儀ぎなやつだ」

　駒井がつい発していた言葉を、門倉が笑っている。けれども駒井はその言いぐさに、やはり今夜も抱くつもりでいたのかと憂ゆう鬱うつに思った。

「てっきりおまえは逃にげたのかと思った。だいぶ待たされたからな」

「時間を見計らって来るよう言ったのは、あんたのほうだろう？　おれは、逃げたりなんかしないから」

　明らかにムッとする駒井を見て、門倉は「そうか」と言った。不本意を表情に浮うかべる駒井を面おも白しろそうに見ている。

　駒井は決して無法者なわけではない。目上の人への礼れい儀ぎもわきまえているし、同世代の若者に比べると敬語も自然に使えるほうだ。それなのに門倉に対しては敬語で話すということを放ほう棄きしてしまっていた。

「それなら早さつ速そく、賞味させてもらおうか」

　門倉は腰こし掛かけていたベッドから立ち上がると、ゆっくり駒井に近づいてくる。

（一歩、二歩──）

　間合いを測るように、駒井は門倉の足元を見つめた。近寄れば近寄るほど、十字架は相手にダメージを与えるに違ちがいない。そう思っていたからだ。

　自分の体に手を掛かけた瞬しゆん間かんを狙って十字架を突きつける。

　その発想の元になったのは、昔見た映画だった。あの時十字架を振りかざしていたのは神父だったと記き憶おくしているが、大した差はないだろう。

　逆上して襲おそわれる可能性も考えなくはなかったが、映画や小説の吸血鬼はたいてい十字架を恐おそれて逃げ去っている。

　いなくなってくれれば、それでいい。

　薄うすい笑えみを湛たたえた門倉が、息がかかるほど近づいてくる。愛あい撫ぶするように駒井の首筋をなでた瞬間──。

「……これを食くらえっ」

　駒井は門倉の眼前に十字架を突き出した。

　目の前に現れたクロスを見ると、門倉は一いつ瞬しゆん目を瞠みはって体を引く。しかし、それ以上のことは特になにも起こりはせず、駒井は慌あわてて手の中の十字架を見直した。

　十字架をかざした瞬間に聖なる光が現れたり、門倉が溶とけたり消失したり灰になったりするのを予想していた駒井としては、起こるはずの一いつ切さいのリアクションを得られず困こん惑わくした。

「それをどうするつもりなんだ？」

「えっ、とー……」

　予定では門倉が悲鳴を上げて飛びすさってくれるはずだったのに。

　見込みが大きく外れてしまって言いよどんだ駒井の手から、門倉はペンダントを取り上げる。少し掲かかげ上げて眺ながめたあと、興味なさそうに机の上に放った。カシャリと冷えた金属音が空むなしい音を立てる。

　十字架に触ふれた肌はだがドロドロになることも、ひどい火傷やけどを負うようなことも起こりはしなかった。

「なんで平気なんだよっ」

「言っておくが、おれは無神論者だ。十字架に特に感かん慨がいはない」

「じゃあ、十字架が苦手というのは……」

「そんなの小説や映画の話だろう」

　門倉は可笑おかしそうに短く声をたてて笑う。

　つくりごとの話をすっかり信じてしまっていた駒井は、その自分の単純な発想を恥はじるように、サッと顔を赤らめた。

「信じていたということか。吸血鬼も馬ば鹿かにされたものだな。人間社会に馴な染じむために、おれたちだって適応するということを考えなかったのか」

「う、うるさいっ！」

　まだ口元を緩ゆるめたまま、門倉は駒井の耳朶みみたぶに唇くちびるを寄せる。吐と息いきが聞こえそうで、駒井は「ひゃっ」と首をすくめた。

「また同じことをしでかすだろうから、親切に教えといてやるが、吸血鬼が苦手とされているものはおれには効かない」

「じゃあ、弱点なんて……」

「そんなものない」

「ないっ!?」

　驚おどろいた声を上げると、門倉は見下してせせら笑う。そして、馬鹿にするかのように「ためしに銀の弾たまでも撃うち抜ぬいてみるか」と、自分の左胸を指先で叩たたいて見せた。

　その自信たっぷりな面つら構がまえを見ると、今度は対たい抗こう心が湧わき上がってくる。

「怒おこったり驚いたりと、忙いそがしい生き物だな」

「え……？」

「そんなにひたむきになっても割り切れないことばかりだぞ、人間の社会なんて。もっと適当に生きる術すべを身につけたらどうだ」

「なにを……？」

　急にわけの分からないことを言われて、駒井は困惑してしまう。門倉を退治しようと身構えてやってきたというのに、こんな展開が待ち受けていようとは思わなかった。

「顔」

　門倉は、男にしてはスラリとした指で駒井の眉み間けんに指をあてる。

「昨日から、ここに皺しわが刻まれっぱなしだ。せっかくの造作をしているというのに台無しじゃないか。もっといい表情をしろ」

「それは、あんたと話してるからだっ！」

　怒ど鳴なっては、さらに皺を深くする。もう少し何か言い返したかったが、これ以上声を張り上げるのは、門倉に乗せられてしまっているようでやめた。

「そんなにおれが嫌いやか」

「当たり前だろ。誰が、あ、あんなことをされて……！」

　カッと顔が熱くなるのを感じる。門倉の前で赤面なんてしたくなかったが、瞬間的に昨日のことを思い出して、赤らむのを止めることができなかった。

「おかしいな。喜ばれはすれども嫌がられることなんて今までなかったんだが。満足しなかったか？　てっきりおまえもノッてるもんだと思ってたけどな」

「え、演技だよっ。他ほかの人もそうなんじゃないのか」

　必死で冷静さを取り繕つくろって言う駒井を見て、門倉はクッと笑う。

「そうか。それは気を遣つかわせたな。だったら今夜はそんな気遣いなどできないようにしてやろう。すぐにおれのことしか考えられなくなるはずだ」

　鷹おう揚ような口調でうそぶく門倉を、駒井はキッと見上げた。

　睨にらむような目つきで見るが、真っ赤な顔をしていてはどこか迫はく力りよくに欠ける。門倉はそんな駒井の姿を笑いを堪こらえるようにして見返した。

「おまえの初めての男に、随分な態度だ」

「は、初めてのって……」

「初心うぶそうな顔をして、案外大だい胆たんで感じやすいんだな。吸い付いて離はなれないかと思ったほどだ」

　門倉がにやりとすると、完全な敗北感を味わう。

　駒井は強く唇を噛かみ締しめ、震ふるえる体を静かに宥なだめた。とにかく、相手のペースに乗ってはいけないと言いきかせて。

　門倉の指が伸のびてくるのを、目の前でピシャリと叩き落とす。

「これ」

　ただ抱だかれにきたわけではないと、脇わきに抱かかえていたコピーの束を突つき出した。目の前にずいと差し出されて、門倉はそれを反射的に受け取った。

「カルテのコピー？」

「あんた、カルテを改ざんして不正に薬やく剤ざいを入手してるだろう」

　駒井は自分だけが門倉の弱点を把は握あくしている気分になって、得意げに言った。

「ああ、気づいたのか。意外と早かったな」

　予想を裏切って、門倉はそれをあっさり認める。

「どうやら聡そう明めいのようだから、理由も分かるだろう。薬やく剤ざい師しのおまえならな」

「まさか、血液の代わりに……？」

　ぼんやりと浮かんだ考えを口にしていた。

　人間の血の代用として、注射で凌しのいでいたのではないだろうか。『エスポエチン』は、重度の貧血症しようなどに処方される薬剤だ。

「そんなもんだ。正しくは赤血球の生成を促うながすためにだ。粗そ悪あくな血液の提供者はこと欠かないが、健康な血液の持ち主が周りにいなかったもんでな」

　門倉はそう言うと、駒井の腕うでを掴つかんで引き寄せた。一度は門倉の手に渡わたったカルテのコピーは、バサバサと音をたてて床ゆかに舞まい落ちる。

「でも、おまえがいれば、それも必要ない」

　自分の腕の中に抱き込んだ駒井の襟えり元もとを乱暴に開くと、門倉はそこに唇を寄せる。そして駒井が心の準備をするのを待つ間もなく、牙きばを突き立てた。

「んっ、んんーっ」

　硬かたいエナメル質のものが突き刺ささる感覚に眉まゆをひそめる。

　痛みがあるのはほんの一瞬のことで、あとは熱いという感覚しかしない。あまりに熱すぎて沸ふつ騰とうしてしまいそうになり、慌てて駒井は冷たい空気を体内に送り込むよう息を吸った。

　門倉の氷点下の視線が、駒井の様子をじっと注視する。

「うう……っ」

　頸けい動どう脈みやくに牙を刺した門倉は、己おのれの牙を伝ってあふれ出てくる温かな血を吸い込む。喉のど越ごしを楽しむようにコクリと音を立てて嚥えん下かした。

　吸われる側にとっては、限界量に近づくあたりが一番気持ちのよい時だった。

　ふっと体が浮ういたようになり、急なエクスタシーを感じる。まるで重力がなくなったように色々な戒いましめから解放された気分だった。

　門倉はとろんと潤うるんできた駒井の目を見て、牙を肌はだから引き抜いた。

「……んっ」

　まるで達してしまったかのような声を上げると、駒井はその身を門倉に預ける。

　くたっと力の抜けた体を支えるようにして、門倉はそのままベッドに横たえた。

　頸動脈に噛み付いた部分は、あと五分もすれば痕あとすら消えてしまっているだろう。吸きゆう血けつ鬼きの唾だ液えきには傷を塞ふさぐ作用もあった。

　門倉は駒井のシャツに残ったボタンを全すべて外す。ぼんやりしてしまった駒井に見せつけるようにして、スラックスの前をゆっくりくつろげた。

「なぜ……？」

「ん？」

「おれを抱く必要はないだろう？」

　それも、わざわざ男である駒井のことを抱いても楽しくはないだろう。

　昨日はナースを連れ込んでいたことだし、門倉が普ふ段だんは女を相手にすることはなんとなく想像がつく。

「男だろうが女だろうがセックスは単なる性欲処理だ。嫌なら妹を代わりにしてもいいんだが？」

　男は不ふ遜そんに笑った。妹を引き合いに出されて、駒井は返す言葉を失う。

「おっ、男を相手にセックスなんてしなくてもいいだろ。他のことじゃダメなのか？」

「たとえば？　提案次し第だいで聞いてやらないこともない」

　ダメで元々と駒井は交こう渉しようを始める。自分は男だし、たかがセックスと割り切れれば簡単だが、その考えに到とう達たつするには駒井は経験が浅すぎた。あの快楽を再び与あたえられたなら、自分はどうにかなってしまうような気さえした。

　セックス以外なら耐たえられるのにと思った駒井は、キスではいけないかと思った。門倉にとってはずいぶんな妥だ協きようになるが、慮おもんぱかってくれないものだろうか。

　けれども見上げた門倉がうっすらと笑えみを浮かべているのを見ると、それを口にするのが恥はずかしかった。キスをせがんでいるのだと勘かん違ちがいされそうで。

「あの……」

「いいから、言ってみろ」

　門倉の目を見ると、なぜか逆らえない気持ちにさせられる。片意地を張り続けるのが無理と思えるほど、甘かん美びな誘さそいだった。

　言いよどむほど恥ずかしいのに、赤面するような言葉が口をついて出てしまう。

「キ、キスとか」

　恥はじを忍しのんで言葉にすると、門倉はニヤリと笑った。

「してほしいのか？」

「そういう意味じゃっ……」

　意地の悪そうな面おもてが駒井の顔を覗のぞきこんだ。

　ゆっくりと息がかかるほどの距きよ離りに近づいてくる。なんとも荒あら々あらしくも色っぽい顔に迫せまられて、うっとりと見つめてしまう。

　深い色を湛たたえた双そう眸ぼうを見つめて、駒井は正気であれば口走ることのない言葉を囁ささやいていた。

「して、ほしい……」

　思ってもいないことが駒井の口からこぼれ出る。

　そのことを疑問に思うより早く、門倉の唇くちびるが押し当てられた。薄うすい唇は駒井の唇を何度か食はむようにし、舌が歯列をなぞる。

　駒井はその行こう為いにビクッとして驚おどろき、必死で顔を背そむけた。

「まさか、キスも初めてなのか？」

　図星を指されても、駒井は答えることはしなかった。

　けれども無言が肯こう定ていであると門倉に教える。

「ははっ、これはいい獲え物ものがひっかかったな」

　門倉は駒井の顎あごを捕とらえると、口を塞ぐ。

　無理やり唇の隙すき間まから侵しん入にゆうした舌は、口内を舐なめ回した。その熱さを感じて、悪お寒かんにも似た震えが走る。

　意志を持った舌の強い動きは、口こう腔こうを蹂じゆう躙りんするように動くと舌を搦からめ捕とった。粘ねん膜まくを擦こすりつけてくる門倉の行為に、体がじんと痺しびれる。呼吸をするタイミングが分からなくて、思わず息を詰つめた。

　キスが単に唇を合わせあう行為ではなく、これほど難しいものだとは知らなかった。

「くっ、るし……」

　腕を叩たたいて訴うつたえると、門倉は駒井の真っ赤になった顔を見た。

「ばか、呼吸を止めるからだ。息いき継つぎなんて鼻でもできるだろう」

　すると、今度は慣れさせるようにゆっくり唇を合わせてくる。下唇を甘あま噛がみされて、じんわりと重ったるい感覚が染しみ渡った。

「いい表情するようになったな。もっと感じてろ」

　キスの途と中ちゆうの囁きさえどこか遠くに聞こえる。

　呼吸は先刻より楽になってきているものの、ねっとりとした深い湖水に沈しずんでいくような感覚を覚える。まるで脳にまで水が入り込んだように、あれこれ考えごとをするのが億おつ劫くうになってきてしまっている。暗く深い破は滅めつに向かって行ってしまっていることは理解しているのに、身体からだが言うことを聞いてはくれない。

　誰に教わるでもなく、門倉の舌に自分の舌を絡ませた。そうすることで、なにか満たされるものがあると知る。

　門倉の舌が引くとそれを追った。会話が少ない分、こうして触ふれ合うことで門倉のことを身近に感じる。キスは雄ゆう弁べんだった。

「これだけじゃ物足りないだろう？」

「……ん」

　駒井は完全に門倉の罠わなにはまってしまっていた。自分が流されてしまっていると分かっているのに、抗あらがうことすらする気にならない。そんな駒井のことを満足そうな表情で門倉は見下ろした。

「だったらおまえの提案は却きやつ下かだ。その代わり妹に手出しはしないと約束してやる」

「本当に、梓にはなにも……？」

「ああ、おまえが手に入るなら妹には何もしない」

「それだけは絶対に……っ」

　門倉の冷たい手が肌をまさぐりだし、駒井は唇を噛み締しめる。

　二人の艶つや事ごとは静かに闇やみに堕おちていくのだった。
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「先生、お願いします！」

　処置室に駆かけ込むなり、救急隊員が声を上げた。サッと空気が硬かたいものを孕はらむ。

　救急隊員からのホットラインではバイク事故だという説明だった。あらかじめ伝えられている状じよう況きようから患かん者じやの損傷状態を門倉はざっと予測した。

　ひんやりとした処置台の上に横たえられた若者は、血でべっとり染まった衣服をたちまちハサミで剥はぎ取られていく。

「うわ……っ」

　一番の新米医師がその傷のひどさに声を上げた。

　血にまみれた骨が皮ひ膚ふを突つき破って飛び出しているのが見える。痛々しくも惨むごたらしい状態だった。昨年まで学生であった彼には、まだ見慣れないものに違ちがいない。

「おい、呼吸させとけ」

　驚いて一いつ瞬しゆん後ろに身を引いた新米に気道を確保するよう指示を飛ばしながら、門倉は慣れた手つきで点てん滴てき用のラインを確保し、患者の全身状態をくまなく診みる。

　ピ、ピ、ピ……と、心電図のモニター音が無機質なリズムを刻んでいた。

「ふん、開放か……。内損の疑いはないか？」

　別の医師に指示を出し、門倉は大だい腿たい骨こつの応急処置にかかった。見た目にはひどい骨折だが、骨こつ髄ずい感かん染せんによる敗はい血けつ症しようを防げれば、大事に至らないだろう。

「よし、こっちはもういい。レントゲン室に連れて行け」

　門倉の指示を受けて、患者はストレッチャーごと処置室を出て行く。嵐あらしが去ったような処置室には患者が流した血の匂においがいつまでも残っていた。

　──いやな匂いだ。

　たまらず門倉は佳か顔がんを歪ゆがめる。

　化学物質とヤニに汚お染せんされた血液の匂いは、いつまでも鼻び腔こうにこびりついて離はなれず、非常にタチが悪い。その点、駒井の血液はいつも瑞みず々みずしく、不純物の混じり気を一いつ切さい感じさせることがない。体温も少し高いし、おそらく代謝が人一倍活発なのだろう。

　ほんの気まぐれに牙きばを立ててみれば、その血のかぐわしさに面めん食くらってしまったほどだ。

　今夜もつい調子に乗って吸いすぎてしまったが、駒井は無事に家に帰れただろうかとふと思う。駒井の許容範はん囲いを超こえると分かっていても、あの血は実に手放しがたいものだった。

　失血のためか、うとうとしていた駒井を当直室に置いて出てきてしまっていた。起きるよう声をかけたが、ちゃんと目を覚ましたところまでは見届けてこなかった。

　連日で血を吸うつもりはなかったのに、駒井の色づいた唇を見たら、煽あおられるように首元に噛み付いていた。

（あれが、よく純潔なままでいたもんだな）

　吸きゆう血けつ鬼きにとっては極ごく上じようのエサである駒井だったが、人間にとっても眉び目もく秀しゆう麗れいななりは上等であるだろう。そんな男が社会人になるまで、よく誘ゆう惑わくされないでいたものだ。

　もし自分が人間であっても、小生意気な駒井のことをこの腕うでに組み敷しいてみたいと思ったことだろう。

　門倉の正体を恐おそれて震ふるえているくせに、必死に自身を鼓こ舞ぶして強がっている姿を見ると、それを無理やり押さえ込んで苦痛にゆがむ顔を見たくなる。自分に屈くつする姿を見ては、なにか滾たぎるような熱いものが門倉の中に生じる。

　冷えた血がこんなにさざめくのは久しぶりだった。

　駒井と対たい峙じしている時は、残ざん虐ぎやくな血が生命を得たように波打つのだ。禍まが々まがしい異形の悪血が純潔を前に狂きよう乱らんしているようだった。

　淡たん々たんと長い時を刻んできた身には、生きていても死んでいるに等しい日々だった。永遠の命をありがたがるのは、短命種だけだ。実際に長い時を生きなければならないとなれば、同じことを繰くり返す日々にうんざりするだろう。特に、周囲にいる人間が世代交代をしていく様を見れば余計だった。

　この地球にたった一人残されるような辛しん苦くを覚えることなど、もうとっくになんとも思わなくなるほど鈍どん感かんに生きてきた。

　それが駒井が現れてからというもの、眠ねむっていた門倉の狩しゆ猟りよう本能のようなものを掻かきたてられる日が続いている。モノクロだった日常に鮮あざやかな色しき彩さいが飛び込んできた。

　血液の味だけではなく、駒井のそういうところも獲え物ものとする理由のひとつだった。

　手のひらでジタバタとする活いきのいい上玉を、閉じ込めて白日の下もとにさらしたくないと思う時すらある。自分しか知らないまま、世間と断絶させてしまいたい。

　冷静な門倉をそう思わせるほどに、駒井は特別なエサだった。

（こんなになにかに執しゆう着ちやくするのは久しぶりだな）

　気づけば薬局のある方向に視線をやりながら、門倉は長い長い記き憶おくの海を辿たどる。

　かつて、同じように門倉を夢中にさせた人物がいた。

　その人の血は門倉の舌が痺れるほど薬に浸つかっていたが、門倉には陶とう酔すいするほどに甘く感じられるものだった。

　諦あきらめたように微び笑しようを浮うかべ、いくらでも吸いなさいと促うながすように、首筋に牙を立てた門倉の髪かみを掬すくった。

　目を離したら消えてしまいそうな儚はかない存在をなくしたくなくて、自分だけのものにしたくて、無む茶ちやを承知でその血をいつまでも吸い続けた──。

　柄がらにもなく過去を思い出すという行こう為いをした自分を軽く哂わらうと、門倉はオペの準備に取り掛かかった。







　薬やく剤ざい受け渡わたしのカウンターに、芙ふ蓉ようの花が一輪挿さしてあるのに駒井は気づいた。

　週に数回ほど、一輪挿しの花は新しいものへ生け替かえられる。アレルギー持ちの患者を慮おもんぱかって派手なアレンジメントを置くことはないが、季節の印象的な花が絶えず飾かざられている。

　一日中病院にこもりがちの毎日で、季節の移り変わりを知ることができるのはこんなところからだった。虚むなしい生活だと感じはするものの、それが社会の厳しさなんだと実感する。

　季節はすっかり秋本番を迎むかえていた。

　駒井が門倉に抱だかれるようになって、半月が過ぎようとしている。

　基本的に患者主体の仕事なので、門倉のほうもそうそう当直室で不ふ埒らちな行為にふけっていられるわけでもない。しかし、門倉から呼び出される時は、決まって途と中ちゆうで急きゆう患かんが搬はん入にゆうされることはなかった。

（あれも、吸血鬼としての能力なんだろうか）

　人の血を吸うこと以外は、門倉は普ふ通つうの人間となんら変わりはないように思える。

　それこそ門倉と肌はだを合わせている駒井だったが、その手て触ざわりも抱き方も人間以外のものだとは思えない。

　見た目においても、発達した犬歯以外はまるで人間そのものだ。その犬歯も血を吸うとき以外は体内に収まっているようで、特別おかしいと思えることではない。

　これがもし、あからさまに異様だと思える容姿をしていたら門倉の正体が吸血鬼であると騒さわぎ立てるのも一つの手段かもしれないが、門倉が人間の医師の恰かつ好こうをしている以上、そんなことをすれば駒井のほうがおかしな目で見られるのは明らかだった。

「なんだか悩なやましげだな」

　物思いに沈しずんでいると、西沢に声をかけられる。今が就業中であると気づいて、口元を引き締しめた。

「すみません」

「いや、ミスがなきゃいいよ。それより気になることがあるんだけど、先せん輩ぱいとして注意したほうがいいのかどうか、考えているところだ」

　西沢の遠まわしな口ぶりに、じわりと不安が広がる。

「おれ、なにかやらかしました？」

「ん、失敗とかそういうんじゃないから、言おうか言うまいか考えてたんだよな」

「何を……？」

　もったいぶったような物言いを気にしていると、西沢は耳の後ろをつついてきた。思いがけない行動に、ビクッと肩かたをすくめる。

「こんなところにつけるんじゃないよ」

「え？」

「キスマークだろ、これ」

「あっ！」

　心当たりのある駒井は、西沢の指を払はらうと右耳の後ろを両手で隠かくすように覆おおった。たちまち顔は真っ赤になり、恥はずかしさに耐たえるように視線が床ゆかに落ちる。

（信じらんないっ、あの男っ……！）

　たしかに耳のつけ根の辺りを門倉は唇くちびるで執しつ拗ように嬲なぶっていた。あれは痕あとをつけるためだったのかと、人から指し摘てきされて気がつく。キスマークがうっ血のことだということを、今の今まで知らなかったのだ。

「おとなしそうな顔して、やるなぁ」

　西沢は冷やかすように言うと、駒井はますます困こん惑わくして居たたまれない気分になる。

「駒井のことだから、年上の女性にでも可愛かわいがられてそうだな。高校生の頃ころからきみを知っているお兄さんとしては、ちょっとショックではあるんだけど」

「そんなんじゃないですよっ」

「まあ、まあ、隠すなって。きみが軽い気持ちで人と付き合えるような性格をしていないのはよく知ってるから。ただ、こういうのはもっとうまく隠そうな。相手のお姉さんにもよく言っておけよ」

「西沢さんっ！」

　実際にこの痕をつけた相手は女性でもましてや人間でもないが、西沢は年上の彼女と信じて疑わないようだった。

　駒井は右耳の後ろに当てた手を、どうしても離はなせないでいる。

「そのキスマークはおれしか気づいていないようだから平気だろうけど、最近色気が出てきたから気をつけるように」

「……色気？」

「自覚がないのか。困った子だね」

　呆あきれたと言わんばかりに、西沢はため息をついた。顔を赤らめながらもきょとんとした表情で自分を窺うかがってくる駒井にチラリと視線をやる。

「だから、そういう顔をするのはやめなさいって。無自覚なんだろうが、余計にタチが悪いから」

「おれ、なにか変ですか？」

　西沢がそう言うのは、門倉に抱かれるようになった今の自分が以前とは明らかに違ちがうからだろう。自分では特になにが変わったとも思わないが、敏びん感かんな人間には分かってしまうものなのかもしれない。

　それではたまらないと、少し不安になりながら表情を硬かたくする。

「ああ、悪い意味で言ってるんじゃないよ。ただ、免めん疫えきのない人たちには目の毒なだけだから、もう少し自重してくれると……って、自覚がないなら無む駄だな忠言だな」

　西沢の言葉を聞き漏もらすまいと必死な様子の駒井を見ては、大おお仰ぎように肩をすくめた。

「まあいい。今日のところは髪かみ形がたでごまかしといて」

　そう言って、駒井のスタイリングを整えてやる。細い毛先を首筋に撫なで付けるようにすると、その痕は覆い隠すことができた。

「これで大だい丈じよう夫ぶ」

　その一言を聞いて、駒井は張っていた肩の力を抜ぬく。小さく揺ゆれたその肩に自分の緊きん張ちようの度合いを知らされたような気がして、人知れず驚おどろいてしまう。

「あの……っ」

　弾はじかれたように駒井は顔を上げた。世間の目には自分が欲情しているように映ってはいないか、不安だった。

「ん？」

「いえ、なんでもないです」

　けれどもその懸け念ねんを口に出すことはできずに、静かに首を横に振ふる。もしそうだと西沢に肯こう定ていされたなら、しばらく立ち直れはしないだろう。

　もう隠れたはずのキスマークの上を、駒井はそれからしばらく触さわり続けていた。







（こんなのつけやがってっ）

　右耳のつけ根の辺りをガシガシと擦こすりながら、駒井は大おお股またで当直室へ急いでいた。

　キスマークが擦れば落ちるような類たぐいのものではないと分かっているのに、気にしてそこを触らずにはいられず、今では擦りすぎてひりひりしてしまっている。

　昼間に西沢から指摘を受けた時には恥ずかしさが先立ち、いたたまれない気分だったというのに、時間が経たつにつれその感情は変化し、今ではそんな痕をつけた門倉に対して怒いかりの感情でいっぱいだった。

　当直室へ続くしんとした廊ろう下かを歩きながら、大きな窓に自分の姿を認めてふと足を止める。

　鏡代わりに気になる襟えり足あしを映して、キスマークの様子を確かく認にんした。各方向からの見え方を吟ぎん味みしているうちに、ガラスに映った自分と目が合う。

（これが、おれ……？）

　そこに映し出される自分の姿を見て、驚きを隠せなかった。

　西沢が懸念するように、色ボケしていると言ってもいいような理性の欠けた瞳ひとみをしている。頬ほおは昼間からの恥じらいと怒りで上気し、あれだけ血を吸われているというのに肌はだは潤うるおったように輝かがやきを増している。困ったようにひそめた眉まゆも、見る人によっては蠱こ惑わく的に映るだろう。

　今までの自分は面おも白しろみがないと言われるほど慎つつしみ深い人間だと思ってきたのに、その名残なごりすら留とどまってはいなかった。

　駒井の目には、ガラスに映った自分は、物欲しそうでいてとてもみっともないものとしか見えない。

（こんなの、冗じよう談だんじゃない）

　自分をそんな風に変えてしまったのは門倉だとばかりに、憤ふん懣まんやるかたない気分でまた廊下を歩き出す。もう馴な染じんでしまったドアを見つけると、荒あらっぽくノックした。

「とっとと入って来い」

　門倉はノックの相手が駒井であると知っていたかのような返事をして、駒井を招き入れた。

　中に入ると、門倉はこちらに背を向けて椅い子すに座っている。なにか書類を書いているようだった。

　その広い背中を目にしただけだというのに、ドクドクと脈打つ心臓の音がうるさくて仕方がなかった。頭に血を上らせて当直室へ来たというのに、それだけではない感情を意識させられてしまう。

　やがて書き物を終えた門倉は、ペンを机の上に置くと、椅子ごとくるりと後ろへ振り向いた。

　自分が思っていたよりも凄せい艶えんな顔がこちらを向いたことに、ぞっとするような美しさを感じて動けなくなった。

「そんなところに立ってないで、こっちに来い」

　そう言われても足がすくんでしまった駒井は、ようやく動く首を振って拒きよ絶ぜつすることで、身動きが取れないでいることをごまかした。

「抱だかれにきたんじゃないのか？」

「……っ」

　直ちよく截せつ的な言葉を聞いて、昼間西沢に言われたことを思い出す。

『最近色気が出てきた』と、ひやひやすることを西沢は口にした。さっき窓ガラスで確認した見苦しい表情が色気だというのなら、これ以上門倉に抱かれたら自分はどう変わってしまうのか、不安に青ざめる。

　その場に張り付いてしまったように一歩も動かないでいる駒井を見ると、門倉は面めん倒どうそうにゆっくり椅子から立ち上がった。

　自分の元へ近づいてくる門倉の姿を認めては、胸の鼓こ動どうが高くなる。そんな自分を不整脈だろうかと本気で心配していた。

「無駄な抵てい抗こうをしないほうが身のためだ」

　このまま強ごう引いんにベッドへ引きずっていかれるのだろうと覚かく悟ごして、きつく唇くちびるを噛かむ。口の中に鉄にも似た味が広がった。

「噛むなよ」

　これ以上駒井が唇を噛み締しめないように、門倉は自分の指をそこに押し当てる。

「貴重な血液を無駄にするな」

　門倉がぺろりと駒井の唇を舐なめると、血液で潤うるんでいたそこは、一いつ瞬しゆんにしてサッと乾かわく。

「おまえ、少し血が薄うすくなったな。貧血の症しよう状じようは？」

「ない、けど」

　やっと声が出るようになった駒井は、門倉が医者の顔になっていることに少し驚く。こんな顔もできるのかと、真面目まじめな面おも持もちの門倉も悪くないと思った。

（え……。もしかして、心配しているのか？）

　なにかを思案するような硬い門倉の表情を目にする。いつも悪者じみた顔や艶つや事ごとに濡ぬれた顔ばかり目にしていたので、こういう門倉もなにか新しん鮮せんだ。それが自分の体調を気き遣づかってのことだと知って、胸の奥がキュッと締め付けられた。

　門倉のことを退治しようとしていたこともあるのに、そんな自分のこともこうして案じてくれているなんて、もしかすると思っているほど悪い人ではないようだと思い直した。

　大きな手のひらは、駒井の顔色を診みるように頬に優やさしいタッチで触ふれている。そのひんやりとした体温が心地ここちよくて、駒井は門倉に対する警けい戒かい心も忘れきって、ゆっくり目を閉じてしまった。

「ここ数日で少し血を吸いすぎたか？　おまえの体力なら、週一のペースが妥だ当とうか」

　細身のウエストを空いた手で測るように門倉は言った。

「これからは必要なときはこちらから呼び出すから、後でおまえの携けい帯たいのアドレスをパソコンにメールしておけ」

　それだけ言うと門倉は駒井の頬に当てていた手を離はなす。そして、背後のドアを開ける仕草に、退出を促うながされているのを知った。

「薄い血を飲んでも仕方ない。次は万ばん全ぜんな体調で来いよ。寝ね不ぶ足そくだったり食事を抜いたりしたら、どうなるか分かってるだろうな」

　自分の体を気遣っているのかと思いきや、それは単なる門倉の都合でしかなかったことを知って、とんだ勘かん違ちがいに駒井はカッとなる。

（質が落ちることの心配かよっ）

　完全に門倉のエサと化してしまっていることが、すごく悔くやしかった。

「あ、あんたなんか、ひからびて死んじまえっ！」

　駒井は捨てゼリフを門倉に投げつけると、夜の暗い廊下を走って当直室を後にした。思いもよらない言葉を投げつけられて、門倉はほんの一瞬、日本語の理解に苦しむ。

　けれども快活ともいえる駒井のその姿を目にして、門倉が声を上げて笑っていたことは、駒井は知るよしもなかった。







　門倉に反はん抗こうして不健康な生活を送ってやろうかと思った駒井だったが、そんなことをすれば梓に魔まの手が及およぶだろうと考え、結局は規則正しい生活を送ってしまっていた。

　もともと夜よ更ふかしは滅めつ多たにしない人間だった。

　子供の頃ころからの規則正しい生活が身についてしまっていて、夜の十時を過ぎれば自然と瞼まぶたが重くなってしまう。だから余計に当直が苦手なのだ。

　加えて、飲み会というものも苦手だった。

　下戸な上にアルコールが入ればすぐ眠ねむくなってしまう。そんな面倒な駒井の体質を知ると、自然とお呼びもかからなくなってくる。

　駒井はそれを幸いとばかりに、家に帰ると自分の部屋でゆっくり過ごすことが多かった。

　特にこれといった趣しゆ味みもなく、部屋で音楽を聴ききながら薬に関する専門誌を読んでいた駒井は、だんだんあくびの回数が増えていることに気づいた。

　今夜もそろそろ眠りに就つこうかと思っていると、部屋のドアをノックする音が聞こえる。

「お兄ちゃん、入っていい？」

　梓だった。部屋に入っていいか聞くわりには、駒井がいいと返事をする前にもう当たり前のように室内に入り込み、パソコンラックの前に座る。

　まだ電源を落としていない駒井のパソコンを操作し、どこかのサイトを見ているようだった。

「ネットくらい自分のパソコンで見ろよ」

　注意したいことは他ほかにもたくさんあるが、言っても無む駄だなことを知っていて、駒井はそれだけ梓に言った。

「なんか調子よくないんだよねぇ～」

「またかぁ!?　先月修理から返ってきたばかりだろう」

　今までにも梓は何台かパソコンを壊こわしている。

　好こう奇き心が強いせいで、あれこれいじり過ぎて壊してしまうらしいのだ。さすがに人のものはあちこち開かないだろうから、駒井のパソコンまで壊すことはないだろうが、油断ならないなと心の隅すみで思う。

「あ、固まった！」

「わ、ばかっ。叩たたくなっ」

　カチャカチャとキーボードを乱暴に叩く梓をパソコンの前から引き剥はがすと、梓はつまらなそうにカーペットの上に座った。

　駒井が強制終しゆう了りようを施ほどこしている間、梓は駒井が放り出した専門誌をぺらぺらとめくっている。薬に関する内容だったが、看護師だけに興味はあるのだろう。

「ね、お兄ちゃん」

「ん？」

「門倉先生に会ったことある？」

　梓から初めて門倉の名前を聞いて、駒井はキーボードを操作する手を止めた。

「──ないよ。救命に来た先生だろ？　会う機会なんて滅多にないじゃないか。それより、おまえ、先生のこと追いまわしてるんだって？」

　なんでもないことのようにそう言う。慣れないポーカーフェイスは梓に見破られたりはしていないだろうか？

　駒井はマウスを握にぎった右手が汗あせでしっとりするのを感じた。

「すごいっ、お兄ちゃんよくそんなこと知ってるね」

「そんなの、みんな知ってるよ」

　トゲを含ふくんだ言い方をしてみたけれど、梓に効き目はないようだった。

「ちょー、かっこいいんだよ。あたしだけじゃなくて、うちの科のナースみんな先生のファンなんだから」

「みんなって、それは言いすぎだろう。だいたい当直しかしないなんて、変わり者じゃないか」

「そこがいいのよ。夜中に運ばれてきた重じゆう症しよう患かん者じやを黙もく々もくと診る医師なんて、ドラマみたい！」

　思い起こせば、こういったシチュエーションにも弱い妹だった。

「はいはい……」

　声のトーンが高くなってくる梓に、これ以上なにを言っても無駄だと感じた駒井は、適当にあしらうことに決めてパソコンに向き直った。

「それにね、門倉先生のお兄さんもかっこいいんだ。こっちの先生はスマートで紳しん士しな感じなんだけどね。きっと一家全員が美形なんだわ」

（お兄さんって、兄弟がいるのか……？）

「先生って言ったか？　まさか、喬木病院の医師？」

　そういえば、門倉が喬木病院にやってきたのは知人のツテをたどってだと誰かが言っていたことを思い出す。それが身内だというのは納なつ得とくがいくことだ。

「そうよ。麻ま酔すい科かの先生」

「麻酔科？　優ゆう秀しゆうじゃないか」

（ということは、兄弟揃そろって有能ってことか）

　そう思って、ふと兄のほうも吸きゆう血けつ鬼きなんだろうかと疑問を抱いだく。普ふ通つうに考えれば、兄弟で片方だけが吸血鬼だということはまずないように思える。

　もしそうだとしたら、何も知らない振ふりをして兄を探さぐれば吸血鬼の弱点は見えてこないだろうか。

「なあ、その先生も当直しかしないのか？」

「ううん、ふつうに外来にも顔出してるよ」

「ふーん、外来ね。ほら、パソコン立ち上がったぞ」

　駒井は興味なさそうな顔を決め込んで、梓に席を譲ゆずる。けれどもその頃にはもう、暇ひまを見ては麻酔科へ顔を出す算段を心の中でつけていた。







　門倉将しよう威いというのが、門倉の兄の名前だった。

　駒井は隙すきを見て門倉の兄の偵てい察さつをしに行きたかったが、午前中の業務に忙いそがしくしているうちに、気づけばもう夕暮れの頃になってしまっていた。

　腕うでの時計は四時を指している。

（まだ外来やってるかな）

　午後の受付時間は三時までだが、この時間なら診しん療りよう中の科も少なくない。少し遠回りにはなるが、病びよう棟とうへ来たついでに外来を覗のぞいてみようと思った。今日の午後は門倉の兄が外来を担当していることは調べて知っている。

　麻酔科外来とは、つまりペインクリニックのことである。特とく殊しゆな科だけに午後の来院はそれほど多くないだろうと予測し、もう診しん察さつは終わってしまったかと少し焦あせりも感じていた。

　麻酔科の前の待合所には人ひと影かげもなく、受け付けの明かりが消えているところを見ると、やはり外来は終わってしまったのだろう。

　それでも駒井は諦あきらめも悪く、診察室から誰か出てこないかと柱の陰かげに隠かくれて医者らしき人の姿を探した。

「きみ」

　不意に背後からポンと肩かたを叩かれ、駒井は飛び上がりそうになった。

「患かん者じやが不ふ審しんに思うから、そういう覗き方はやめなさい」

「あ、すみません」

　ハッとして振り返ると、相手の胸のネームプレートが視界に飛び込んできた。そこには「門倉」と書いてあるのが分かる。

　すらりとした長身の男は、三十代半ばといった年ねん齢れいだろう。白衣の下に品のあるネクタイを締しめていた。

　ケーシー型の白衣を愛用する医師が多い中で、こういったスタイルの医師は意外に少ない。いつ重じゆう篤とくの患者が運ばれてくるか分からない救命の門倉などは、術衣が基本だ。しかし、どことなくクラシカルな雰ふん囲い気きをかもし出した容姿に長白衣はよく似合っていた。

（門倉……？）

　男が麻酔科外来の近くにいるところを見ると、間ま違ちがいなくこの人物が門倉の兄なんだろう。しかしあまりに正反対な印象を抱かせる人物のせいか、駒井は迷ったように目の前の男を見る。

　鼻び梁りようが高く目元のほりが深いところは門倉と一いつ緒しよだった。けれども門倉と違い柔にゆう和わなムードのせいか、似ているようには思えない。自分のことを棚たなに上げて、真逆な印象を抱かせる兄弟だなと思う。

　どこか退たい廃はい的で紳士然とした振ふる舞まいも門倉とは対照的だった。荒あらっぽい門倉とは違ちがい、そこに立っているだけで風格のようなものが自然とにじみ出ている気がする。整えられた毛先を後ろに軽く流しているせいで、その容色が品よく整っていることがはっきりと分かった。

「……誰か捜さがしているのかな？」

　問われて答えに窮きゆうする。まさか用もなく目の前の男を捜していたとは言えなかった。

「ああ、きみが……」

　男のほうも胸のネームプレートから駒井の名前を読んだようで、納得したように頷うなずくと、駒井の外見を調べるように視線が体を見回した。

「あの……？」

「ああ、いや。わたしは麻酔科医の門倉将威だ。堅森が世話になっているようだね」

　紛まぎれもなくこの人物が門倉の兄だった。得体の知れないところは門倉と同じで、穏おだやかで優やさしそうな物言いをしているというのに、なにやら薄うすら寒いものを感じる。

「ちょうどよかった。きみと話をしたいと思っていたところだ」

「おれ……ですか？」

　相手は自分のことを知っているようだ。それを知って少し身構える。

「きみのほうもわたしに話があったんじゃないのかな」

　まるで駒井がここにいる理由は分かりきっているとばかりに将威は言った。

「そうだ。ここじゃなんだから、少し付き合ってくれないかな。急ぎの用事でもあるかい？」

　将威の言動に用心しながらも、彼の誘さそいは簡単に断れないものがあると察していた。病棟での服薬指導も早めに終わってしまったし、少しくらいならいいかと思い始めた。

「そんなに時間は取らせないよ。わたしもオペを控ひかえてる身だからね」

「それじゃあ、少しなら」

　二人きりになることに戸と惑まどいがなかったわけではないが、話はすぐに終わりそうだと当たりをつけて承知する。

　駒井が連れてこられたのは、病棟の裏手にある小さな庭だった。患者が憩いこえるよういくつかベンチが置かれているが、肌はだ寒ざむくなった今ではそこには誰もいなかった。

　まだ夕方の残照が強い時間ではあるものの、林立した常緑樹が大きな影かげを作っている。

　ふいに太陽は平気だと告げた門倉の言葉が耳に蘇よみがえって、駒井は陽光を注ぐ太陽を密ひそかに仰あおぎ見ていた。

「灰になるとでも思った？」

　笑いながら将威は言う。いきなり核かく心しんに触ふれるような言葉を告げた将威にドキッとするが、心の動どう揺ようを悟さとられないよう平静を装った。

「でも、弟さんが当直しかしないのは、そのせいなんじゃないですか？」

　ずっと考えていたことを口にすると、将威は軽かろやかに「違う」と言ってまた笑う。軽快な笑い声だったが、駒井にはその軽やかさがどこか作り物じみて感じられた。

「あれが当直専門なのは、ひどい低血圧だからだ。太陽でダメージは受けないが、昼間は使い物にならない。まあ、吸血鬼の性質をねじ曲げて受け継ついでしまったんだろうがね。それから、本当は堅森は弟ではなく、わたしの甥おいだ」

「甥？　だって、年齢が……」

　見た目では門倉とそれほど変わらないように思う。歳を考えれば叔父おじと甥という関係に無理があるようにも思えた。

「実際の歳を知りたいかな？　わたしに関していえば、明めい治じ維い新しんを知っている」

「……そういうことですか」

　つまり、歳を偽いつわっているということだ。

　若くは見えるが、ゆうに百年以上は生きているということだろう。周りから不自然に思われないよう、門倉のことを弟と言っているに違いない。

　そう考えれば、将威が身にまとうクラシカルなムードも納なつ得とくできる。この古こ雅がな様は簡単に体得できるものではないだろう。

　どうやら吸きゆう血けつ鬼きが長ちよう寿じゆだということは本当らしい。

「信じられないかな？」

「話を聞いただけでは信じていないと思いますけど」

　けれども駒井はその身をもって、門倉が吸血鬼であることを知ってしまっている。知りたくはない事実だったけれども。

「ふふ……。だったらわれわれが人間とどう違うのか分かりはしたかな？」

「え？　まだ、詳くわしくは……」

　それが分かっていたら、今いま頃ごろとっくに門倉を倒たおせているはずである。弱点を見つけなければとしか考えていなかった駒井には興味を惹ひかれるものだった。

「生命の神秘というやつだ。われわれはヒトガタをしているし、そもそもは人間の進化の過程によるＤＮＡの突とつ然ぜん変へん異いだと思うのだがね」

「元は同じ祖先だったということですか？」

　吸血鬼を魔ま物ものと考えるよりは、特殊な人間と考えるほうが自然なようだと駒井は思う。化学や生物学を学んできた身にとっては、想像力の膨ふくらむような話だった。

「ああそうだ。『ポルタトーリ』というものを遺伝子学で習わなかったかな？」

「ポルタ、トーリ……？」

　初めて聞く言葉だった。もし授業でやっていたなら、予習復習を欠かせない性質の駒井が忘れるはずがない。それが吸血鬼とどう関係があるのか知りたくなっていた。

「それなら、世界で三十八人しか持っていない遺伝子があることは？」

「たった三十八人!?」

　基本的に遺伝子というものは次の世代へコピーされるものである。

　それがこの広い世界で三十八人にしか受け継がれていないということはごく稀まれなことで、変種といってもよかった。この祖先になにかの突然変異が起こったのだろう。

「イタリアのとある小さな村で時々現れるんだけどね。この遺伝子を持つ者は長寿なんだよ。彼らは『遺伝子を運ぶ人』という意味を持つ『ポルタトーリ』と呼ばれている」

「つまり、そこの村で生まれた人だけに受け継がれているんですね」

「そう。小さな村だからね、ほとんどが姻いん戚せき関係にあるけど」

「ああ、それが原因なのか」

　濃こすぎる血は、時に突然変異を起こす。桁けた外はずれの才能を持つ人が出現したり、その逆が現れたりするのもそのせいだった。

「じゃあ、吸血鬼というのも……？」

　将威は『ポルタトーリ』と同じ理り屈くつだと考えているのだろうか。

「わたしは医者だからね。伝説や伝承よりは、染せん色しよく体たい異常の可能性を考えるだろう。ただし、われわれは彼らたちと決定的に違うことがある」

「なんですか？」

「人間に有害なところだ」

　言葉の重みを緩かん和わするように、将威は柔やわらかく駒井に笑いかける。その穏やかな瞳ひとみの中には自分の数すう奇きな運命を受け入れた者の、諦あきらめにも似た感情が窺うかがえた。

「吸血鬼は人血が栄養源だ。われわれがどう有害なのか分かるかね」

「つまり、人を襲おそうということですか？」

　現に駒井は襲われた側の人間だった。有害と言うほど生活に支障があるわけではないが、ろくに知らない相手と身体からだを合わせるようになってしまったことは害なのだろう。

　命をとられる心配はないようなので、その点は安心しているが。

「ああ。時には仲間すら襲うこともあるがね。少し昔、まだ吸血鬼が飽ほう和わしていた頃ころは、人血の奪うばい合いで争いが絶えなかったことだしな」

　少しでも多くの獲え物ものを確保するためにひどいこともしたようだと、将威は告げる。

「ひどいこと？」

「そうだな。人であるなら少女の血もすすった。致ち死し量を超こえて血を摂せつ取しゆしたため、うっかり殺してしまったこともある。また、子供の見ている前で母親を襲ったこともあったか……」

　あっさりとした口調だったせいで聞き流してしまいそうになるが、ぞっとしない話だった。そういう内容を感情を見せずに淡たん々たんと告げることのできる将威にも、同じような感想を抱いだく。

「もちろん、われわれの行動にたまりかねた人間は、一丸となって吸血鬼退治に乗り出した。それが功をなして、今では吸血鬼は絶ぜつ滅めつ種しゆの道を歩んでしまっているよ。因果応報というやつだな。悪いことはできない」

　そう言って冥めい暗あんの光を宿した瞳を歪ゆがませると、将威ははかない笑いを浮うかべた。

　絶滅種と聞いて、駒井は少し安心した気分になる。そこここに吸血鬼がいるなんてこと、考えるだけでも恐おそろしい。できればもうこれ以上、吸血鬼に遭そう遇ぐうしたくないものだ。

「じゃあ、こんなところに吸血鬼が二人もいるというのは……」

「そうとう珍めずらしいことだな。涼しくなった今ならともかく、夏季の東京などは吸血鬼の嫌きらう酷こく暑しよが続いて、ほとんどの者が避ひ暑しよ地ちに出で払はらってしまうよ」

「夏は嫌いなんですか？」

　もしかしたら、これは弱点ではないかと思った。そういうものはないとうそぶいた門倉を崩くずすきっかけにはならないだろうか。

　期待を込めて将威に問うと、あっさり「いや」と否定される。

「わたしも堅森も東京が長いことだし、これくらいの暑さは事もない。それに、院内は冷れい暖だん房ぼう完備だから、快適すぎて季節が分からないくらいだ」

　と、ウインクまで添そえて言われた。

　それもそうだ、素す性じようも良く分からない人間に自ら弱点をさらすはずがないと、駒井は自分の浅せん慮りよさに気落ちする。

「ただ、世界中に散っているわたしたちの仲間は、寒いところを好む傾けい向こうにあるのはたしかだけどね」

「寒いところ、ですか」

「ああ、たいがい北に住んでいることが多い。日本でいえば東北地方だね」

「北海道ではなく？」

　寒いと言われて冷帯を想像した駒井は、それが意外にも本州だったことを不思議に思う。

「われわれのルーツは東とう欧おうにある。今で言うルーマニアのことだ」

「じゃあ、よく言われる吸血鬼伝説の……？」

　駒井は吸血鬼の中でも一番有名な「ドラキュラ」の名を思い浮かべる。

　たしかあの怪かい物ぶつは伯はく爵しやくだったはずだ。目の前の将威から気高さが窺えるのも、そのせいだろうか。

「いや、時代はそれよりもっと遡さかのぼる。もともと東欧には古代から吸血鬼が存在していたんだ。あの有名な物語は、そのエピソードを下した敷じきにした話だからね。それはさておき、東欧の祖先たちは住民から追われて、さまざまな国へ逃にげおちた」

　それは主に、イギリス・アラブ・ロシア・中国……と、将威は綺き麗れいな指を折りながら国の名前を挙げていく。

「そして──そのひとつが日本だ。先人がなんとか日本へ潜せん入にゆうした時代、その最北は東北地方だった。彼らは東北にコロニーを作って人目を避さけながら仲間を増やし、ひっそり暮らしてきたというわけだ」

　明治時代には生を受けていたという将威の祖先ということは、源氏やら平氏やらがのさばっていた時代なんだろうと推測して、気が遠くなるのを感じる。

「この東北を地じ盤ばんに今では各地にコロニーはあるが、さっきも言ったとおり一時期増えすぎた吸血鬼人口のせいで討とう伐ばつされ、今では減少する一方だ。生まれ育った土地を捨てるように出てきたわれわれには、あまり関係のないことだがね」

「土地を、捨てる……？」

　軽かろやかな口調に騙だまされてしまいそうになったが、将威はとんでもないことを口にしたように思える。生まれ育った地を捨てるなんて、人の世界でも後ろ暗いものがありそうだ。

　関かかわりたくないと思っているのに、気づけば駒井は吸血鬼の事情に興味を持つまでになってしまっていた。

「そう。わたしも堅森も仲間のところを飛び出してきたクチだ。煩わずらわしいしがらみにうんざりしてね。あの子の場合、特にここ数年は同じ人の血も吸わないほど頑かたくなだったけど、最近きみが堅森の周りにいることに気づいて、どんな子か気になっていたんだよ」

「同じ人の血を吸わない!?　だって、おれは……」

　初めての時から何度血を吸われたことだろう。あの硬かたい牙きばが首元に刺ささる瞬しゆん間かんの緊きん張ちようを思い出して、駒井は小さく身み震ぶるいした。

「ああ。だからよほどきみの血はおいしいのだろうと思ってね」

「べ、べつに、普ふ通つうだと思いますけど」

　将威はにこにこしながら顔を寄せてくる。駒井の耳元の空気をクンと嗅かいでは「いい匂においだ」と呟つぶやいた。

「少し薬品くさいところが気に入らないが、化学物質に汚お染せんされていない、美味うまそうな血液をしている」

「あの……」

　急に接近してきた将威に、駒井は戸と惑まどっていた。あまりに柔らかなムードで迫せまってくるものだから、突つき飛ばしてしまっていいのかと逡しゆん巡じゆんしていた。

　これがはじめから気き迫はくに満ちていたら、警けい戒かい心からすでに手は出ていることだろう。

「もっと知りたいんじゃないのかな？」

「え？」

「吸きゆう血けつ鬼きについて」

　好こう奇き心がうずきはじめた駒井の内心を察知したように将威は言った。

「きみの血を少し吸わせてくれたなら、われわれの秘密をもう少し教えてあげるよ。あの子のことを調べていたんだろう？」

「そんなことまで分かるんですか？」

　駒井が門倉の弱点を探さぐろうとしていたことなんて、将威にはお見通しのようだった。そのために、将威に近づくチャンスを狙ねらっていたことも。

「わたしくらい長く生きていれば、自分たちに興味を持つ相手のことはだいたい分かる。それがよいものでも、悪いものでもね」

　そう言いながら、将威の長い指は駒井のシャツのボタンにかかる。

「悪いようにはしないよ」

「せ、先生……っ」

　門倉だけならまだしも、他ほかの吸血鬼にまで血を吸われるなんて冗じよう談だんじゃないと思うが、駒井の体は痺しびれたようになり、うまく抗あらがえなかった。

　気づけば夕日も沈しずみかけ、どっぷりと重みを増した空の下に将威の目が赤く光る。その輝き石せきのように綺麗な目を見つめると、体から力が抜ぬけていくのを感じる。

（う、やばい……）

　このままでは、将威の意のままになってしまう。意識は警けい鐘しようを鳴らすが、体が凍こおりついたように動かない。

　知らない間に何かの暗示にかかっていたらしい。将威の息が首筋を撫なでるほど近づいても、何の抵てい抗こうもできなかった。

　こうしてまた、吸血鬼の毒どく牙がにかかってしまうのだろうか──。

「──そこまでだ」

　低い声を聞いて、揺ゆらぎかけた駒井の意識がしゃんとした。見えない縄なわのようなものにがんじがらめになっていた体も、途と端たんに動くようになる。

「人のエサに、手を出す気じゃないだろうな」

「堅森か」

　大きな手は将威の肩かたを掴つかむと無理やり引き剥はがす。

　目の前に立ちはだかった門倉は、駒井の腕うでを引くと自分のほうへ引き寄せた。

「手を出すなんて、人聞きの悪い。わたしはほんの少し味見をしようとしただけだ」

　少しも悪びれることなく言う将威に、門倉は苛いら立だった表情を見せる。

「それなら、その味見も禁止だ。あんた、本当に節操ナシだな」

「おまえも厳しいね。美味いものは皆みなで分け合うもんだよ。そうすればもっと美味く感じるというもんだ。人間の美学だな」

「おれにはそういう趣しゆ味みはない」

　門倉がはっきり言い切ると、将威はやれやれとため息をついた。

「相変わらず冷たい甥おいだな。こんなにいい匂いを漂ただよわせているものを独り占じめする気かね」

　形よい指先が、駒井の襟えり足あしの細い髪かみをさらりと絡からめる。

「ひゃっ……！」

　弱い場所に触ふれられて、駒井は首をすくめた。

「なかなか鮮せん度どもよさそうじゃないか」

　将威は興味の深まったような声でそう評すると、ますます駒井を恥はずかしがらせる。門倉が見下ろすと目に入る駒井の項うなじは、いつもより赤く染まっていた。

　そこにまだ触れようとする将威の手を、門倉は払はらいのける。

「だから、触さわるなと言ってる。それに、こんな青あお臭くさいのじゃなくて、もっと手だれて利発なのが好みだっただろ」

　そう言う門倉の言葉を真に受けて、駒井はカッとなった。

「わ、悪かったなっ。青臭くて！　おれだってあんたみたいな強ごう引いんな男より──」

「将威のほうがいいのか？」

　二の腕を強く掴まれて、沸ふつ騰とうした頭が少し冷える。

「あ……」

「別に、それならそれで構わない。まだ、妹のほうが残っていることだしな」

「そ、そんなことが言いたいんじゃなくてっ」

　冷えた眼光が自分に注がれるのを知って、駒井は凍りついた。

　売り言葉に買い言葉でつい口をついて出てしまった言葉なのに、とんだミスをしてしまったと青ざめる。

「あの……」

　けれども、どう言って撤てつ回かいしたらいいのか分からなかった。じっとりと絡みつく無言の視線を感じて、体が硬くなる。

「はいはい。痴ち話わげんかはそこまでにしておきなさい。だいたい堅森はわたしに対して怒おこっていたんじゃなかったかい。嫉しつ妬ともいいが、そんなに気が短いと長生きしないよ」

　冗談交じりで二人の間を割って入ったのは将威だった。

　ジロリと門倉が射るような視線を投げても、将威は気にすることなく駒井に微笑ほほえみかける。

「無愛想だけど悪い子じゃないんだ。よろしく頼たのむよ」

　門倉にとっては仏ぶつ頂ちよう面づらにならざるを得ないような言葉を吐はくと、将威は「オペの時間だ」と言ってその場を後にした。

　しばらく将威の去った方向を睨にらむように見ていた門倉だったが、人ひと影かげが消えたと分かると、掴んでいた駒井の二の腕から手を離はなす。

「これに懲こりたら、おれの周りを嗅ぎまわろうなんて出すぎた真似まねはしないことだな」

　そう言い残すと門倉は、駒井をその場に置いて病院の中へと足を向ける。駒井はぶつける相手のいない怒りを堪こらえて、しばらくそこへ立ち尽つくしていた。
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「痛っ」

　薬局でデスクワークをしていた駒井は、使っていたカッターで指を切って小さく舌打ちした。

　指先にまっすぐ引かれた切り口に、じんわりと赤い血液が盛り上がる。その雫しずくが垂れる前に、口元へ指を運んで舐なめた。

　当たり前だが、味はない。これくらいの量なら無む味み無む臭しゆうだ。

（それでも、吸血鬼には美味うまく感じられるものなのか）

　門倉も将威も駒井の血が美味そうなことを言っていた。特別なことをしているつもりはないし、こうして舐めてみても他との違ちがいが分からない。

（土地を捨てる、か……）

　吸血鬼ばかりが暮らしている場所から出ることになったわけはなんだろう。わざわざ集団で暮らしているような場所から離れるなんて、よほどの理由があるに違いない。

　よくよく思ってみれば、吸血鬼が医者で生計を立てているというのもおかしな話だ。とくに救命医だなんて使命感を持っていなければできないような仕事を、なぜ門倉がやっているのだろう。知れば知るほど分からないことが多くなる。

　深く考えるほど、自分の知らない門倉の過去が気になって仕方がなかった。

「いつまで舐めているんだ。絆ばん創そう膏こうでも貼はってあげようか？」

　指を銜くわえたまま考え事をしていると、近くで作業をしていた西沢に言われる。気づいて指を口こう腔こうから引き出すと、傷口からはまだ血が溢あふれていた。

「大だい丈じよう夫ぶです。そのうち乾かわきますよ」

「小さな傷だからってナメてかかると大変なことになるぞ。そこからもし破は傷しよう風ふう菌きんなんかが入り込んだりしたら、全身麻ま痺ひが始まって……」

「あー、はいはい」

　面おも白しろがって西沢が脅おどしてくるのを軽くあしらう。破傷風菌の恐おそろしさは教科書から分かっているが、駒井は自分がやたらと薬を飲んだり塗ぬったりすることは、あまり好きではなかった。

「自然治ち癒ゆ力を信じますよ」

「ああ、今夜は当直だったな。忘れなかったら暇ひまを見て消毒でもしてもらってきたほうがいい」

「忘れなかったらですけどね」

　そう言って駒井は時計を見た。そろそろ当直帯に差し掛かかる時間だった。

　夕刻にオペだと言って去った将威は、遅おそくまでオペ室に入っている予定だ。それは彼らと別れた後に確かく認にんして把は握あくしている。

　その際に知ったことだが、将威の医師としての評判は門倉以上に良いものだった。

　週に一度は外来に出ているようだが、高貴さを感じさせる容姿と穏おだやかな人当たりが、手技と同様に患かん者じやから支持されている。将威が担当曜日になっている麻ま酔すい科か外来は、他ほかの曜日に比べて患者が多いのだと聞く。開院前の受付時間だけで午前中の外来はいっぱいになってしまうということだった。

　そのことに駒井は感心するが、この際、医師としての将威の評判は二の次だった。興味あるのはその身の上、吸きゆう血けつ鬼きに関することだ。

　門倉の性格からして自分のことは多く語りそうもない。吸血鬼に関することも必要以上の情報は渡わたしてくれないだろう。それどころか、少し触れただけで怒るような有り様だった。

　それなら、将威から聞き出すことしかないように思えた。得体の知れないところはあるが、門倉と比べてみれば、将威のほうが口は軽そうな気がする。

　けれども、決意も固く当直の合間を縫ぬって医局の前まで来た駒井は、白いドアを前にして足がすくんでしまっていた。

　時間帯から考えて、この医局の中にはオペを終えたばかりの将威しかいないはずだ。気軽に入っていけばいいと思っているのに、妙みような緊きん張ちよう感かんがつのる。

　先ほど、赤く光る目を見てしまったことが、駒井を怯ひるませてしまっているのかもしれない。

　太陽の下では特に気にならないが、闇やみに佇たたずむ将威の姿というものが、いかにもクラシカルな吸血鬼を想像させて恐きよう怖ふ心を駆かり立てられる。今にも噛かみ殺されてしまいそうな恐れが心の底にこびりついているようだった。

　やはりおとなしく帰ろうかと駒井が思っていると、静かに中からドアが開いた。

「いつまでもそんなところにいないで、入りなさい」

　まるで駒井がウロウロしていたのを近くで見ていたかのように、将威が出で迎むかえる。

　帰ろうとしていたところなのだろうか、白衣を脱ぬいでジャケットを羽織っていた。もう仕事は終えただろうに、わざわざネクタイまで締しめているところが伊達だて男おとこっぽい。

　にこりと微笑まれると断るわけにもいかず、駒井は部屋に入った。

「おれがいること、分かってたんですか？」

「きみの匂においがした。正確に言うと、きみの甘い血の匂いがね」

　そう言うと、駒井の左手を取って室内灯に透すかすように掲かかげた。そこには夕方にカッターで切った傷が見える。まだ鮮せん明めいな色をしたかさぶたができていた。

「匂いの元はこれか」

　将威は傷口をぺろりと舐める。すると、チリッとした痛みが走った。

「いっ……」

　眉まゆをひそめる間に傷口は薄うすくなり、徐じよ々じよに消えてなくなっていた。

　いつも門倉が首筋に吸い付いた後にやっていることだ。自分の牙きばで傷つけた肌はだをこうやって全ぜん癒ゆさせている。

　けれどもこうして目まの当たりにすると、現実からあまりにもかけ離れた行こう為いに思えて、なんだか恐ろしいものを感じる。相手が将威なだけに余計そう思った。

「やはり、想像通り上質の血だな。堅森が気に入っているのも分かる。それとも、気に入ったのは身体からだのほうかな？」

　服の上から視線を這はわされただけだというのに、裸はだかを見られたような気分になってぞくっとした。将威には自分たちの関係など見すかされていることだろう。

「きみ自体にも興味はあるんだがね。今回はさっきの味見を前金としていただくことで我が慢まんしておこうか。堅森が逆上しかねないからな」

「前金って？　今の行為が？」

「ああ。肌に牙を立てたわけじゃないから、堅森がきみの血を吸ってもわたしの匂いが混ざっていることはない。きみはわたしに聞きたいことがあるんだろう？　その代だい償しようとしていただいたまでだよ」

「そういうこと……」

　それなら話は早そうだった。

　けれども、ここにやってきてしまったことを駒井はなんとなく後こう悔かいしている。

　抜ぬけ目のなさそうな将威を見ては、今さらながら傷口の消えた指を反対側の手で隠かくした。取って食われそうな気がしていた。

「そこまで警けい戒かいしなくてもいいと思うんだけどね。わたしのほうが堅森より紳しん士しじゃないか」

「そうかもしれないですけど、やっぱり……」

　明るい時に出直して来ようと心に決めた。

　退たい廃はい的てきでいて優美なムードを持つ将威の容姿は、世の大半の女性を蕩とろかせるだろう。けれども駒井はなぜかこうして警戒心を強くしてしまうのだ。

　口調も仕草も門倉よりマイルドなのに、将威の言うことのどこまでが本気でどこからが冗じよう談だんなのか、その区別がつきにくいからかもしれない。

　嫌きらいなわけではないけれど、本心が分からない相手に優やさしくされるというのもなかなか不気味なものを感じる。好奇心より恐怖が勝っていた。

　入り口に背を向けたまま、そっと逃にげるように一歩後退した。

「──なにやってるんだ」

　ドンッと何かにぶつかって、聞き覚えのある声が駒井を咎とがめた。それが門倉のものと気づいてビクッと飛び上がる。音もなく開いたドアの先には、門倉の姿があった。

「わあっ」

　驚おどろいてバランスを崩くずしかけたところを、門倉の片手で支えられた。

「麻酔科の医局になんの用だ？」

　頭上から問いかけられる。駒井の肘ひじを捕とらえた手は、詰きつ問もんするかのように力が込められた。

「そっちこそ、なにしに来たんだよっ」

「おまえの血の匂いを辿たどってきたんだ。あれほど言ったのに、密会とはいい度胸だな」

「密会～!?」

　それは将威と会っていたことを指しているのだろう。

　駒井はその発言に驚いてチラッと将威を見ると、彼はやれやれというように肩かたをすくめた。

「牙は立てていないよ。彼が傷を作っていたから塞ふさいだだけだ」

「傷？」

　門倉の視線が、駒井の体を辿る。

「作業中に、ちょっと指を切って……」

「ドンくさいな」

「なにっ？」

　気色ばむと、フンと門倉が鼻で笑う。

「本当にそれだけか？」

「本当だっ」

　将威のことがよほど信じられないのだろう。まだ疑いの色を濃こくしたまま門倉は駒井を見下ろす。

「だったら、なぜこんな場所にいる。だいたい数時間前にも将威に襲おそわれかかっているというのに、二人きりになればどんな展開が待ち受けているか、分かるというもんだろう」

「それは……」

　言葉に詰つまって視線をさまよわせた。

「おれだって暇ひまなわけじゃないんだ。おまえが他のやつに襲われかけるたびに、いちいち助けてやれるわけじゃない」

「え……？　じゃあ、夕方のあれは……」

　門倉にしてはやけに早い時間に病院にいると思った。あれは、将威を警戒してやってきてくれたというのだろうか。

　まさかという気持ちに囚とらわれながらも門倉を見ると、思わず口が滑すべったという顔をして眉をひそめていた。

　態度や口調が怒おこっているから分かりにくいが、現に今だってこうして駆けつけてくれたわけで──。

（うそ……？）

　それに気づくと、駒井の中で何かがパチンと弾はじけた。くすぐったいような感情が、じわじわと心の中に広がる。

　今まで周りからしっかり者と思われていた駒井には、そんな風に心配されることがなくて、はじめてのことに悪くない気分だった。

（もしかしたら、けっこういいやつかも？）

　グラッと気持ちは傾かたむくが、門倉に限ってそんなことはないと自分に言い聞かせる。

　あんなのは単なる獲え物ものに対する独どく占せん欲よくだ。門倉にとって自分はエサでしかなく、大切にされているかもしれないなんて恐おそろしい勘かん違ちがいは禁物であると。

　その時だった。

　開いたままのドアから、すさまじい風が吹ふき込んできた。

　急に室内の温度が下がったようにも感じられて、空調設備が暴走したのかと思った駒井だったが、それにしては異様な有り様だとハッとする。

　机の上の書類は宙に舞まい上がり、カーテンは千切れそうなほどはためいてしまっている。強風のせいでなびく前まえ髪がみを駒井は両手で押さえた。

「──ここにいらしたのね」

　まるで風を従えるように現れたのは、目を奪うばわれるほどに美しい女性だった。

　ヴィクトリア調の華はなやかなワンピースを着たその人は、まだ少女の面おも影かげを残しているのが遠目で分かる。白磁の肌にストレートの黒くろ髪かみ、ぽってりと淡あわく色づいた唇くちびるは華やかできれいだが、どこか作り物じみて見える。

　ぱっちり開いた瞳ひとみに潤うるおいがなければ、よくできたマネキンのようだ。

（なんで、こんなところに一いつ般ぱん人が？）

　どう考えても、彼女が病院関係者だとは思えない。この時間にこの場所まで外から人が入って来られるわけがないのだ。駒井が不ふ審しんに思うのも無理はなかった。

「おまえは……」

　門倉が息を呑のむのが分かった。

　全すべての視線が注がれたのを知ると、彼女はワンピースの裾すそをつまみ、腰こしを落として一礼する。まるで仕し掛かけを施ほどこされたアンティークのオルゴール人形のようだった。

　一気に時代が遡さかのぼったようなその挨あい拶さつを、駒井は不思議な気分で見ていた。

「将威さま、堅森さま、お目にかかれて光栄にございます。深ふか水み百合ゆり子こ、このたび永の眠ねむりから目覚めましたこと、ご報告にあがりました」

　それを見ると、隣となりで門倉が面めん倒どうそうに舌打ちしたのが分かった。強く捕らえていた駒井の肘から指を離はなす。

「ああ、わざわざご苦労だったね。顔をあげなさい」

　当たり前のようにこの場を取り仕切ったのは将威である。

　その言こと葉ば遣づかいや態度から、格式のようなものを感じさせられた。患かん者じやや自分たちと話す時とはほんの少し声のトーンが違ちがって聞こえる。それは人を従える類たぐいのものだった。

　おそらく彼らの世界では、将威はもとより門倉も高い地位にいるのだろう。

　将威に声を掛かけられて、百合子と名乗った彼女は顔を上げた。かしこまった挨拶が済んだせいか、その瞳はきらきらと輝かがやいて、最初に駒井が思ったほど人形じみてはいなかった。

「やっと見つけましたわ、堅森さま！」

　駆かけ寄るような勢いで門倉の前に立った百合子は、嬉うれしさを隠せない表情でそう言う。けれども門倉は、そんな百合子を睥へい睨げいするばかりだった。

「お会いできるのを夢見ておりました。目覚めたら堅森さまの行方ゆくえが分からず、必死に探しましたのよ」

　百合子は大きな黒目でじっと門倉を見上げる。その仕草だけで百合子が門倉を想おもっていることは、鈍どん感かんな駒井にも察せられた。

「別におれを追う必要はない」

「ございます！　眠りについている間も、堅森さまのことばかり考えておりました。堅森さまもわたくしの気持ちはご存じのはずですわ」

　押し切るような勢いで百合子はまくし立てるが、しかし門倉はそれに答えることはなく、また始まったかとでも言いたそうに顔をしかめた。

「どうかお願いでございます。わたくしを、由ゆい緒しよある門倉一族の一員として、あなたの花はな嫁よめに……」

「花嫁ぇ!?」

　百合子の言葉を遮さえぎるように駒井は声をあげた。

　大事なところを邪じや魔まされて、百合子はきつい目で駒井を睨にらむ。駒井は首をすくめると、二人から少し距きよ離りを置くように離れた。

「断る」

　門倉はにべもなく答えた。

「おまえが眠りにつく前に何度も断っているはずだ。それは今でも変わらない。この先もずっとだ」

「数回断られたくらいで、わたくしは諦あきらめませんわ」

　門倉の反応は想像の範はん囲い内だったのだろう。百合子は別段傷ついた様子も諦める様子も見せなかった。けれども心なしか、口調に暗く強いものが混じったのを感じる。

「おまえもしつこいな」

「ええ、深水家の期待をわたくしが一身に背負っておりますの。堅森さまの花嫁になるためなら、なんだってしますわ」

　すると、百合子は食い下がるように門倉に腕うでを絡からめようとした。それを身を捩よじることで門倉がかわす。無言の拒きよ絶ぜつだった。

「これって、どういうこと……？」

　目の前では門倉と百合子の攻こう防ぼう戦せんが繰くり広げられている。すぐに決着がつきそうもない状態にあって、駒井は将威を仰あおぎ見た。

「吸きゆう血けつ鬼きは絶ぜつ滅めつ種しゆにあると、さっき話したのを覚えているかい」

「ええ」

「あの娘むすめは吸血鬼狩がりから逃のがれるために深い眠りについた。百合子だけじゃない、上級の吸血鬼はすべてそうした。家系を継ついでいくためだ」

　上級とされる吸血鬼たちには、眠ることにより自らの体を低温状態に保つ能力が備わっているのだと将威は説明を加えた。窮きゆう地ちの時期をいわば冬とう眠みんのように地中深い場所で眠ることでしのぎ、やがて世の中が平へい穏おんを取り戻もどした頃ころに目覚めるというものだ。

「じゃあ、先生たちも？」

　彼らも眠りから覚めたばかりだというのだろうか。

「わたしたちにその必要はない。門倉の一族は特別でね。吸血鬼としての能力もさることながら、生命力も強いんだ。たとえ吸血鬼狩りに遭あっても、人間の力でわれわれを殺すことはできない」

　それは、東とう欧おうから逃れてきた祖先の直系だからだと語った。

　人目を引く容姿なのも、貴族的なのも、その血統に理由があるようだ。

「まさか、本当に不老不死……？」

「死なないことはないが、滅めつ多たなことでは絶命しない」

　将威はきっぱりとそう言い切る。

　そこまで聞いて、彼らの本当の歳はいったいいくつなんだろうと疑問に思う。

　この中では将威が一番上だろうが、話の内容から門倉と百合子が少なくとも見た目の年ねん齢れい以上は生きていることが分かる。

　けれども、知らないでいたほうが身のためだとも感じていた。

「だから、あの子は花嫁に？　優ゆう秀しゆうな子孫を残すため？」

「それもあるが、門倉の一員になるということは、他ほかの吸血鬼たちを従えることを意味する」

「従える？」

「権力者とでもいおうか」

　その言葉を聞いて、百合子が深々とお辞じ儀ぎをしていたわけを知る。将威が高圧的に見えるのも、そのせいだろう。

「それって、王族みたいなものですか？」

「王制はとっていないが、人間の社会に置き換かえれば、似たようなものだろうね。とにかく百合子に限らず、門倉の一族に求きゆう婚こんしてくる者は後を絶たないよ」

　そうと聞いて将威を見ると、十分に納得することができた。柔やわらかな対応の中にも人を従えるものを感じさせられる。門倉にも有無を言わせず人を従えるようなカリスマ性があった。

　二人が医師として評判がいいのも能力の高さによるものなのだろう。

「准」

　将威の話に感心していると、門倉に名前を呼ばれる。

　いつもは単なるエサ扱あつかいで滅多に名前を呼ばれることはないので、急に名前を呼ばれても、とっさに返事ができずにきょとんとしてしまう。

　それが自分の名前なのだと気づくまでに数秒はかかっていた。

　すると、反応の鈍にぶい駒井に焦じれたのか、その隙すきをついたように門倉に腕を引かれる。

　気づけばプロレスの技わざをかけられるように、背後から腕を回されていた。

　まるで門倉の胸に抱だきこまれているような恰かつ好こうだが、それが抱きしめられているのでないことは、駒井にはよく分かっていた。単なる羽は交がい締じめだ。

（痛いな、この馬ば鹿か力ぢからっ）

　拘こう束そくを緩ゆるめようと体を揺ゆすると、余計に強く力が込められる。

　門倉は駒井のことを百合子に見せ付けるように、目前にさらしていた。

「見ての通り、おれには決めた相手がいるから諦めてくれ」

「なっ……」

　異議を唱えようと開いた口は、門倉の唇くちびるでふさがれた。無理やり顎あごを掴つかまれて後ろを向かされた、強ごう引いんなものだった。

　キスの最中さなかも閉じることのない門倉の瞳ひとみが、余計なことは言うなというようにキッと睨み付けてくる。駒井が観念して固く目を閉じると、やがて門倉の唇は離はなれて行った。

　ふうっと安あん堵どの息を吐はきかけたところで、首筋にチクリと鈍い痛みを感じる。

「うっ……！」

　門倉が牙きばを立てたのだと分かった。

「や……め……」

　痛みが過ぎれば、あとは強きよう烈れつな快楽に意識を奪うばわれることは分かっている。

　二人だけの時ならまだしも、他人がいる前で自分の感じている姿を見られるなんて、我が慢まんならなかった。

「だ、めっ」

「名前を呼ぶんだ。それから、もっと色気のある顔をしろ」

　駒井にだけ聞こえる声で、門倉は低く言う。

　明らかに命令している口調だった。命令とあれば、駒井は背そむける立場ではないが、色気と言われても戸と惑まどうばかりだ。

「堅……し、んっ！」

　諫いさめるつもりで名前を呼んだのに、意図せず語ご尾びが甘い響ひびきになってしまった。

　痛みの去った駒井の体は急激に熱く沸ふつ騰とうし、ざわざわとざわめくものたちが出口を求めて体内を駆かけ巡めぐる。

「い、嫌いやだ、こんな人前で……っん」

　駒井にとっては人前で自じ慰いしているようなものだ。服を着ているとはいえ、快楽に昂たかぶる姿を見られているなんて、そうそう耐たえられることではない。

「いい表情だ。もっと感じてみろ」

「あぁっ……」

　喘あえぎにも似た声が上がる。

　駒井は自身を硬かたく張り詰つめさせていた。ここで上り詰めてなるものかと、体を強こわ張ばらせる。

（おれをダシにしやがって）

　百合子の求婚をかわすために、わざと見せ付けているのだろうと思う。将威に対するけん制の意味合いもあるかもしれない。

「はっ、う……」

　そろそろ我慢も限界だった。押し寄せる波を堪こらえて、駒井は腹に力を入れる。

「んんっ」

　駒井が極きわめる寸前に、見計らったように門倉は牙を抜ぬいた。

　一いつ瞬しゆん強く背筋を反らせた駒井は、次の瞬しゆん間かんふっと力が抜けるのを感じる。

　床ゆかに崩くずれ落ちる前に、門倉の腕に抱きとめられた。足元がふらついて、その広い胸むな元もとにしがみついてしまう。

「う……ん」

　門倉の腕うでの中で、甘い吐と息いきを漏もらす。

「こういうことだ。おとなしく仲間の元に帰るんだな」

　百合子に投げつけたセリフを、駒井は夢うつつの状態で聞いていた。

「──また、人間ですのね」

　しかし、百合子の冷れい冽れつともいえる口調が、駒井に平常心を取り戻させた。

「人間などにうつつを抜かして、あの時と同じ過あやまちを繰り返すおつもりですの？」

「なんだと」

　門倉の声が凄すごみを帯びた。鋭するどい視線が百合子を睨ねめつける。

「眠ねむりながらも、その一部始終は見ておりました」

　けれども百合子は怯ひるむことなく、門倉を見つめ返した。少し青ざめた顔をしながらも、必死の様子で。

「なぜ人間なんかを相手にするのです？　それも男性を。同族ならば血統を繋つなげていけますのに。門倉家の血筋が尊いことは堅森さまもよくご存じで……」

「そんなに門倉の血が欲しければ、叔父おじ貴きに迫せまればいいことだ」

　百合子の言葉を叩たたき落とすと、それまで黙だまってことの流れを見守っていた将威が「おいおい」と言いながら、二人の間に割って入った。

「勝手にわたしの名前を出さないでくれないか。そういった諍いさかいを嫌きらってわたしがコロニーを出てきたことは仲間なら誰でも知っていることだよ。それに、百合子はああ言うが、血筋とか関係なく、おまえのことを……」

「将威さまっ」

　フォローを入れようとする将威を百合子は止めるが、誰の目にも百合子が門倉を想おもっていることは明らかだった。

「いいから、早くおれの前から消えるんだ」

「わたくしではいけませんか？」

　それでも挫くじけず百合子は食い下がる。白い手を門倉へ差し伸のべた。

「触さわるな」

　百合子の手を容よう赦しやなく払はらい落とした音がして、駒井はビクッと反応した。

　恐おそる恐る門倉の腕の中から彼女の表情を覗のぞき見ると、驚おどろきを隠かくせない表情を浮うかべていた。

（なにも、そこまでしなくても……）

　自分に好意を寄せている者に、その仕打ちはないだろうと反感を抱いて身じろぐが、強い力で締しめ付けられているせいで、ビクリともしない。

「──おまえが出て行かないなら、おれが出て行く」

　深みの増した声で門倉は言った。

　さすがに百合子もそれ以上は迫れないと思ったのだろう、なにも言うことはなかった。

　腕の中に収めた駒井ごと部屋から立ち去ろうとすると、それより早く百合子はドアの前に立ちふさがった。来たときと同様、深々とお辞じ儀ぎをする。

「また参りますわ……」

　そう告げた声が掠かすれていた。

　百合子は痛みを抱かかえたような表情を見せて、その場から去っていった。

　走り去る足音が、暗い廊ろう下かに寂さびしく響き渡わたる。

　一瞬にして静せい寂じやくな空気が三人の間に流れた。

「わたしは女の子を泣かせるなと教育したつもりだったけどね」

　百合子の立ち去った方向を見ながら、将威がため息とともにつぶやく。

　部屋の空気が変わったことに駒井はハッとして、体に巻きついた門倉の腕を解いた。百合子の前では逃のがすまいとしていた門倉の腕は、あっさりと離れていく。

　あれほど高こう揚ようさせられていた体は、今はもういつもどおりだ。

「あまりむごい真似まねをするんじゃないよ。必死で当世風の恰好をしてこんなところまで追いかけてきたなんて、けなげじゃないか」

「だったらあんたが結けつ婚こんしてやれば？」

　少しも悪びれた様子なく門倉は言った。

「堅……」

「そんな言い方ないだろうっ」

　百合子への対応を見ていた駒井は、門倉の態度を不ふ愉ゆ快かいに感じて声を上げる。門倉を窘たしなめようと口を開いた将威より速い反応だった。

　強い口調でなじる駒井を、門倉はもとより将威もまじまじと見つめる。

「自分を慕したっている相手に対して、あの態度って……。ひどすぎるんじゃないか」

「ひどい？　適当に優やさしいことを言って、期待を持たせるほうがひどいとおれは思うがな。応こたえるつもりはないんだ。早く諦あきらめさせたほうが本人のためだろう」

「それは……」

　意外にも真っ当な言い分を聞かされて、駒井は少したじろいだ。

　単に百合子を嫌っての態度だと思っていたのに、門倉なりに考えていたのだと知る。

　けれども、去り際ぎわに百合子が見せた表情が胸によみがえると、男としてもう少し言ってやりたいことがあると思いなおす。

「それでも、言い方ってもんがあるだろっ。ストレートに言えばいいってもんじゃない」

　駒井がもう一度噛かみ付いてくるとは思っていなかったのだろう。門倉は紅潮した顔でムキになって言う駒井の顔を、ほんの一瞬注視した。

「おまえにおれのなにが分かる。知ったような口を利きくな」

　にべもなく言い捨てて、門倉は部屋を出て行く。

　反論を切り捨てるような門倉の横暴さに、駒井は怒いかりを込めた目でその背中を凝ぎよう視しした。

（吸きゆう血けつ鬼きの気持ちなんて、分かってたまるか！）

　元々種族が違ちがうのだ。門倉がどれだけ長く生きて、どんな生しよう涯がいを送ってきたかなんて駒井が知る由よしもない。なのに、今まで感じることのなかった種族の壁かべを突つきつけられた気がして、駒井はなぜか悔くやしい気持ちになった。

　吸血鬼になりたいわけではないのに、自分だけが人間のせいで蚊帳かやの外にいる状じよう況きようが駒井をそうさせていた。

「なんども言うけど、悪い子じゃないんだよ」

「先生……」

　身内に向ける感情のせいか、今の将威に底知れぬ恐ろしさのようなものは感じられなかった。

「ただ少し難しいところがあるからね、あの子は」

「難しい？」

「昔は素直だったんだけどな」

　独り言のように囁ささやいた将威の声が、途と方ほうに暮れたように聞こえた。



    

  
    
      

　　†　†　†



『──また、人間ですのね』

　怨思を含ふくんだ様子の百合子の冷ややかな声が、駒井の頭から離はなれなかった。

　あれは、門倉が百合子を自分から遠ざけるために、駒井との仲を見せつけたときのことだ。

　絶望を感じさせるような言葉だと思った。

（「また」と言うからには、過去にもそういうことがあったわけか）

　同じ過ちを繰くり返すのかと百合子は聞いた。

　ということは、門倉は過去に人間となにかがあったということなのだろう。過ちというのなら、歓かん迎げいされる類たぐいのものではないということだ。

（たとえば、恋こい、とか……）

　あの冷れい淡たんな門倉に恋だなんて似合わないと、笑い飛ばそうとしたのに笑えなかった。

　人間と吸血鬼の許されざる恋。

　そう考えると、門倉が家いえ柄がらや身分を放り出して人間の社会に出てきた説明がつく気がした。将威は土地を捨てたといっていたが、それは人間の恋人と共に暮らしていくためじゃないだろうか。

　門倉の性格的に考え難がたくもあるけれど、そう思うとしっくりくるような感じがする。

　あの男が恋した人とは、いったいどんな人なんだろうか。その人は門倉が吸血鬼と知っても、恋を貫つらぬいたのだろうか。そうだとしたら、今はなにを──？

　分からないことがたくさんあって、頭の中はくだらない想像でいっぱいになっていく。

（なんでこんなにあいつのことばかり考えてるんだよ）

　あの日から頭の中は門倉を取り巻くことでいっぱいだった。

　駒井にとって門倉はエサと捕ほ食しよく者しやの関係でしかないはずなのに、気づけば門倉に巻き込まれるようにして、ずいぶん吸血鬼の世界に関かかわってしまっている。

（おれなんて、ただのエサでしかないのに）

　いたずらに体を翻ほん弄ろうする熱い指も、淫みだらな囁きも、胸を蕩とろかすような甘い視線も、すべて血と快楽を享きよう受じゆするための手段であり、他ほかにはなんの意味もない。

　そんなことは、とっくに分かりきったことだというのに──。

　そこまで想像して、なにか惨みじめな気分になる。門倉のエサでしかない自分は大切にされることなどないのだと思うと、落ち込まずにはいられなかった。

（いや、別に大切にされたいわけじゃなくて……）

　大切にされないよりもされるほうがいい。それは当たり前のことなのに、駒井は必死で否定した。門倉のことだって考えたくもないのに、気づけばこうしてぼんやりと物思いに浸ひたってしまっている。

　自分がなんでこんなことを考えなきゃいけないのだろうと思いつつも、門倉のことが頭から離れない。

（それもこれも、あいつが最近おとなしいからだ）

　必要なときにメールで呼び出すと言っていた門倉から、ここのところ呼び出しのメールを受け取っていない。それはそれで好都合のはずなのに、音おと沙さ汰たがないと門倉の気分を損そこねたのかと逆に心配すらしてしまう。

　最後に別れたとき、門倉は怒っているようだった。「知ったような口を利くな」と吐はき捨てられて以来、偶ぐう然ぜんに会うことも顔を見かけることすらない。

　もしかしたら避さけられているのではないかとか、そんな余計なことを考えてしまう。

（それとも、おれのほかに気に入った血を見つけたとか？）

　それなら喜ばしいことである。

　新しい獲え物ものが見つかったなら、一方的に血を吸われることも、身体からだを求められることもない。ましてや妹が毒どく牙がにかかる心配もなくなったわけだ。

　諸もろ手てを挙げて大喜びしてもいいのに、なにか釈しやく然ぜんとしないものを感じていた。

（別の人間に乗り換かえるなら、一言礼くらい言ってもよさそうなものを）

　だからだろうか。まるで門倉からの連れん絡らくを待つように、駒井はここしばらく遅おそくまで薬局に残って仕事をしていた。

　就業時間に消化しきれない細々とした雑用なら掃はいて捨てるほどある。元々が細かい性格な駒井は、それらしい仕事を見つけては残業を続けていた。

　当直の薬やく剤ざい師しは駒井が薬局にいるのをいいことに、医事課へ出かけてしまっている。

　どうせまたゲームに興じているのだろう。当直に慣れた者たちは、当直の楽しみ方というものをよく知っていた。

　──そのとき、背後から風が通り抜ぬけた気がして、ドアが開いたのかと駒井は振ふり返る。

「あれ、柴しば田たさん、早かっ……」

　しかし顔を上げたそこには、百合子が静かに立っていた。

　思いがけない人物の登場に、駒井は飛び上がる。

　相変わらず人形のような整った顔立ちからは表情が読み取りにくいが、穏おだやかでない気配を身にまとっていることは分かる。

「なぜ、きみがここに？」

　この前も思ったが、一いつ般ぱんの人が気安く入り込める場所ではない。関係者に咎とがめられることなく堂々と病院内を歩いていることは普ふ通つうでは考えられないことだ。そう思うと、百合子がここにいることも特とく殊しゆな能力のなせるわざなのだろう。

　けれども百合子はその質問には答えなかった。

　駒井を見下すようにじっと見ていたかと思えば、唐とう突とつに口を開く。

「人間なんておろかな生き物に、堅森さまは……っ」

　駒井の存在を知って腹を立てているのだろう。門倉が自分たちの仲を誤解するよう見せつけたせいで、まんじりともできない思いを抱かかえていたのに違ちがいない。

　それは誤解だと弁解したいのに、キリキリと悔しそうに歯を噛かみ締しめる百合子の射るような視線は、とても他者の言葉など受け入れてくれそうもなかった。

　爆ばく発はつするのではなく、静かに怒りを溜ためている様子がなにか空そら恐おそろしく感じる。

「ちょ、ちょっと落ち着いて！」

「落ち着いてなんていられませんわ！　人間なんて、わたくしたちに不幸をもたらすだけの生き物に決まっています。あの時連れてきた男だって、結局は堅森さまを傷付けただけでしたわ……」

「え……男……？」

　先日から百合子がこだわっている人間は、間ま違ちがいなく「恋人」のことだ。だとしたら、門倉が恋した相手というのは、人間の男だったというわけなのか。

「お黙だまりなさい。人間の分際で。あんなの一時の気の迷いですわ、堅森さまが人間の男を伴はん侶りよに選ぶなんて！」

　百合子は嫉しつ妬とに燃えた目で駒井を睨にらみつける。まるでその相手を駒井に重ねているような態度を取られて困こん惑わくしてしまう。

「あの頃ころもみんなが反対しましたわ。人間となんてうまくいくはずがないと。あいにくわたくしは眠ねむりの真っ只ただ中なかで、その経けい緯いを見ていることしかできませんでした。二人の間を引き裂さくことができずにずいぶん悔くやしい思いをしましたわ。ですから今度は容よう赦しやいたしません」

　百合子の目には駒井は完全なる敵に見えているようだった。

（やっぱり、恋人がいたんだ。それも、生しよう涯がいを添そいとげようとするような恋人が）

　なぜか胸に痛みを感じたが、気づかない振りをして駒井は言葉をつないだ。

「その相手は、今は？」

「存じませんわ。堅森さまを裏切った人のことなんて」

「裏切った!?」

　あの男を裏切るだなんて、駒井には想像できなかった。仲間を捨ててまで選んだ恋だというのなら、きっと想いを遂とげたのだろうと思っていたのに。

　二人を引き離すような障害でもあったのだろうかと、ますます混乱して胸が騒さわぐ。

「あなただってそうするに決まってますわ。人間なんて信用なりませんもの。それなのに堅森さまは、前の時も今回も、たかが人間風ふ情ぜいをあんな愛いとしそうに見つめるなんて」

「誤解！　それは誤解だって。前のときはどうか知らないけど、おれは……」

「お黙りなさいっ。とっても目め障ざわりですわ。もう二度と堅森さまには近寄らないでください。堅森さまはわたくしがお守りします」

　ザッと室内に風が巻き起こったかと思えば一いつ瞬しゆんで空気が凍こおったように尖とがった。

　駒井は凍りついてしまったように、その場から一ミリも動くことができなかった。目を赤く光らせて自分に敵意を向ける百合子のことを見返すことしかできない。

（なに……を！）

　息を吐くだけでも困難だった。その上、爛ただれたように熱く感じる。

「くっ……！」

　息があがる。

　身動きも取れず、酸欠を訴うつたえた脳がドクドクと音を立てる。全身が心臓になったように、大きく脈を打っていた。

　瞠どう視しした先の百合子はうっすらとした笑いを顔に貼はり付けながら、ゆっくり駒井の元へ歩んできた。元の造作が人形のように整っている分、迫はく力りよくが増すようだ。

　百合子は駒井の目前に立つと、ほっそりした指先を頸けい部ぶに押し当てた。尖った爪つめの先が薄うすい皮ひ膚ふに喰くい込む。

「人は三割以上の血液を急に失うと、死に至るといいますわ」

　赤く濡ぬれたような唇くちびるの間から尖った白い牙きばがはっきり見えた。

「わたくしたちには人間の命など、取るに足らないものですの」

　青白い顔が迫せまってくる。その牙を頸けい動どう脈みやくに突つきたてるつもりなのだろう。門倉のように栄養摂せつ取しゆのためではなく、駒井を失血死させることが目的で。

（──殺される……っ）

　動かない体をもどかしく思っても、駒井にはなす術すべがなかった。このまま覚かく悟ごを決めるしかないのだろうか。

　唯ゆい一いつ微かすかに動く瞳ひとみをじりじりと百合子に向ける。

　冷ややかに見返されて、視線すら凍ってしまいそうになる。

「なにをしている」

　そのとき、張りつめた空気を破るように低い声が耳に届いた。

　聞き覚えのあるその声を、これ以上頼たのもしく感じたことはない。声の持ち主を予想して、心の奥で安あん堵どした。

「堅森さま……」

　駒井を縛しばっていた空気がふと緩ゆるんだ。体から力が抜け落ち、駒井は膝ひざから床ゆかに崩くずれる。

「そこを退どくんだ」

「嫌いやですわ」

　一歩詰つめ寄った門倉に対し、百合子は歯向かうようにきっぱり言う。途と端たんにまた駒井への束そく縛ばくがきついものになる。

「うっ……」

　息を吐はき出すのもやっとで、浅い呼吸を肩かたで何度も繰くり返す。

「堅森さま、目を覚ましてくださいませ。どうか……」

「やかましい。これ以上余計なことをすると、同族とはいえおまえも容赦しないぞ」

　門倉の怒ど声せいと共に、一いち輪りん挿ざしの花か瓶びんが床に落ちて派手な音をたてた。

　落ちて割れたにしては細かすぎるガラスの破は片へんを目にして、百合子は小さく息を呑のむ。

　まるでこの破片のようにしてしまうぞと言っているようにも思えた。

「……人間の肩を持つということですのね」

　呟つぶやくような言葉と共に、駒井の体は急に楽になった。百合子が駒井への攻こう撃げきを諦あきらめたようだった。

「もうここへは来るな」

　深く通る声で門倉は言い捨てる。その発言が予想外だったのだろう、百合子はパッと顔を上げた。

「堅森さま？」

　しばらく門倉を凝ぎよう視しするが、その視線が自分に注がれることはないと百合子は悟さとる。

「きっと、後こう悔かいしますわよっ」

　唇を噛むと、百合子は一方的に言い放つ。そして、嫉妬の感情を露あらわに駒井をきつく見み据すえ、スカートの裾すそを翻ひるがえして立ち去っていった。

「か、からだ……が」

「どうした？」

　駒井の様子がおかしなことに気づくと、門倉は床に座り込んだ駒井に近寄る。

「動かな……い」

　噛み合わせられない歯がカチカチと音を立てる。駒井は全身を細かく震ふるわせていた。

　百合子の束縛が緩んだものの、強い戒いましめから解放された体は痺しびれたように動けなかった。

　子供の頃に高熱を出した時のように、ぞくぞくした寒気も這はい上がり、体の震えは次から次へと湧わいて止まらない。

　駒井の様子を診みていた門倉は、チッと舌打ちすると自分の肩に駒井の体を担かつぎ上げた。

「楽にしてやるから、少し辛しん抱ぼうしてろよ」

　門倉は薄うす暗ぐらい廊ろう下かを早足で進むと、当直室へと向かっていった。







「せ、先生……？」

　うとうとしてしまってハッと目覚めると、門倉が自分の額に手を当てているのが分かった。

　駒井は当直室に担ぎこまれた後、安定剤ざいを注射されている。その薬の効果でほんのわずか寝ねてしまった間に、門倉は駒井の体を触しよく診しんしていた。

　だからだろうか、門倉の医者としての表情を見て、駒井は安心したように『先生』と口走っていた。

「名前で呼べと教えただろう。堅かた苦くるしいのは苦手だ」

「名前って。け、堅森……？」

　改めて名前を呼ぶことに恥はずかしさを覚えて、駒井は起き上がるとさりげなく床に視線を落とす。あまりの気恥ずかしさに、今後はなるべく名前を呼ぶような機会を作らないようにしようと心に決めた。

「具合はどうだ。熱もないようだが」

「あ……うん。平気みたい」

　そう言って、少し前の惨さん事じを思い出す。

　百合子に襲おそわれた恐きよう怖ふはまだ手に取るようにリアルに思い出されて、自分の腕うでで自分の身を抱だいた。

「すまなかったな」

「え？」

　あの門倉が謝罪の言葉を口にしていると知って、駒井は自分の耳を疑う。ぽかんとした顔でベッドの脇わきに立つ門倉を見上げた。

「仲間が迷めい惑わくをかけた」

「仲間って……」

　百合子のことを門倉が疎うとんじていたことは駒井も承知している。それなのに、同じ吸きゆう血けつ鬼きである百合子を仲間と認め、代わりに謝ってくる門倉に、同族への強い絆きずなを感じた。

　それはきっと駒井など入り込めないほど長い歴史の中で培つちかわれてきたもので……。

　あくまで部外者でしかない自分の存在に、駒井はどこかもどかしさを感じていた。

「過去のこと……聞いてもいいか？」

　ゆっくりと、躊躇ためらうように問いかけてみる。

　門倉は一瞬視線を合わせるが、無言のままついとそれを逸そらした。ダメだとは言わないから、その行こう為いを肯こう定ていと捉とらえて、駒井は話を続けることにした。

「彼女が言ってた。あんたは人間に裏切られたって。だから同じ人間であるおれのことも目障りだって。本当のことなのか？」

「──ああ。遠い昔の話だがな」

　うまく言いくるめられてうやむやにされるだろうと思っていたのに、予想外に門倉は返事をしてくる。その表情は悔かい恨こんと自じ嘲ちように彩いろどられて吐き捨てるような言い方だったけれど、話を逸らすことはなかった。

「昔って、いつ？」

「見た目の年ねん齢れいでいえば、おまえくらいの頃ころだ」

　あえて門倉は実年齢で答えなかった。

　それがいつの頃だろうと一いつ瞬しゆん思うが、そんなことは些さ細さいなことでしかないとも感じてしまう。いくらか自嘲気味にではあるが、質問に答えてくれる門倉の話の腰こしを折りたくはなかった。

「おれが一生を添そい遂とげたいと思った唯ゆい一いつの人だった。仲間には散々反対されたが、どんな困難も乗り越こえてみせる──そう思っていた」

「それは、恋こい人びと……？　愛した人がいたんだ」

「愛、ね。若かったからな」

　そんな感情を抱いていた自分を哂わらうように、門倉は窓辺に体を向ける。カーテンを少し開いて、遠くに見える街の明かりに目をやった。

「そうだったんだ」

　窓から見える景け色しきをじっと見み据すえる門倉に、失った悲しみの大きさを感じさせられた。

　いつも尊大な背中が小さく見えて、これ以上踏ふみ込んではいけないと思っているのに、駒井は質問をやめることはできなかった。

「その人は、今どこに──？」

「さあ。海の見える丘おかの上にでも眠ねむっているんじゃないか」

「眠って……？　あっ」

　駒井は自分の口を押さえた。

（もう、とっくに亡なくなってしまってるんだ……）

　自分の愚おろかさに呆あきれる。門倉の心に土足で踏み入るような真似まねをしていることに恥ずかしさを感じた。

「生まれつき心臓に持病のあるやつだった。命の期限が長くないことは本人も分かっていた。だからこそ、長く生きられる策をあいつに提案したんだけどな」

　過去の痛みを思い出したかのように門倉は眉まゆをひそめる。そこには駒井が知らないような二人だけのやりとりがあったのだろう。

「提案って……どういうこと？」

「人間が吸血鬼の血を飲むことで、永遠の命を得ることができる。つまり、人間を捨てて吸血鬼の仲間になるということだ」

「じゃあ……その人も……」

　そう言いかけた途と端たん、冷たく凝こごったような門倉の瞳ひとみを目にして、駒井は口をつぐんだ。

「おれはあいつにおれの血を飲むように言った。吸血鬼としておれと共に生きて欲しいと。けれど、あいつはそれを拒こばんで突とつ然ぜん行方ゆくえをくらました。人間の姿で死ぬことを選んだんだ」

　淡たん々たんとした口調で語る。

　まるで他人の日記を読んでいるように、そこにはなんの感情も入っていないように見えた。

「おれに愛を告げたその口で、おれの存在を否定されたということだ。そんなものが愛だというのなら、おれは愛など信じなくていい」

「堅……」

　名前を呼びかけて最後まで言えなかったのは、あまりにも門倉が深い絶望を抱かかえているように見えたからだ。ここで自分が何を言っても取り繕つくろった言葉にしかならなそうで、駒井はかける言葉を見つけられなかった。

　冷えた視線を窓の外に向ける門倉の硬こう質しつな横顔をこっそり見ては、胸が締しめ付けられるのを感じる。

　こんな風に門倉を置いていった人をひどいと思った。

　門倉の全すべてを許せないのだったら、はじめから愛さなければよかったのに。その程度の愛情なら相手を傷付けるだけだ。

　そう思って、百合子のことを思い浮うかべる。

　門倉が徹てつ底ていして彼女を突つっぱねるわけは、ここにあったのではないかと。

　期待を持たせるほうがひどいと門倉は言っていた。その言葉の深みが今なら分かる。

　窓まど枠わくに手を置いた門倉の指が、力の入りすぎで白くなっていた。それにもかかわらず静かに窓の外を眺ながめている門倉の姿を見ると、駒井のほうが辛つらい気分になった。

　その胸の中にはまだかつての恋人が住んでいるのかと思うと、駒井はちりちりとした焦しよう燥そう感かんを感じていた。







　恋人が自分の元から去ったときも、門倉はこうして窓辺に佇たたずんで外を見ていた。

　追いかければ捕つかまえられたのに、そこから動くことはできなかった。

　たとえ捕とらえることができても、一度できてしまった深い溝みぞは埋うまることはなかっただろう。その少し前に投げかけられた言葉が、門倉の心を抉えぐった。

　──『最後まで、人間でいたい』

　一語一句が今でも鮮せん明めいに思い出される。

　相手を真しん摯しに想おもっていたからこそ、言葉の威い力りよくは絶大だった。

　多能といわれる吸血鬼が無能であると打ちひしがれた瞬しゆん間かんだった。

　忘れたわけではないが、その存在を忘れようとはしていた。実際長い時を経てからは、生活している上でぼんやりとも思い出したことはない。

　けれどもこうして記き憶おくを辿たどれば、その姿をありありと思い浮かべてしまう。

　少しも忘れていなかった自分自身を……。

（それほどまでに、ダメージが大きかったというわけか）

　あの時の気持ちを封ふう印いんして数十年が経たつ。時代はいくつ移り変わったのだろうか。

　駒井の言葉に思い返してみれば、まだ全てが思い出に変わったわけではないと気づかされた。

　唯一の理解者だと思っていたかつての恋人は、門倉たちの住むコロニーに迷い込んだ旅人だった。発ほつ作さを起こして行き倒だおれていたところを、門倉が見つけたのだ。

　思えばあの時にはもう自分が長く生きられないことをうっすらと悟さとっていたのかもしれない。病気に冒おかされた体でもって、細々と旅をしていた。

　二十代も半ばだっただろうか。元教師だという男は、日本各地に伝わる民話や伝承を編へん纂さんする仕事をしていた。集落の近辺に散らばる吸血鬼伝説のうわさを聞きつけてやってきたらしい。

　透すけるように色の白い、儚はかなげな綺き麗れいな男だった。

　やさしげな困ったような笑え顔がおがとても印象的で、物もの珍めずらしさもあって門倉はその日から彼の元に通いつめた。

　それまで門倉にとって人間は単なるエサでしかなく、自分たちを恐れて逃げ回るものと思っていた。それゆえ、自らこの地へ足を踏ふみ入れるような人間の存在に衝しよう撃げきを受けた。

　門倉たちが異質な存在であることは、間もなく彼の知るところとなった。しかし、元々異形の者たちについて知識のあった彼はそれを知っても逃にげることはせず、むしろ大いなる関心を持って門倉たちに溶とけ込んでいった。

　知識が豊富で、また奇き譚たんを多く知っている彼は、夜中になると昔話をしてくれた。日本に散らばって伝わっている奇き妙みような話──中でも鬼おにや妖よう怪かいなどの異形の話は門倉を夢中にさせた。

　その頃の門倉は、吸きゆう血けつ鬼きという忌いまわしい自分の血を憎にくんでいた。

　なぜこんな風に人目を避さけてひっそりと暮らしていかなければならないのかと鬱うつ屈くつした思いを抱えていたが、男の話を聞いていると数すう奇きな運命にあるのは自分だけではないと教えてくれているような気がして、彼の前では不思議と心が安らぐのを感じていた。

　そんな彼を特別に思い始めたのは自然な成り行きだったのかもしれない。

　性別は関係なかった。ただ外界から遮しや断だんされたような閉へい鎖さされた組織の中で、唯一自分という存在を感じさせてくれる彼を自分のものにしたい……抱だきしめたい。そんな思いが日増しに膨ふくらんで、ある夜、門倉は彼の唇くちびるに触ふれた。

　彼は拒まなかった。それが、彼の出した答えだった。

　けれども幸せな時は長く続くことはなく、彼の病は深刻になっていった。

　そういう状じよう況きようにあって、門倉が医者を目指してコロニーを出たことは、当然の行動だったといえよう。

　すでにこの地を出てしまっていた将威に続いて門倉までもがコロニーを出て行くことに周りは異議を唱えたが、家の者は反対はしなかった。長い人生のほんのわずかな時間をどこで誰と暮らそうと、大きな問題はないということだろう。人間の命が儚いことを知っていて許していたのだ。

　そして医大を卒業し、医師になると門倉は外げ科かを専門に選んだ。

　当時の医学では恋こい人びとの病気は不治の病とされていて、ただひっそりと生活しているしかなかったのだ。出会った時より病気の進行していた彼は、旅をやめて門倉の元で静かに日々を送っていた。一いつ緒しよに暮らしながら、門倉は自分が病気を治すのだとその術法を探さぐっていた。

　そんな時、恋人は大きな発作に見み舞まわれてしまった。

　彼を治す手立てはまだなく、門倉は自分の血を飲むことを勧すすめた。生き延びる道の一つとして彼を自分の仲間にすることが一番簡単なことだと分かっていたが、自分の手で病気を治したかった門倉は、それは最後の手段だと決めて今まで伝えたことがなかった。

　けれども当然、恋人は自分の申し出を受け入れるものだと思っていた。

　門倉の一族に生まれ、その血を請こわれるのが当たり前になっていた立場としては、拒きよ絶ぜつする相手がいるのだということを考えたこともなかった。

　しかし予想に反して、彼は吸血鬼になることを拒んだ。

　それしか生きる道がないというのなら、人間のまま死を待つと言って、門倉の最後の願いを聞き入れることはなかった。

　そのときの門倉の失意に耐たえ切れなかったのだろうか。幸いに発作は収まったものの明らかに衰すい弱じやくした彼は、病びよう魔まに冒おかされた体を抱えて門倉の元から姿を消した。

　風のうわさに彼が亡なくなったと聞いたのは、それから半年後のことだった。

　たしかに想いが通じ合っていると感じていたのは自分だけだったのだろうか。

　医者になるといって上京したときも、多少強ごう引いんだったかもしれない。それでも彼は自分に「愛している」と告げたはずなのに、門倉の全てを受け入れようとはしなかった。

　彼が自分をどう思っていたのか、結局のところ分からないままだ。無理やりにでも本心を聞き出さなかったのは、望まない答えを聞きたくなかったからだろう。

　たった一度だけ、門倉は恋人の血を吸ったことがある。

　心臓に負担をかけないよう、一緒に暮らしていても性交すら数えるほどしかしなかったような仲だ。別れ際ぎわ、口付けの代わりに血を吸ってみたものの、長年の投薬に耐えた体は、本来の血の味が判別しにくいほど薬に侵おかされていた。

　けれども、その血は甘く優やさしい感覚を伴ともなって門倉の喉のどを潤うるおした。この上なく甘かん美びな血液だった。

　そう、それは最近手に入れたエサである駒井のものとよく似ている。
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　想い合うバランスというものは、非常に脆もろくも危あやうい。

　人を好きになること。その人から好きになってもらうこと。

　とても単純なことのように思えて、すごく難しいようだと駒井は考えていた。

（想いが深ければ深いほど、感情は複雑に絡からむんだろうな……）

　駒井は今までそれほど深く好きになった相手はいない。

　いいなと思う子がいても、自分から好意を告げたことはなかったし、灼やけつくような想いをぶつけられたこともなかった。

　それだけに、門倉が忘れられないほどの恋こいとはどういうものだろうかと思う。

　おそらくは、恋人をこの手で救おうと、門倉は医者になったのだろう。門倉の元々の専門が心臓血管外科だというのも、心臓に持病のあった恋人のためというのは想像がつく。

　けれども恋人は完治の見込みもなく、吸血鬼として生きるという術すべも放ほう棄きして亡くなっていった──。

　その後の門倉の絶望は、どれほどのものだったろう。そうした悲しみを抱かかえて、門倉は長い時間を一人で過ごしてきたのだ。

（愛など信じなくていいって言ってたっけ）

　そのときの冷れい冽れつな門倉の横顔が頭から離はなれない。駒井のことなど関係ないとでもいうように、孤こ独どくな瞳ひとみを窓の外に向けていた。

（きっと、その人のことが、今でも……）

　裏切られて、失って、それでも捨てきれなくて──。

「……でねー、聞いてるの？」

　ぼんやりとそんなことを思っていると、目の前の梓が声を尖とがらせた。

「あ、うん。聞いてるって。それで？」

　つい数分前、遅おそくに帰宅した梓は自分の部屋に入る前に駒井の部屋に押しかけてきた。帰り道に同どう僚りようたちと飲んできたらしい。

「だからね、中なか江えさんが大泣きしちゃって大変だったのよ」

「そこは何度も聞いたよ。退院する際に泣くほど長く入院してたのか？」

　少し酔よっ払ぱらった梓は、さっきから同じことを繰くり返し言って、なかなか話は先に進まない。今日退院した中江という女性患かん者じやと気が合ったのか、梓は後こう輩はいのように面めん倒どうを見ていたらしい。

「泣いた理由は退院するのが淋さびしいからじゃなくて、門倉先生なの」

「え？」

　突とつ然ぜん思いもよらない名前を出されて、駒井はドギマギしてしまう。

「門倉先生が泣かせちゃったのっ」

　怒おこったように梓が言った。

「なんでだよ？　泣かせたなんて、小学生じゃないんだし」

「中江さん、門倉先生が好きだったのよ。なにしろあの人は急きゆう患かんで搬はん送そうされてうちにきたんだから」

「ああ、そうか」

　中江という患者は、病状が落ち着いて一いつ般ぱん病びよう棟とうへ転出したクチなのだろう。自分を診みてくれた医師に特別な感情を持つことはおかしなことではない。

「それじゃあもしかして、退院するからって告白したとか？」

「コクハクって、お兄ちゃん古いなぁ……。ま、でも、そういうことよ」

「大泣きしたってことは──」

　その患者は、門倉に振ふられたのだろうと思う。

　門倉のあの様子では、誰かと付き合っていこうなんて考えるとは思えなかった。ましてや一度裏切られたと思っている『人間』となんて。

「そう、振られたの。その辺は誰もうまくいくなんて思ってなかったのよ」

　その言い分に、なんて失礼なと思う。親しくしていたと言っていたのに、なんだかしたたかな関係らしい。

「あ、悪口じゃないわよっ。中江さんだって振られるのを承知だったんだから。ただ言いたかっただけ。分かるでしょ？」

「あ、ああ」

　駒井はそれに同意するものの、女性の強さを凄すごいと思っていた。

（振られるのが分かってて、好きだと言うのか……）

「それがね、門倉先生ったらヒドイんだよ。きっぱりと断ってきてフォローのひとつもないんだって。勇気出してコクってんだから、少しは優しい言葉をかけてやってもいいと思わない？　それまで門倉ファンだった子達みんなでブーイングよ。あんな人だと思わなかったなぁー」

　門倉の文句を梓がつらつら並べ立てる。あれほどかっこいいと騒さわいでいたくせに、同じ口から悪口が紡つむがれるのが不思議だった。

「だいたいねー、有能だからって、何もかも許されるわけじゃ……」

「梓」

　まだ続きそうな梓の愚ぐ痴ちを、駒井はビシッと遮さえぎる。

「勝手なこと言うんじゃない」

「お兄ちゃん……？」

「あいつがどんな気持ちで突つっぱねているかなんて分からないおまえには、文句なんて言う資格はない。出て行ってくれ」

「え？」

　突とつ然ぜん怒おこり出した駒井のことを、梓は唖あ然ぜんとして見ていた。

　駒井は急に態度を変えた自分のことをおかしく思われていると知りながらも、平静でいることができなかった。床ゆかに座り込んだ梓を引っ張り上げると、半ば強制的に部屋から追い出してしまっていた。







　どうも、らしくないことをしていると思う。

　妹の言動に左右されることなんて今までなかったというのに、急に怒り出して部屋から追い出してしまった。

　門倉を好きだと言いながら、相手のうわべしか見ていない梓に腹を立てていた。それくらいの気持ちで好きだということが、なんだか許せなかったのだ。

　翌朝顔を合わせた梓は、そんなことを忘れたように駒井に接してきていた。酒を飲んで酔っていたようだから、昨夜のできごとなんて覚えていないに違ちがいない。

　それはそれで好都合だったと安心して、駒井もあの時のことを忘れるように生活していた。

　一方で、門倉とはあれきりまた顔を合わせていない。

　今夜携けい帯たいに入っていたメールが、門倉からの久々の呼び出しだった。

　深しん淵えんに触ふれてしまった後では、どんな顔をしたらいいのかと思うと、当直室へ向かう長い廊ろう下かが緊きん張ちよう感かんを増す。

　カツカツ響ひびく自分の足音を聞いて、心音が速まるのを感じていた。鼓こ動どうが速いせいもあって、いつもよりも早足で門倉のいる当直室にたどり着く。

（どうしよう、どんな顔したら……）

　ドアをノックする前に、そんな思いに囚とらわれる。

　久々の呼び出しに飛んできてしまったくせに、いざとなると顔を見るのが怖こわかった。

「なにしてるんだ。早く入れ」

　すると中から声が聞こえた。

　駒井がそこにいたことなんて、とっくに分かられているのだろう。ドアを開けると、座っていた椅い子すごと門倉は振り返った。

「呆ほうけてないで、早く来い」

　門倉は驚おどろくほどいつもと変わらなかった。

　先日の門倉は別人だったのではないかと思うほどだ。けれどもそれのほうが都合がいいとも感じる。しんみりとした門倉を前にしては、こちらも調子が狂くるってしまう。

「今夜はわりと早めに急患が来る。それから朝まで途と切ぎれることはない。あまり時間がないんだ。ぼやぼやしてるなよ」

「なぜ、そんなこと……？」

「勘かんだ」

　普ふ通つうならば納なつ得とくしないだろう言い草にも、いちいち驚かなくなってしまっていた。慣れというものは恐おそろしい。

　門倉は駒井の手を引いてベッドに促うながす。駒井を仰あお向むけに寝ねかせると、時間が惜おしいとばかりにシャツのボタンを外した。

　途と中ちゆう、一つだけひっかかってうまく外せないボタンに、門倉は忌いま々いましそうに眉まゆをひそめる。門倉の苛いら立だちが駒井に伝わった。

（恋こい人びとのことなら、もっと大切にするんだろうな）

　ボタンを外す指先を見つめて、ぼんやりと駒井は思う。

　もっと優やさしく抱だきしめ、クスクス笑いながら愛を囁ささやくかもしれない。シャツのボタンを外すことさえじゃれあいの一つだ。こんな風に面めん倒どう臭くさがることはしないだろう。

　やがてシャツの前を開いた門倉は、首筋に噛かみ付いた。

「う……」

　息を止めて痛みを殺す。

　牙きばが全部収まるまでは、痛みで頭の中が真っ赤になる。

　ほんの一いつ瞬しゆんのことではあるが、慄おののいてしまうほどの痛みには変わりない。

　この行こう為いすら、恋人に施ほどこすのならもっと優しく手順を踏ふむだろう。たとえば痛みを感じないほど身体からだを昂たかぶらせ、甘い疼とう痛つうを与あたえるよう牙を刺さし入れる。その時に殺すものは、痛みではなく嬌きよう声せいだ。

　そんなことを想像すると、いつも急激に熱を持つ身体の反応が鈍にぶかった。冷えたものが腹の底に蓄ちく積せきしたように、上じよう昇しようする熱を冷やしてしまう。

　けれどもそれがまた、なんだかもどかしい。

「あ……はっ」

　肩かたで息を繰くり返すと、首筋に顔を伏ふせた門倉が視線だけをついと上げた。いつもと様子の違う駒井を観察するように見ては、吸い上げをきつくする。

「ん、あっ！」

　嬌声にも似た声を出すと満足したのか、鋭するどい牙をずるずると引き抜ぬいた。小さく震ふるえる駒井の肩に手をかけて、伸のばした舌で噛かみ痕あとを舐なめる。

　駒井は固かたく目を閉じたまま、その行為を受け入れていた。こうしていると本当に、いつ喉のど元もとを破られるかもしれない獲え物ものになった気分だった。

「なんだ、今日はおとなしいな」

　体を強こわ張ばらせた駒井を見て門倉が言った。

「まあいい。こちらへ来い」

「えっ？」

　ベッドの縁ふちに移動した門倉は、片足を床に下ろし、もう片足はあぐらをかくように座って駒井を呼んだ。

「上に乗れ」

　自分の大だい腿たいを叩たたいて門倉は呼ぶ。嫌いやだとは言えない空気だった。ワイシャツの襟えり元もとを握にぎり締しめて駒井は逡しゆん巡じゆんする。

「来るんだ」

　強い口調で命令されて、おずおずと門倉の膝ひざに座る。向かい合うように腰こしを落とすと、「違ちがう」と言われ、逆を向かされた。

「それって……！」

　部屋の入り口に向けて体を開いていることになる。

　誰かがドアを開けてひょいと顔を覗のぞかせれば、駒井のあられもない姿はおろか顔まで目に入ることになるだろう。

「呼び出しに応じなかったら、ナースがここまで押しかけてくるだろうな」

　門倉は尖とがった顎あご先さきをしゃくって机の上を示す。その上には当直医が持たされるＰＨＳが無造作に置いてあった。

「嫌だ、そんなのっ」

　膝を合わせて丸くなると、門倉の手が内うち腿ももを撫なで上げる。強い力で両りよう脚あしを大きく開かされた。

「嫌？　そんなことを言えた立場だったか？」

「い……っ」

　カチャリと音を立ててベルトが外され、スラックスの前たてを撫で上げられる。

「嫌だと言うわりには敏びん感かんなようだな」

　シャツ一枚隔へだてた背中越ごしに門倉の声が響く。うっすらと笑いながら言う声を聞いて、背筋がゾクッとする。

　誰かに見られるかもしれないという背徳感が駒井をいつもより敏感にしているのはたしかで、肌はだがピリピリするように痛い。

　腿をゆるゆると撫でさすっていた手は、ファスナーを下ろして中に入り込んだ。下着のウエストから駒井の中心に指を這はわせる。

　薄うすい下生えを搦からめ捕とりながらまさぐられると、嫌だという気持ちを裏切って勃たちあがってしまう。

「せめて、鍵かぎを……」

「却きやつ下か」

　ドアへと伸ばした腕うでを引き寄せられる。

「誰かに目もく撃げきされたとしたら、おまえが誰のものか知らしめるのにちょうどいい」

　もちろん冗じよう談だんで言っているのだろうが、駒井はその発言を聞いてますます緊張感をつのらせる。今あのドアを誰かが開けたらと思うと、ドクンと大きく鼓動が響く。

「ううっ……」

　恥はずかしいし本当に嫌なのに、門倉に触さわられれば簡単に声をあげてしまう自分が恨うらめしい。必死で抵てい抗こうしてみるが、じらす効果しか生み出しはしなかった。

「ほら、もうこんなだ」

　門倉の動きに合わせてクチッと湿しめった音が聞こえた。

「やめっ。こういうのは、もう……」

　服装すら崩くずれず息も荒あららげることのない門倉の腕の中で乱されて、気持ちの温度差をひしひしと感じさせられる。自分だけが熱くなっていることが我が慢まんできない。

　即そく物ぶつ的なのは今日に限ったことではなかった。この関係が始まって一ヶ月が経たとうとしているが、その頃ころからずっと、門倉が服すら脱ぬがないことを気にかけていた。

　前をくつろげるだけだなんて、排はい泄せつ行こう為いと変わらないように思えて、やはり自分はそれだけの価値しかないのだと思い知らされる。

「今夜はノリが悪いな。初めはあんなに感じまくっていたものを。前だけの刺し激げきじゃ物足りなくなったか」

　駒井の溢あふれさせた蜜みつを指で掬すくい取ると、門倉はみっちり閉じた窄すぼまりに飲み込ませた。一日に何件もオペをこなす器用な指先が、内ない壁へきを探さぐるように忍しのび込む。

「い、いやだっ」

「時間がないと言ったろう。手間をかけさせるな」

　吐はき出すような物言いに、心が凍こおったように強張った。この関係に自分の意思など汲くまれることはないのだと思うと、心臓をわしづかみにされた気分になる。

「嫌だ！」

　叫さけぶと駒井は渾こん身しんの力で門倉の腕を払はらっていた。

　いつもと様子の違ちがう駒井の抵抗に、門倉は虚きよをつかれて駒井を逃にがす。腕の中から這い出た駒井は、ベッドの隅すみまで遠ざかると、背中を向けたまま肩で息をついた。

「逃げようだなんて、いい度胸だな」

　門倉の低い声にビクッと身をすくめる。

　所しよ詮せん自分は門倉のエサでしかなく、それ以上でもそれ以下でもない存在だった。門倉の都合で呼び出され、気が変われば放り出されるしかない。

　こういった関係は、いつまで続くのだろう。

　脅おどされて強要された関係だというのに、門倉に飽あきられる日が来るのだと思うと恐おそろしい。それは今日かそれとも明日か。考えるだけで、息が苦しくなる。

　駒井のことを必要ないと感じたとき、門倉は容よう赦しやなく自分を見放すだろう。百合子や患かん者じやにしたように、冷たい視線を自分に注いで。

　それを想像しただけで恐ろしい。

　自分のことなどすっかり忘れて、次の獲物を毒どく牙がにかける門倉の姿を想像したら、なんともやりきれない気分になる。

　新しい獲物を相手に愛のない営みを繰り返す。それは永遠に続いていく。

　繋つながれることのない心を思うと悲しくなった。

「どうせ、おれのことも忘れるんだろう？」

　気づけばそんな言葉が口をついて出ていた。

　文句でも愚ぐ痴ちでもない、ぽろっと零こぼれ落ちた言葉だ。けれども音声に乗るとその言葉はとても淋さびしいもののように聞こえた。

　長い門倉の人生の中で、駒井の存在はどこに引っかかることもなく忘れ去られていくのだろう。自分は門倉を決して忘れることなんかできないというのに。

　そんな思いを抱いだくことは門倉にはなかったのだろうか。

　門倉を振ふり返ると、ハッと息を呑のむ姿が見える。珍めずらしくも焦あせっているような表情がうかがえた。言葉をなくす門倉というのも滅めつ多たに見られるものではなくて、駒井は眉まゆを寄せた。

　なんだか視界が曇くもったようになって、どうしたのだろうと訝いぶかしがる。

「あ……」

　けれどもすぐにその理由が分かった。駒井の頬ほおを温かな涙なみだが筋を作って流れ落ちていた。

　自分が泣いているということに、駒井は驚おどろいていた。

「なぜ泣くんだ」

　門倉に問われて、動どう揺ようの隠かくせない視線を向ける。

　しかしそれも一いつ瞬しゆんのことで、駒井は我に返るとだらしなく下りていたファスナーを引き上げた。手早くベルトを締め、サッとシャツの前を掻かき合わせる。

「待てよ」

　逃げるようにベッドを下りると、門倉が腕を掴つかんだ。けれどもそれを振り払い、駒井は必死で当直室を後にした。

　門倉は追いかけてくることはなかった。







　悲しいと感じていた。

　心を交かわすことのできないまま身体からだを合わせるような現状を。

　ただし、駒井はわが身の可愛かわいさに泣いたわけではなかった。

　使い捨てのように扱あつかわれる自分のことも不ふ憫びんに思いはしたが、それ以上にそういう関係を滔とう々とうと続けてきた門倉のことを思ったら、彼の抱かかえてきた孤こ独どくに触ふれたような気がした。そして、それはこの先も続くのだと思うと、やりきれない気持ちになった。

　門倉のことが、好きなのだ。

　当直室を飛び出してきた時には分からなかったけれど、多分そうなんだろうと思う。

　だからこそ、自分が単なる通過点にしかならないことを思うと、衝しよう動どう的にこの場から逃げ出したい感情に駆かられてしまった。腕を払ってでも逃げたかったのに、門倉が追いかけてきてくれなかったことに深いショックを受けていた。

　やはり自分には追いかけてもらえるような価値はないのだと、その瞬しゆん間かんに分かってしまっていた。

「なぜ、吸きゆう血けつ鬼きなんかに……」

　永遠の時を生きる相手を好きになってしまうなんて馬ば鹿かげている。それに門倉は愛を信じないと言っていた。

　たとえ一生想おもっていても、この気持ちが報むくわれることはない。気づいたばかりのこの恋こいに未来は待ち受けていなかった。







「あれ、もしかして残業していくつもり？」

　終業時間を過ぎてもまだ薬局に残っていた駒井を見つけると、ニコニコしながら柴田が声を掛かけてきた。恰かつ幅ぷくのよい柴田は、誰にでも分け隔へだてなく愛あい想そがよい。

「だったら少し出てきていいかな。今夜の当直おれなんだけど」

　そして、柴田は誰よりも図ずう々ずうしかった。

　当直の暇ひまなときに対戦ゲームで遊ぶのが最近の柴田の楽しみだと知って、残業するつもりはなかったものの、もう少し残ってもいいかと思い直す。

　もう当直帯に入っているため薬局に詰つめていなければいけない決まりもないが、この時間は所用でナースたちの出入りもあるので、誰かがいたほうがいい。

「ゲームですか？　医事課でしょ」

「お。よく分かってんじゃん」

　柴田は手にしていたゲーム機を駒井に見せた。

「しょうがないな。一時間しかいませんよ」

「ははっ、頼たのむよ」

　柴田はひょいっと片手を上げながら医事課のほうへ消えて行った。

　しょうがないと柴田に言いつつも、駒井は病院へ残る理由ができたことにホッとしていた。

　今夜も当直室に呼び出されていたからだ。

　休きゆう憩けいの合間に受信した携けい帯たいメールの中には、いつもと変わらず用件のみの書かれた門倉からのメールがあった。愛想もなにもない、たった一行だけの文が。

　そろそろ当直室へ行かないと、門倉にどやされるような時間だった。昨日も呼び出しを受けながら無視してしまった身だ。そのことについても怒おこっているだろう。

　けれども駒井は、今夜も呼び出しに応じるのを躊躇ためらっていた。

　顔を見たいと思う。声を聞きたいと思う。心が干ひ上あがったようになるくらい門倉のことが不足している。

　このまま当直室に向かえば、間ま違ちがいなく抱かれるに違いない。血を吸われて、当たり前のように門倉の腕うでの中に陥かん落らくしてしまう。

　それを思うと体がここから動かない。

　門倉に抱かれることが嫌いやなわけではない。好きな相手のことだ、少しでも触れていたいと思うのは駒井も同じだった。けれども、身体しか求められていないと思い知るのが辛つらかった。

　恋を自覚してしまっては、想われていない相手に抱かれ続けるのは辛すぎる。いつ飽きられるのだろうと怯おびえる日々を過ごすのはやり切れない。捨てられる日を思ってビクビクするより、自分から離はなれてしまえればどんなに楽だろうと思う。

　だから今夜の呼び出しにも応じられずにいた。行きたい気持ちがあることは、メールを見てはため息をつく回数の多さが物語っている。

　思い切ってさっさと帰ってしまうほど自制心が強いわけではなく、また心の整理もできていなくて、こうして用事を作っては病院内に残っているのである。

　未練たらしいとつくづく思うが、自分ではどうしたらいいのか分からない。

「……ここにいたのか」

　背後から耳に馴な染じんだ声が聞こえて、恐る恐る振り返る。

「なにをこんなところでモタモタしてるんだ。当直の予定じゃないだろう。昨夜もまんまと無視しやがって」

　門倉の姿がそこにはあった。少し尖とがった声質から、機き嫌げんを損そこねてしまっていると知る。

　もしかしたら、自分が当直室に現れないせいで門倉のほうからここまで足を運んだというのだろうか。自分を捜さがし歩いてきてくれたことに心が弾はずみ、けれどもその後すぐに勘かん違ちがいだと思い直した。

　たしかに自分を求めてくれているのかもしれないが、それは血が必要なせいだ。門倉には駒井の血液が必要だからこうして薬局まで訪おとずれたのだ。

「余計な時間を取らせるなよ」

　そう言って門倉は駒井に手を伸のばした。術衣の上に羽織っていた白衣の中に抱だき込まれる。その温ぬくもりに身を寄せてしまいそうになる自分を必死で制止すると、突つっぱねるようにして門倉の胸に両手をついた。

　グイと力いっぱい全身で拒きよ絶ぜつする。

　そうしなければ欲しがってしまいそうだった。引き寄せてくる腕を、自分のいいように解かい釈しやくしてしまいそうだ。

「嫌だ。おれを抱くのはもうカンベンしてよっ」

「なんだって……？」

「血を吸うだけなら構わない。それで梓に手を出さないというのならいくらでも応じる。でも……っ」

　門倉の右みぎ腕うでが動くのを見て、駒井はギュッと目を瞑つぶった。

　生意気を言ったせいで殴なぐられるのではないかと思ってしまったからだ。

　けれども門倉の腕は駒井の手首をきつく捕とらえただけで、暴力に走ることはなかった。

「痛っ」

　しかし、力の強い門倉に手首を掴まれては、絞しぼり上げられるように痛みを感じる。

「なにを考えているんだ。他ほかのやつがよくなったか？」

「違ちがう。他のやつだなんて、そんな相手いないよっ」

　自分の心が他の人間へ向かったのだと思われるのは嫌だった。こんなにも好きなのに、好きだからこそ禁じようとしているのに、それではあんまりだ。

「おまえはこの間もおれから逃にげたよな。やっぱり人間がいいんじゃないか？」

　けれども門倉は、駒井に好きな相手ができたのだろうと疑っているようだった。その相手に操みさおを立てようとしていると思われているのかもしれない。

　それも『人間』と口に出すからには、自分が想われているなんてこと、これっぽっちも考えることはないのだろう。

「違うよっ。血を吸うのならいいんだ。ただ、もう体は……」

「そんな我がままが許されると思ってるのか」

　手首の拘こう束そくがよりいっそう強くなって、駒井は小さく呻うめいた。俯うつむきがちだった顔を、門倉の空いたほうの手で無理やり上に向かされる。

　強い光を放つ蒼そう黒こくの瞳ひとみとぶつかった。なにを言うわけではないというのに、その目に見つめられるだけで生き餌えにでもなったような気がする。

「おまえはおれのものだ。血を吸われれば、いつものように恍こう惚こつとした目でおれを見るに決まっている」

　冷ややかな声がそう告げたかと思うと、強い力で駒井を引き寄せる。痺しびれたように身動きの取れなくなった駒井は、少しも抵てい抗こうできずにいた。

「う……」

　首筋に尖痛を感じて、駒井は息を詰めた。

　こんな風に保有の証あかしに牙きばを立てるなんて、血がうまいからと求められるよりなお悪い。それでも門倉が自分のものだと主張してくれることに、心が震ふるえるようだった。

（おれは、どこまで堕おちていくんだろう……）

　堕ちてしまえるものなら、とことん深いところまで堕ちてしまいたい。それで門倉の心が得られると誰かが言えば、喜んでそうするだろう。けれども堕ちるだけでは門倉を自分のものにすることはできないのだ。

（だったら、どうすれば、いい……？）

　胸の痛みを堪こらえようとした時、カシャーンという音が響ひびいた。

「お、お兄ちゃん？　先生っ？」

　その声にハッとなり、駒井の首筋から牙が抜ぬけ出た。抱きしめていた腕の力も緩ゆるむ。

　薬局の入り口に佇たたずんでいたのは梓だった。手に持っていたバインダーを落としたのだろう。床ゆかに転がって、綴とじていた紙が散らばっている。

「二人がなんで……？」

　信じられないといった表情をする梓の前に門倉が立ちはだかると、顔の前にサッと手をかざした。その一ひと振ふりだけで梓の体から力が抜けたようになり、ふらふらと床に崩くずれ落ちる。

「梓に何を……っ！」

「少し意識を奪うばっただけだ」

　駒井は梓の元に駆かけ寄った。クタッと力の抜けた体をドアに預けた妹は、気を失ったように瞳を閉じていた。呼吸をたしかめ、その肩かたを自分の元へ引き寄せる。

　門倉が吸きゆう血けつ鬼きとして有能らしいことは知っている。けれども今までその独自の術を駒井の前で積極的に披ひ露ろうすることはあまりなかった。せいぜいが人より少し勘かんがいいといった感じだ。

　けれども門倉が少し手を上げるだけで、一人の意識を簡単に奪うことができてしまう。それをまざまざと見せつけられて、自分との違ちがいを思い知る。

「眠ねむらせているだけで、記き憶おくを操作するほどの効力はない」

　顔色を変えた駒井を見て、門倉はそう説明を加えた。大きな害はなさそうなことにひとまず安心する。

「油断したな。まさか目もく撃げきされるとは」

　呟つぶやいた門倉の一言に、駒井はさーっと血の気が引くのを感じた。

「まさか、妹の血も吸おうってわけじゃ……」

　自分がはじめに門倉の姿を当直室で目撃してしまった時、タダでは済ませないと自分を捕らえて言った門倉の姿を思い出した。結局は梓も駒井と同様に、門倉の手にかかってしまうのだろうか。

　門倉の正体を知る者が増えるということは、ひっそり生きる吸血鬼にとって非常に都合が悪いということは駒井にもよく分かっていた。自分は口外しないといっても、信じてもらえるはずはないだろう。

　たかが人間の言葉など。

「──いや、それには及およびはしないよ」

　響いてきたのは門倉の声ではない。

　騒そう動どうを察知したのだろう、カツカツと廊ろう下かのほうから靴くつ音おとが響いたかと思うと、現れたのは将威だった。深い色のスーツが闇やみに溶とけ、まるで暗夜を飛んで現れたような錯さつ覚かくを起こす。

　たしかに足音は聞こえていたのに思い違いを起こしてしまいそうになるほど、夜を支配する者のにおいが将威から漂ただよっていた。

「目撃者が二人に増えるとはね。そろそろここも潮時ということなんだろう」

　ゆったりとした物言いの中にも逆らえないものを覗のぞかせる。この場では将威に決定権があるのだと駒井に気づかせるような語調だった。

（潮時ということは、ここを去っていくつもり……）

　言葉にすることができず、問うような眼まな差ざしで将威を見上げると、「そうだな……」と腕うで組ぐみをしながら将威は言った。

「この兄妹きようだいも始末するべきだな。きみの事は気に入っていたんだが、こうなってしまえば仕方がない。残念だけど」

　柔やわらかな口調で言い放つ将威のことをやはり恐おそろしいと駒井は思った。いくら優やさしげな表情をしてみても、本ほん性しようはこちらなのだろう。少しは馴なれ合ったつもりでいたのにこうも容易たやすく自分を始末することを口に出すなんて、やはり底の知れない恐ろしさがある。

　自分たちはこの男に消されてしまうのかと思うと、梓を抱く手にギュッと力が入った。自分が関かかわったばかりに、妹まで巻き込んでしまうとは……。

　あの穏おだやかそうな双そう眸ぼうが次に赤く光ることがあれば、それが最後。自分の命はもうその時に終わるのだと感じていた。

「待て、その必要はない」

　張りつめた空気を破ったのは門倉だった。

「おまえが止めるのか。やはり本当に気に入った獲え物ものだったようだね。それとも情が湧わきでもしたかい」

　駒井を始末すると言った時と同じ口調で、からかうように将威は言う。そんな叔父おじのことを門倉は冷えた目で一いち瞥べつした。

「妹のほうに決定的な場面は見られていない可能性もある。ややこしくならないよう暗示をかけて眠らせたが、目覚めたらこいつがうまく妹を言いくるめればいいことだ。始末まですることはない」

「ほう、情けをかけるのか」

「大事にする必要はないと言っているんだ。あとはおれたちが去れば、勝手に忘れていくだろう。吸血鬼の存在を人間が忘れるのは一いつ瞬しゆんだ」

　そんな具合に自分の目の前で話が決まっていく様子を、駒井はただ見ているだけだった。

　分かることは、自分が殺されずに済みそうだということと、門倉が自分の前から去ろうとしているということくらいだ。

「どうだ。おまえがうまく妹を口先で丸めこめるというのなら、おまえら二人に危害はあたえない。できるか？」

　門倉は現状について行くのがやっとな様子の駒井の前にしゃがみこんだ。同じような目の高さになり、言い含ふくめるように告げる。

「……あ、ずさが、無事なら」

　掠かすれる声を振ふり絞しぼって、やっとのことでそう言った。

「ああ、それなら心配することはない」

　じっと駒井を見つめた後、門倉はすっくと立ち上がり、広い背中を向けた。

「そうと決まれば、今夜にでも旅立つ用意をしなければいけないね」

　将威の言葉に小さく肩を揺ゆらす。

（これっきり、もう会うことはない？）

「ま、待って！」

「──なんだ？」

　呼び止めた駒井の元に返ってきたのは冷えた眼差しだった。

「え、あの……」

　存外に冷えた目で興味なさそうに駒井を見る門倉を見て、何も言うことができない。

「用がないなら、行くぞ」

　門倉は背を向けたまま、挨あい拶さつひとつすることなく薬局から出て行った。その後に将威も続く。

　廊下を立ち去るその後ろ姿が闇にまぎれるまで目で追うが、門倉が後ろを振り返ることは一度もなかった。ほんの少しの期待を抱いだいていたというのに、横顔すら見せてはくれなかった。

　なにもかもが、終わった──。

　もう自分は門倉のエサでもなんでもない。とうとう用無しになったことを痛感し、絶望的な気分に打ちひしがれていた。
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　門倉が立ち去ってから五分と経たたないうちに梓は目を覚ました。

　小こ柄がらな妹とはいえ気を失った人間は予想以上に重く、駒井一人の力ではどこに運ぶこともできなかった。仕方なくそのまま冷たい床ゆかの上に寝ねかせておき、駒井の白衣を上うわ掛がけ代わりに掛けていただけである。

　柴田が戻もどってきたら手を借りて別の部屋に移そうと思っていたので、早く気づいてくれてよかったと安心する。

「あれ、お兄ちゃん？」

　見慣れない景け色しきだったのだろう。目を開いた梓はパチパチと瞬まばたきを数回繰くり返すと、不安そうに周りを見み渡わたした。

「ここって……？」

　幾いく分ぶんぼんやりしながらゆっくり上半身を起こす。頭からナースキャップがころんと落ちてきたのを受け取って、自分が病院内にいることを知ったようだ。ナースキャップと周囲を交こう互ごにキョロキョロと見回していた。

「薬局だよ。おまえ倒たおれたの。貧血なんじゃないか？」

「倒れた──？」

　梓は腑ふに落ちないような表情で、駒井の言葉を復唱する。梓がそれを奇き妙みようだと感じるのも仕方がない。まるっきり嘘うそだからだ。

「気分はどう？　払はらい出しに来たんだろ」

　まだ床に座ったままの梓に近づく。顔色を見るように額に手を伸のばすが、物問いたげな梓の視線がこちらを向いていることを知って、さりげなくそれから逃のがれた。

　慣れない嘘をつき通すには意外と体力が必要だと思った。ボロが出ないよう頭を回転させ、顔が引きつらないよう表情を作る。早はや鐘がねを打つ心臓を気力で黙だまらせる。

　暑くもないのに汗あせばんでくる手のひらを、梓に悟さとられないようにギュッと握にぎり締しめる。

「もう大だい丈じよう夫ぶなら、早くカートを……」

「お兄ちゃん」

　上ずって早口になる駒井の言葉を、冷静な梓の声が遮さえぎった。いつもより少し硬かたい梓の声を聞いて、駒井は話し通すことができず黙ってしまう。

「門倉先生がいたよね」

　確信に満ちた梓の言葉を聞いて、駒井は息を呑のんだ。

（やはり、梓は十数分前のことを忘れているわけではないんだ）

　あわよくば忘れていやしないかと、そんな期待をしていた。けれどもそう都合よくはいかないようで、門倉の告げたとおり記き憶おくの操作はされていない。

　けれどもここは、梓の言葉に動じていてはいけないと自分を叱しかる。

「なに言ってるんだよ。倒れてる間に夢でも見てたんだろ。おれが先生と知り合いなわけがないじゃないか。だいたい医者の先生がこんなところまで足を運ぶわけがないだろう」

　もっともらしいことを早口で告げる。一気にまくしたてなければ、途と中ちゆうで言いよどんでしまいそうだった。

　普ふ通つうの生活をしていたら、門倉と自分が出会うことはない。わりと棲すみ分けのきっちりできている病院内で、同じ空気を吸うことはないだろう。特別に親しくしているほうがおかしいのだと梓に知らせる。

（そうか、知り合いなわけがないんだ……）

　自分の放った言葉が駒井の身にぐさりと突つき刺ささった。じわじわと言葉の意味を噛かみ締める。

　二人の出会うきっかけは、駒井が門倉の吸血行こう為いを目もく撃げきしてしまったことにある。そんなことでもなければ、挨拶を交かわすような関係すら持ってはいなかった。

　自分を抱くときの腕うでの強さも、冷ややかな笑い顔も、残ざん虐ぎやくに見える優しさも、もう自分に馴な染じんでしまったことの全すべてが、明日になれば自分とは関係ないものになるのだ。

　たとえ門倉たちがいなくなったとしても、病院の形態が大きく変わるようなことはない。薬やく剤ざい師しである駒井の業務には、なんの支障もありはしない。

　ただ、医師が二人去っただけのことで──。

「知り合いなわけはないんだ……」

　呟つぶやく語ご尾びが掠れてしまう。

　こんな時に泣いてはいけないと思っているのに、急にこみ上げてくるものを堪こらえることはできなかった。奥歯を噛んで耐たえるものの、嗚咽おえつが忍しのび漏もれる。

「えっ。ちょ、ちょっと。お兄ちゃん？」

　慌あわてふためく梓に泣き顔を見られまいと、駒井は両手で顔を覆おおう。歳の近い兄妹きようだいだけれど、駒井はいわゆる長男気質が強かったので、今まで妹の前でこんな風に泣いたりするようなことはなかった。梓がギョッとするのも当たり前と言えよう。

「泣いてるの？　なんでっ？」

　心配するような問いかけにも、ただ顔を横に振るだけだった。

　こんなに胸が痛くなるほど好きだというのに、門倉が自分を置いていなくなってしまうなんて耐え切れない。どうせなら、自分の中から門倉の記憶を全て消して行ってくれればいいのに。

　苦しいほど好きな気持ちを忘れたりできるのだろうか。

「嘘なんかつかなくていいからっ」

　俯うつむいて顔を覆う駒井に、梓はそう言った。

「好きなんでしょ、門倉先生のこと」

「……あ、ずさ？」

　不意を突かれて、誤ご魔ま化かすことも笑い飛ばすこともできなかった。取り繕つくろうこともできずに、涙なみだに濡ぬれた顔でまじまじと梓を見る。

「嘘なんてつかなくていいよ、しっかり見たもん」

「見たって？」

　ドキッとする。梓が門倉の何を見たのか確かめる必要があった。

　自分の血を吸っている場面を見られたのかと思うと、不安から涙も引っ込んだ。門倉が首筋に喰くいついている姿を見て、梓は何を思っただろう。

「抱だき合ってたでしょ、さっき」

「抱き……？」

　けれども、努めて明るく言う梓からは予想外の言葉が紡つむがれた。

「門倉先生がお兄ちゃんのこと、ギューッと抱きしめてるとこ見ちゃった」

「それ、だけか？」

　梓には吸血行為を見られているのだと思い込んでいたので、妹の誤解に心底ホッとする。胸につかえていた塊かたまりがスッと抜ぬけ落ちたような感じだった。

「え、なに。キスでもしてたの？」

「そんなんじゃないよっ」

　慌てて否定する。まったくどんな誤解をしているのだと思うが、まるっきり間ま違ちがっているわけでもなくて複雑な気分になった。

「あたしが先生のこと好きだからって身を引こうとしたんじゃないの？　それで泣いてたんでしょう。先生のこと振ふっちゃったの？」

「振るもなにも、向こうはおれに好意なんか……」

　この状じよう況きようを考えれば仕方のないことだが、梓は兄が自分のために門倉との恋こいを諦あきらめたと思っているようだった。

「なに言ってんのよ。職場で堂々と抱き合っておいて、よく言うわ」

「あれには理由が……」

　まるで梓のほうが年長者のように強く出ると、駒井は返事に困ってしまう。

「それに、門倉先生はお兄ちゃんに夢中だよ」

　また視線を落とした駒井を励はげますかのように、梓はしっかりと駒井に伝えた。

「最近よく先生の視線を感じるのよね。あたしのことを気にしてくれてるのかなぁって自惚うぬぼれてたけど、考えてみればあれってあたしの中にお兄ちゃんの面おも影かげを探してただけなんだわ」

「それこそなに言ってるんだよ」

「本当よ。視線に気づいて近寄ってみれば、すっごい迷めい惑わくそうにするんだもん。どうやら門倉先生は、あたしに興味はないみたい」

　ちょっと拗すねたように口を尖とがらせ、思いついたように「それにね」と続けた。

「この間お兄ちゃん、門倉先生のことであたしに怒おこったでしょ。その時からなんかおかしいなぁとは思ってたんだ。そんな時に二人が抱き合ってるの見て、『ああそうだったんだぁ』って正直言ってちょっとショックだった。でも、あたしのせいで別れようとか考えてるなら怒るからねっ」

「梓……」

　世話の焼ける妹だと思っていたのに、今はなんだかすごく元気づけられている。妹にこんなことをされるなんて、正直くすぐったい気分だった。

「喧けん嘩かしちゃったんじゃないの？　それで泣いてたんでしょ？　早く先生のところに行ったほうがいいよ」

　心配してくる梓に力なく首を振って答える。

「もう、遅おそいかもしれない」

「諦めないの！　そこで諦めちゃったら、本当に終わりなんだからねっ」

　梓は怒ったように強く言いながら、駒井の背中をグイグイと薬局から押し出す。

「とにかく行ってきなよ、先生のところに。どうしてもダメだったら、その時考えればいいじゃない」

　まだ不安を残す駒井の背に「成功を祈いのってる」と言って、梓は駒井を当直室へと送り出していた。







　妹は門倉が血を吸う場面なんか見てはいない。そうと分かったからといって、今まで通りの生活を続けてもいいのだろうか。

　駒井は心の中に揺ゆれる思いがあることを感じていた。

（吸きゆう血けつ鬼きと人間ということに変わりはないんだ……）

　梓の件が誤解と分かっても、駒井の立場がエサであることに変わりはない。梓は背中を押してくれたけれど梓の見解が当たっているとは思えなかった。

　門倉が自分に夢中だなんて、思い当たるとすればエサとして気に入っているだけのことだ。

　この先も自分が門倉の獲え物ものでしかないことを憂うれい、いつ飽あきられるか分からないとビクビクして暮らすくらいなら、ここでこの関係にピリオドを打ったほうが賢けん明めいなのかもしれない。

（なんか、もう、しんどいかも）

　けれども結局は、どうしたらいいのか分からないままに当直室へたどり着いていた。何が一番いい選せん択たくなのかなんて、自分に判断が下せるわけがない。

　ただひとつチラッと頭を掠かすめたのは、ここで終わりにすることが自分にとって一番楽だろうということだった。

　門倉を好きでいることを諦め、門倉に求められることを諦め、門倉との関係を諦めてしまえば、こんな風に胸が潰つぶれるような思いをすることはないだろう。

「──先生？」

　コンコンと二度ノックをする。普ふ段だんであればすかさず中から声がかかってくるものを、しばらく待ってみても声はかけられなかった。

「入るよ？」

　鍵かぎならば開いているはずだ。ここのドアが施せ錠じようされているところを見たことがないと、冷たいノブを回して押し開く。

　部屋の中は真っ暗で、人のいる気配はしなかった。少なくとも、今までに当直室の室内灯が消えていたことなんてないことに気がつく。

　ざわざわと心がざわめき、嫌いやな予感が体を貫つらぬいた。

「堅森？」

　そこにいないと分かっていても、部屋に向かって呼びかけてしまう。壁かべを手で探さぐってスイッチを押した。

　明るくなった部屋は、なんだかガランとしていた。

（出て行った──？）

　部屋には門倉の私物が一いつ切さいなかった。ベッドの上のシーツが綺き麗れいに畳たたまれているところを見ると、まず間違いなく門倉はここを立ち去ったのだろう。

　ハッと気づいて駒井は部屋から駆かけ出した。暗くて長い廊ろう下かを靴くつ音おとを立てて走り、棟とうの離はなれた救命センターに向かう。

　隔かく離りされたような救命センターへ到とう着ちやくすると、まだ息も整わぬ間に近くにいた看護師を呼びとめた。

「あのっ、門倉先生は？」

　たまたま顔見知りの相手だったため、臆おくすることもなく尋たずねることができた。

「ああ、先生なら急用で帰られましたよ」

「帰った？」

「都合で辞職するかもしれないとか。まったく、急で困っちゃうわ」

　ぴしゃりと言い放ち、急きゆう患かんの受け入れで忙いそがしいからと追い出される。駒井はまだ信じられない気持ちで、とぼとぼと救命センターを後にした。どこに行くわけでもなくフラフラ歩いているといつの間にか病院の外に出ていた。

　暗い空の下、一つの眩まぶしい明かりが目に入って足を止める。

　それは当直室の窓の明かりだった。駒井がつけっぱなしにして消すのを忘れた明かりだ。

　誰もいない部屋には白々しい明かりが灯ともり続け、帰る者がいない寂さびしさを際きわ立だたせている。駒井は消し忘れた当直室の明かりを眺ながめることで、門倉がいなくなったことを実感した。

「辞職……？　もう、ここにはいない？」

　言葉にして愕がく然ぜんとする。心の中で思っていたことではあったが、言葉に出すことで強きよう烈れつな衝しよう撃げきを受けてしまっている。

　門倉が姿を消したという現実が、津つ波なみのように駒井を襲おそった。

「なん……で」

　楽になれるなんて嘘うそだ。

　ここで門倉との関係を終わりにしてしまえば、これ以上心を痛めることはないなんて、なぜそんな風に思うことができたのだろう。

　こんなにも諦めきれない想おもいで潰されてしまいそうだ。後こう悔かいという波に溺おぼれて、死んでしまいそうだというのに。

　楽になるどころか、門倉を失ったことを知ってますます苦しくなっている。

「うう……っ」

　ここが屋外であるというのに、暗いのをいいことに、駒井は喉のどを震ふるわせて咽むせび泣いた。窓の明かりが涙なみだでぼんやりと霞かすんでいくのが分かる。

　決して涙もろいわけではないのに、今日は何度も衝動的にこみ上げる嗚咽おえつを堪こらえることができなかった。

「──泣いているのか？」

　ザッと砂じや利りを踏ふみしめる音が背後で聞こえた。

　空耳かと自分の聴ちよう覚かくを疑いながら、恐おそる恐る後ろを振ふり返る。期待して裏切られるのが恐ろしくて、単なる聞き違いだろうと思い込もうとしていた。

「……っ」

　けれどもそこに門倉の姿を認めて、駒井は言葉を呑のみ込んだ。息をすることすら忘れて、目を大きく見開く。

「だって……」

　やっと言葉を告げると、都合のいい幻げん覚かくだと自分に言い聞かせて首を振る。

　自分の姿を見て驚おどろいたような目をした駒井の元へ門倉は歩み寄った。すごく不ふ機き嫌げんそうで、鋭するどい目つきは駒井のことを睨にらみつけているようだ。

「ここを去ったはずじゃ……？」

「おまえが泣くからだ」

　ひどくばつの悪そうな顔をした門倉は、片手を伸のばして駒井を抱だきしめた。急なことに駒井は思考がついていかず、門倉の胸に押し付けられるように顔を埋うずめて瞬まばたきを繰くり返した。

　暗色のシャツが涙を吸って色を変える。

「おまえがあんな風に泣いたりするから、気になったりするんだろう」

　忌いま々いましそうに門倉が告げる。硬かたい口調でそう言われて、叱しかられているような気持ちにもなった。あれほど会いたいと思っていた門倉を目の前にして、しゅんと心がしおれていくのを感じる。

「おかげで立ち去るタイミングを計り損そこねたじゃないか」

「お、おれが、原因なの？」

　ハッとして顔を上げた。責められているようで不安になる。自分のしたことが、なにか禁きん忌きを破ってしまったのではないだろうか……。

「病院は一度引き上げたんだがな、この間のおまえの涙が気にかかって、戻もどってきてしまった。そしたら、また泣いているなんて、ますます気になるだろう」

　申し訳なさを感じて身の置き所のなさを覚えた駒井とは逆に、門倉は少し言葉を和やわらげた。駒井の頬ほおについた涙の跡あとを親指でグイッと拭ぬぐう。

「ひどい顔だな」

「だって、あんたが消えたと思ったから……。もう会えないと思って」

「おれを想ってこんなところで一人、泣いていたというわけか」

　胸に秘ひめていたものを暴あばかれたようになって、サッと顔を赤らめる。

「おれのことが好きなのか」

　自信に満ちた揺ゆるぎない声で門倉は尋ねた。けれども探るような瞳ひとみの奥に戸と惑まどいの色が見えるのは、駒井の思い上がりだろうか。

「ん……」

　想いを伝えようと門倉の瞳を覗のぞき上げると、何も語らないうちに唇くちびるがふさがれる。まるで答えを封ふうじるように口付けは数回交かわされた。

「いい、言うな」

　自分から尋たずねたくせに、門倉は勝手な言い草を押し付けてくる。その意図が分からず駒井が問うような視線を向けると、むすっとした表情を向けられる。

「聞いたらおまえを逃にがしてやれなくなる。どんなにおれのことが嫌になっても、裏切ることは許さない」

　この期ごに及およんで昔の恋こい人びととの過去が思い出されるようだ。

「もう、何も知らないガキじゃないからな。おまえを閉じ込めるくらいは平気でやるぞ」

「種族の違ちがいがまだ気になる？」

　逃げてしまおうとも考えた。今の関係を手放せれば楽だと思ったのに、自分の場合はそうすることのほうが苦しくて、結局は逃げ出せずにいる。

　逃げるどころか、門倉の元へきつく縛しばりつけておいてほしいくらいだ。

　けれどもそれを、門倉が信じられないというのなら──。

　駒井はそっと門倉の手を取った。左手の小指に唇を寄せる。

「あんたの血を飲めば、おれも仲間になれるんだろう？」

「──なにを？」

　決意を固めると、小指のつけ根の皮ひ膚ふが薄うすくなった辺りに、駒井は歯の尖とがった部分で強く噛かみ付いた。破れた皮膚からは門倉の鮮せん血けつが地面へポタポタと滴したたり落ちる。

　それを惜おしいとでもいうように、駒井は舌で搦からめ捕とった。

　瞬またたく間のできごとに、門倉はその行こう為いを止めることはできなかった。躊躇ためらいを見せることなく自分の血を吸い続ける駒井をじっと見つめる。

「分かったから、もう無む茶ちやするな」

「無茶なんかしてな……」

　やんわりと門倉が押し返すと、妙みような強ごう情じようさでもって離れまいとする。その必死さを見て門倉も臍ほぞを固めたようだった。

「分かったって言っただろう」

　もう一度門倉の小指に吸い付こうと指を伸ばすと、その上から手を重ねられる。そして、きつく抱きしめられた。

「返事を聞かせてくれ」

「え？」

　耳元で囁ささやくように言う門倉の息が熱い。

「おれのことが、好きか？」

　門倉はもう一度問う。瞳を覗いてみると、いつもは深い色をたたえた双そう眸ぼうが、静かに赤い光を放つ。答えればもうこの男を裏切ることはできない。

　駒井に迷いはなかった。

「おれ……あんたのことが、好きだよ」

　飾かざらない気持ちをはっきり伝えると、門倉は険をそぎ落としたような穏おだやかな表情で見返してくれる。そして、「おれの血を吸ったのはおまえが初めてだ」と笑って言った。







　そのまま流されるようにして、門倉の部屋に連れて行かれた。

　門倉が住んでいたのは、病院の近くにある医者をターゲットにした高級マンションだった。歩いて五分のその距きよ離りを、初めてデートする中学生のようにぎこちなく歩いた。実際、駒井にとっては好きな相手と歩くことなど初めてで、浮うき足立っていた。

　手こそ繋つなぎはしないが、連れ立って歩いているとふいに指先が触ふれ合うことがある。意識して強こわ張ばらせていると、偶ぐう然ぜんではない頻ひん度どで指先が重なった。夜であるのをいいことに、指を絡めたまま歩いていた。

　白衣姿の門倉しか見たことのない駒井には、ダメージ加工のジーンズを穿はいた門倉というのが意外だった。こうして見てみると疑うことのない人間そのものである。ワイルドなファッションでありながらもチープにはならない、洗練された着こなしだった。驚いたのは一いつ瞬しゆんのことですぐに見慣れてしまい、私服姿にまた心が躍おどる。病院の人間たちが知らない部分を自分は知っているという優ゆう越えつ感すら感じた。

　部屋の玄げん関かんを入ると、室内灯の明かりが自動的にともる。

「ここに住んで……」

　ガランとして物のない部屋だった。立ち去るつもりで片付けたのかと思ったが、慌あわてて整理したような跡はなかったので、はじめからこうなのだろうと予測する。

　もしかしたら、ここへやって来た時から長居しようとは思っていなかったのかもしれない。今までもずっとそういう生活をしてきていたのだろうと感じる。

　続き間の１ＤＫは小さく見積もっても二十畳じようはあって、大きめのベッドやソファが置いてあるというのに広々としていた。逆にいえば主だった家具はそれくらいしかなく、この部屋にはテレビやオーディオすら置いていないようだ。

「そういえば、妹はどうしたんだ？」

　門倉に促うながされてソファに腰こしを下ろした。解決しなければならない大切な問題があって、顔を引き締しめるが、そのまま押し倒たおされてしまう。柔やわらかなソファに背中を埋うめた。

「わ……っと、ちょっと待ったっ」

「ベッドのほうがよかったか？」

「そういう問題じゃなくて……」

　真面目まじめな話をしようとしていたのではないかと、今の状じよう況きようを思い返してみる。

「あ、梓の話だろっ」

「ああ、それな」

　二人きりになると不ふ埒らちな行為に走ってしまうのが常だったので、顔をつき合わせて話をするというのもなんだか照れくさい。それなので、自分の腰に乗りあがってはワイシャツのボタンを外しにかかる門倉の手は止めないでおいた。

　話をする余よ裕ゆうを残してくれていれば、それでいい。

　門倉も同じように考えていたのか、本格的な行為に移る感じはしなかった。

　手て慰なぐさみといったところだろう。一つずつ丁てい寧ねいにシャツのボタンを外していく。

「それで、うまく言いくるめられたのか？」

「言いくるめるもなにも、ちょっと誤解があって。梓はおれたちがデキてると思って驚おどろいただけ。血を吸っている場面は見ていないよ」

「デキてることに関して言えば誤解じゃないがな」

　門倉がぼそりと言うものだから、駒井は顔を赤らめる。

　あんなのはデキているというようなものではない。一方的に高められて、夢中にさせられていたが、甘い関係とはほど遠い。そう思うと、いかに自分がそういう関係を求めていたのか思い知らされるようだった。

「あんたの正体知らないんだから、去らなくてもいいだろう？」

「引き止めるのか？」

　シャツのボタンを全すべて外し終えた門倉は、駒井の頭の脇わきに両手をついて真上から見下ろした。その首筋に、駒井は腕うでを伸のばして絡める。

「引き止めて留とどまってくれるというなら、そうする」

「無理なら？」

　すると門倉は、駒井の心中を量るように瞳の奥を覗き込んだ。強い眼光に駒井はドキッと心を揺らすが、今にも噛かみつきそうな勢いで門倉を見返す。

「それでもどうしても行くって言うのなら……。──おれも連れて行け」

　自分でも覚えずそう吼ほえていた。

「連れて行け、か」

　思いもよらない言葉を聞いて、門倉はククッと笑いを漏もらす。よほどおかしかったのか、しばらく声を上げて笑った。

「そんなの、病院に引き返した時点で立ち去る気はなくなってたよ。たとえおまえの妹がおれの正体を知っていたとしてもな」

「そういうのは、あんたの一存で決められることじゃないんだろ」

「別に規定があるわけじゃない」

　そうは言うが、将威の一言や決断が重みを持っているだろうことは駒井にも分かることだった。将威が引き上げると決めたからには、それに従うのだろう。自分を始末するとまで言った男だ。

「だって、先生が……」

「ああ、将威か。あれは単なるその場のノリだろう」

「はあぁ？」

　聞き捨てならないセリフを耳にして、声を高くする。信じられない言葉だと困こん惑わくした眼まな差ざしを向けると、門倉は特に疑問も抱いだいていないような表情をしていた。

「別に普ふ通つうに立ち去ってもよかったんじゃないか。いつもはそうしていることだし。あいつも大たい概がいなに考えているか分からないが、そう簡単に人の命を取りやしないよ。……医者だしな」

「だったらあんただって、あんなに真面目な顔すんなよっ！」

　すっかり騙だまされた気分になって門倉の胸を拳こぶしで叩たたく。いや、たしかにあの場で考えを改めさせたのは門倉だし、あの時に特別真面目腐くさった顔をしていたわけでもないだろうから、場の空気に乗せられて駒井が一人で振ふり回されてしまったということなのだろう。

「細かいことは気にするな」

　それが長く生きていく極ごく意いなのだろうか、本当に何も気にしていないように門倉は言った。

「気にするよっ」

　沸わきあがってしまった駒井の頭には、門倉がこの場に留まると言った言葉が残らなかったようだ。目前のことにカッとなってしまった駒井を宥なだめるように髪かみを梳すき、門倉は耳朶みみたぶに唇くちびるを寄せた。

「だったら許せ。おまえの好きなように抱いてやるから」

「うっ、ずるい……っ」

「なにが好みだ？」

　急にしおらしくなった駒井の耳に、ふぅっと息が吹ふきかけられる。ぞくぞくするものが背筋を駆かけ上がって、駒井は身を縮めた。

「……い、で」

「うん？」

　ぼそぼそっと小さく呟つぶやく駒井に問い返すと、駒井はいたたまれないような顔をして視線を逸そらした。

「今日くらいはあんたも全部脱ぬげって言ってんだよっ」

　恥はずかしさに耐たえかねるようにまくし立てる駒井に目元を緩ゆるめた門倉は、かがめていた身を起こした。

「異論ないな」

　横たわったまま視線だけで自分を見ている駒井を知って、門倉はシャツのボタンに手をかけた。すでに二つ外れていたそれを、見せつけるように上から取っていく。袖そでから伸びた腕が一つボタンを外すたびに筋張って、筋肉の盛り上がりが見える。

　日常的にオペをこなす医師の腕だった。

　誰もが縋すがるこの腕を自分がひとり占じめしたくなっている。そして、それを自分だけに許して欲しいと思う。

　すべてのボタンを外すと、門倉はシャツを脱いで床ゆかに落とした。

　しっかりとした骨格の上に、張った筋肉が綺き麗れいについている。初めて剥むき出しの上半身を目にして、ごくりと喉のどを鳴らす。

　そのままベルトのバックルに伸ばした門倉の手を止めた。

「なんだ？」

「こ、心の準備が……」

「脱げと言ったのはおまえだぞ」

　いまさらなにを言うんだというような顔を門倉はするが、これ以上は静観できそうもない。

（ほんと、初めて抱かれるみたいだ……）

「きつそうだな。そっちが先に脱いだほうがいいんじゃないか」

　ふと門倉が駒井の変化を感じ取った。服地越ごしでも下か肢しの主張は窺うかがい知れる。門倉はベルトに手をかけ、前を開いた。

「腰を上げろ」

　言われたとおりにすると、一いつ緒しよに下着も下ろされる。勃たち上がったものからは、すでに先走りの雫しずくが溢あふれている。

　前を開いただけのシャツもあっさり床へ落とされて、気づけば自分のほうが先に裸はだかに剥かれていた。

「ん……っ」

　性器を握にぎられると、堪こらえても声が上がる。駒井の溢れさせた滑ぬめりを借りて追い詰つめるように扱しごかれれば、我が慢まんがきかずにたちまち上り詰めてしまう。

「あっ、い……っ」

　必死で意識を逸らし凌しのごうとするがかなわず、しなやかな背中を仰のけ反らして、瞬またたく間に爆はぜていた。

「やだ……」

　気まずい思いに駆られて目の辺りを覆おおうと、駒井の散らした粘ねん液えきを門倉は指で掬すくう。そして、それを硬かたく閉じた蕾つぼみに押し当てた。

「うう……」

　縋るものを求めて、門倉の肩かたに指を這はわせる。

　果てたばかりで敏びん感かんな身体からだは過か剰じように反応を示すが、一いつ旦たん指を飲み込んでしまえば、熱く高まった内ない壁へきはねっとりと絡からみつく。

「ひぁっ」

「今夜は呼び出しの心配もないからな。何度でもイッておけ」

　身体が受け入れやすいよう、片方の足を抱かかえるような体勢を取らされた。もう一方はソファの背もたれに引っ掛かけるようにされる。

「こんなの……」

　嫌いやだと思っても脚あしを閉じることができない。恥ずかしいと感じる以上に、もっと触さわってほしいと期待してしまうからだ。

　閉じた瞼まぶたの細かな痙けい攣れんが、次の行こう為いを心待ちにしていると語っている。

　門倉の指が馴な染じむと、物足りなさを感じて自ら腰こしを動かした。自分の感じる部分にぐりぐりと擦こすりつける。

「あっ、あ……っ」

「どこでそんなの覚えたんだ」

　やけに積極的な駒井に門倉は苦く笑しようする。

「どこ……て、あんたしか……」

「ああ、おれだけしか知らなくていい」

　その言葉がむしょうに甘く響ひびいて、門倉の指を締しめ付けた。

　いつもは即そく物ぶつ的なセックスを虚むなしいと思っていたというのに、ゆっくり抱き合える今夜に限って、早く貫つらぬいてほしくなる。

「は、やく……ぅ」

「少し待ってろよ」

　先を急せかす駒井を宥めるように、指を抜ぬいた門倉は内うち腿ももを何度か撫なでる。駒井の上からいったん退どいて、身にまとっていたものをすべて脱いだ。

「全部脱いでやるんだろ？」

　恥ずかしがる駒井を知って無理やり視界に入り込む。

　屹きつ立りつした門倉の性器を見ると怯おびえてしまうのに、てらてらと滑る立派なそれを見て、身体の奥が期待に疼うずく。見るからに凶きよう暴ぼうなものが、自分の中を抉えぐることを想像した。

「触るか？」

　直視できずに、けれども視界の端はしでしっかり観察している駒井の手を、門倉は自分の股こ間かんに導いた。おずおずと躊躇ためらいながらも駒井の手が性器を包む。

　触ふれた途と端たんにピクッと動いたペニスに気分をよくして、駒井は何度か軽く扱き上げる。するとますます著いちじるしい反応が見られた。

「おまえのほうがよさそうな顔してるな」

　門倉は駒井の手を上から押さえると、腰を揺ゆさぶりさらに育て上げる。握っているだけだというのにピクピクと腰が跳はねて、このままでは何もされずにイッてしまいそうだ。

　男の性器を握りながらそんなことを思う日が来るとは考えもしなかった。

「挿いれるぞ」

　指を剥はがされたかと思えば、熱いものを後こう孔こうに感じる。何度かくすぐるように解ほぐした後、先せん端たんで広げるように門倉が押し入ってきた。

　スムーズにとはいかないが、グイグイと押し付けるようにすると駒井の身体も道を開く。

「う……んっ」

「きついな」

「平気だからっ」

　進むのを止めようとする門倉に懇こん願がんすると、「そうか」と言って強く突つかれた。

「ああっ」

　予期せぬ刺し激げきに、駒井のペニスの先から先走りの液が溢れ出す。危あやうくまたイキそうになって、はあはあと荒あらい息をつく。

「は、いっ……た？」

「もう少しだ。少し間があいたから、きつくなってるようだな」

　そう言っては駒井の身体を緩めようと性器に手を伸のばしてきた。むき出しの先端を丸く撫でては滑りを広げる。

「ひぁっ」

「……っ」

　締めつけが弱くなった隙すきを突いて、門倉は最さい奥おうまで腰をねじ込んだ。

　硬くなった駒井の身体を解すようにして、門倉はゆっくり腰を揺さぶる。駒井が呼吸の仕方のコツを掴つかむと、それに合わせるようにして奥へ進んだ。

「全部収まった」

「ん、深……っ」

　駒井もそれが分かるのか、顎あごを上げては体内の存在を味わう。その悦えつに入ったような表情を見ると、門倉は少し伸び上がって唇くちびるを合わせた。

　軽く啄ついばみ、舌を絡ませ、やがて獣けもののようにもつれていく。

　キスが深まるごとに門倉は内壁を擦り立てた。はじめはゆるりと、そして駒井が忘ぼう我がする頃ころには強く腰を揺らしてくる。

「んっ、は……」

「熱いな」

　執しつ拗ように追い立てるよう動くと、強こわ張ばっていた部分がとろりと蕩とろける。内壁が絡み付いてくるのを感じて、門倉は唇を合わせながら満足そうに笑う。

　やがて湿しめった音が部屋に響くと、自分の抽ちゆう挿そうにあわせて、駒井のペニスに刺激を与あたえる。その頃にはもう、駒井の滑なめらかな皮ひ膚ふにはうっすらと汗あせが浮ういていた。

　酸欠のようにくらくらした頭は駒井から理性を奪うばい取る。聞きたくても怖こわくて聞けないでいたことを、駒井は口にしていた。

「まだ、おれ……っ」

「ん？」

　息を上げながら喋しやべってくる駒井を知って、門倉は唇を離はなす。自分で自分の舌を噛かんでしまいそうに、駒井の語調はもつれてあやしい。

「あ、あんたのきも……ち、きーて、ない」

　駒井が泣いている姿に引き止められたと門倉は言った。聞くまでもなく自分を特別に想おもっていることは分かるが、やはり言葉で聞いておきたい。

　こんな状じよう況きようでもなければ、ねだることもできなかった。

「情事の際の睦むつ言ごとでいいのか？」

　門倉がグイッと腰を押し付けてくる。肌はだと肌が触れ合って熱を感じることに興奮する。

　いつもは服地に阻はばまれて、こんなにぴったり寄り添そうことができなかった。

「この際、なんでも……いい」

　そう簡単に門倉から情の込められた気持ちを聞けるとも思えず、駒井はそう答える。睦言でもなんでも、口先の言葉と分かっていても欲しい時がある。

「なんでも、ね」

「な、に？」

　すると門倉は上気した駒井の顔をじっと見つめて、乱れた髪かみを撫でるようにしてかき上げる。今までひりつくような快楽を与えられていたというのに、急にくすぐったくなって首をすくめた。

「いや、おまえが不ふ憫びんに思えてな」

「え？」

「おれみたいな男を好きだなんて言うもんだから」

　指先で頬ほおを撫でられて吐と息いきを漏もらす。それを奪うように口づけられる。

「おれは、案外しつこいぞ」

　キスの合間に吐息を零こぼすと、出し抜けにそう告げられた。

「おまえを見てると、冥めい底ていのような深い闇やみに引きずり込んでやりたくなる」

　物ぶつ騒そうなことを語りながらも、門倉の口ぶりは蜜みつのような誘ゆう惑わくに満ちていた。注がれる視線に蕩けてしまいそうな錯さつ覚かくを覚える。

「お……おれを、好き？」

　まだ理性があるうちにと、門倉が聞いたように問いかけた。

「嫌きらいならこんなことしているか。──決しておれから逃にげられると思うなよ」

　甘さとは異質の言葉をもらって、背筋がそそけ立つ。けれどもこの搦からめ捕とられるような感情が嫌いやではなかった。閉じ込められても構わない。逃がして欲しくない。逃げようだなんて考える暇ひまもないほど昂たかぶらせてほしい。

「ふっ……うん」

　考えただけで身体からだが勝手に興奮してきた。ひりひりとした疼きが奥からこみ上げる。

　繋つながった部分からもそれが分かったのだろう。急に蠕ぜん動どうしはじめた駒井の身体を門倉はいぶかしがる。

「准？」

　名前を呼ばれただけなのに、キュッと締め付けてしまう。不意のできごとに、門倉も息を詰つめたのが分かった。

「ん……も、イク」

　自分のペニスに手を伸ばそうとすると、門倉にそれを払はらわれる。

「勝手に終わるな」

「やっ。もう、ムリっ」

　代わりに門倉が強く握にぎってきた。逐ちく情じようを避さけるようにして。

「せっかくなんだ。もっと味わわせろ」

　駒井に我が慢まんを強しいたまま、門倉は動き出す。熱く硬かたいものが抜ぬき差しされて、絡みつくように腰こしが勝手に揺れてしまう。

　よりいっそう深く、門倉は突き上げた。駒井は窒ちつ息そくしそうなほどの息苦しさを味わう。

　強い享きよう楽らくを与えられ、けれども果てられない現実に駒井は喘あえいだ。

「うっ……ん、はぁっ」

「いいか？」

　決して苦しいだけで喘いでいるわけではないことを知って、門倉は聞く。腰を打ち付けるたび駒井は切れ切れに叫さけびながら、細かな痙けい攣れんを繰くり返した。痺しびれているだろう内ない壁へきにねじ込み、犯おかすような勢いで門倉は動く。

　握り締しめた性器も限界だというように手の中でピクピク蠢うごめいた。

「ん、い……い」

　焦しよう点てんの合わなくなった目め尻じりにじんわりと涙なみだが溜たまっていく。それが溢あふれて流れ落ちる前に門倉は舐なめて拭ふき取った。

「も、やだ」

　熱い身体をもてあまして駒井は限界を訴うつたえる。門倉は「もう少し」と短く言って駒井の身体に深く没ぼつ頭とうした。

　強く、深く、突つき上げるたびに、堪こらえるような門倉の低い声が耳に届く。それがなんだか色気を帯びて、余計に駒井を煽あおり立てる。

「はっ、あ……っ」

「いいぞ、イっても」

　せき止めていた手が離された。門倉の手で撫なでられて、腿ももがひくひくと痙攣を起こす。

「ん、堅森……」

　愛いとしい男の名前を呼ぶと、中の熱塊が硬さを増し、ブルッと震ふるえるのが分かった。

「ああっ」

　ひときわ高い声と共に白い飛沫しぶきが迸ほとばしる。勢いで門倉を締め付けてしまうと、最奥に熱いものを叩たたきつけられた。

　はぁはぁと荒い息を整える。目の端はしにじんわりと涙が溜まって視界が霞かすんだ。

　今日何度目の涙になるだろう。数えるのも億おつ劫くうなほど涙を零した夜だったが、今浮かんだものは悲しいものではない。

　胸がいっぱいになって、言葉にならない気持ちの代わりに溢れたものだった。

　鼓こ動どうが落ち着くにつれ冷めていく身体を、強い力で引き寄せられた。

　まだ繋がりを解かないまま、門倉は駒井ごとどさりとソファのアームに身をもたせる。その広い胸の中にすっぽり抱だき込まれて、噛み付くようなキスをされる。

「愛してる」

　キスの合間にぼそっと門倉が言うものだから、聞き逃のがしてしまいそうになった。

「今……？」

　瞳ひとみで問うと、門倉はきまりの悪そうな顔をした。言うつもりのなかった言葉を口走って、失言を悔くいた表情をしている。

「つい口をついて出てきた。……でも、そういうことなんだろうな」

「もう一回言って」

　しがみつくと、門倉はなにか画策するような目で駒井を見下ろす。つ……と、指先が駒井の頬を撫で、そのくすぐったさに小さく声を上げてしまう。

「言ってやってもいいが、おまえがもう少し溺おぼれたらな」

　グイッと腰を押し上げる。強い刺し激げきではないのに、繋がった部分が熱く痺れてたまらない気分になる。

「……あっ、ずるいっ」

「そんな男が好きなんだろう？」

　門倉の目が獲え物ものを見つけた時と同じく、爛らん々らんと光っていた。この時駒井は自分が一生門倉のエサであることを悟さとったのだった。







　目が覚めたときにはすっかり太陽が昇のぼっていた。

　見知らぬ部屋にいることにびっくりするが、隣となりに眠ねむる門倉の姿を見て状じよう況きようを思い出す。

　あの後もう一度ソファで抱き合って、血まで吸われた。体を洗うと言って連れ込まれたバスルームでもただ洗うだけでは済まされなかった。

　初めて朝まで過ごしたというのに、即そく物ぶつ的だと感じていた頃ころがなにか懐なつかしく思う。

　ヘッドボードの目覚まし時計は昼を示しており、駒井は一いつ瞬しゆんドキッとするが、今日が日曜だと思い出して胸を撫でおろした。

「なー、あんた、今日仕事は？」

　寝ね息いきもたてずに眠る門倉をゆさゆさ揺ゆすり、三度揺すったところで思い出す。仕事も何も、喬木病院から去ったということを。

（そういえば、その話は結局どういうことになったんだろう）

　思うと不安になって、なお門倉を揺さぶり続けた。

「起きろよっ、おーいっ。堅森」

　けれども門倉はピクリとも動かず、深い眠りについている。どこか具合が悪いのかと心配するほど、何をしても起きる気配はなかった。

「──無む駄だだよ。堅森がこの時間に起きるわけがない」

「ひっ」

　唐とう突とつにダイニングから声をかけられる。まさか部屋の中に人がいるとは思わなくて、引きつった悲鳴を上げた。

「お邪じや魔ましているよ」

　ソファの上で長い脚あしを組んでいるのは将威である。細い銀ぎん縁ぶちのメガネをかけて新聞を読んでいるようだった。

（あ、ソファ……）

　少し前にさんざん求め合った場所に将威が座っていると思うと気まずさを感じるが、汚よごした記き憶おくはなかったのでひとまず安心する。

　脱ぬぎ散らかした服も片付けておいてよかったと、自分の几き帳ちよう面めんさをありがたく思った。

「言っただろう。あれは昼間は使い物にならないって。昔はまだマシだったんだけど、年々ひどくなっているようだね。まあ、こちらにいらっしゃい」

　将威に呼びつけられて断ることはできない。駒井はベッドから下りて将威の元へ近づいた。サイズの合わない門倉のパジャマだが、それでも着ていてよかったと思う。

「紅茶はどうかな？」

　ティーポットを前にしていると、将威は英国紳しん士しのようにも見える。サイドベンツのスーツとアスコットタイがこれほど似合う人間もなかなかいない。

　もっとも将威は吸きゆう血けつ鬼きだが。

「おれはけっこうです」

「毒など入っていないよ」

　警けい戒かい心をむき出しにした駒井を見て、将威はくすっと笑う。

「うまくいったようだね。部屋を引き払はらっていないということは病院に残ることにしたんだな、堅森は」

　何も説明しなくても、こうして二人で朝を迎むかえていることが事実を語るのだろう。全すべてを悟ったように将威は言った。

「はい。それが可能なら」

「そうか。わたしは反対しないよ」

「でも、昨日のあれは……」

　正体を見てしまった自分たちを始末すると将威は言った。門倉はそれを「その場のノリ」だと言ったけれど。本当はどうなのだろうか。

「ああ、別れるならああしたほうが盛り上がるかと思ってね」

　しかし、駒井の心配をよそに、軽い口調で将威は答える。

「でも、結局くっついたのならすまないことをしたな。別れそうだったからああ言ったんだがね。その分昨夜は盛り上がっただろう？」

　そして全く悪気もなくそう言った。

　結局のところ、将威のことはよく分からないままだ。これは仕方がないかともう諦あきらめる。

　医者だから人の命を簡単に奪うばうことはないと言った門倉の言葉を信じるしかないだろう。

「病院側には辞職するって言ったんですよね」

「それも問題ないな。救命の当直なんて常に人手不足だ。手厚く歓かん迎げいされるだけだよ。それより、なかなかそそる恰かつ好こうをしているね」

　ぶかぶかのパジャマの襟えり元もとからは、白い駒井の首筋が露あらわになっている。そこに将威は手を伸のばした。

「わー、先生っ」

「堅森の寝ねている今のうちだ」

「ま、待って……！」

　これも将威の冗じよう談だんだと思いたいが確証もなく、駒井は飛び上がってベッドに戻もどると、横たわった門倉に縋すがりつく。顔を伏ふせてギュッと目を閉じた。

「誰だっ」

　しかし、深く眠っていたかと思った門倉は、目覚めたと同時に身構える。その気配に駒井が目を開くと、バチッという音と共に宙に青い火花が散っていた。

　つい数秒前まで眠っていたと思えないほど殺気立っている。

「わたしだよ。冗談が過ぎた」

　将威は片手を上げて門倉を制する。相手を認めて警戒する必要がないと知ったのか、フッと殺気は消え去った。

「戦せん闘とう態勢に入らせるなよ、体に悪い」

「起こしてしまって、済まない」

　二人のやりとりを不思議そうに駒井が見ていると、睡すい眠みん中でも吸血鬼には危険回かい避ひ能力が働くのだと将威が説明した。ただし、この時に体内の血液を多く消しよう耗もうしてしまうらしい。

「ちょうどいい、吸わせろ」

「え、えーっ」

　低血圧も手伝って、いつも以上に不ふ機き嫌げんな門倉は、駒井の手首を掴つかむとベッドに押し倒たおす。

「ちょ、まっ、朝から……！」

「いつも気持ちよくしてやってるだろう」

　駒井の体を押さえつけるようにして乗り上げ、門倉は舌で唇くちびるを湿しめらせた。

「わたしは退散するから、どうぞごゆっくり」

「まっ、待って、先生～」

　将威を呼び止めようと伸ばした手を搦からめ捕とられ、門倉は指先に唇を当てた。まるで愛いつくしむようなその行こう為いを目にして、駒井もおとなしくなる。ふうっと体の力を抜ぬいて、喫きつ食しよくされる準備をした。

　かくして彼らの正体は、駒井だけが知っている秘密なのだった。



【終】
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